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　　　　　プロローグ




　そこは、宇う宙ちゆう船の中だった。

　全面に広がる窓からは、無限に広がる大だい宇宙が見えた。まるで自分が宇宙に漂う星ほし屑くずの一つになったかのような、そんな錯さつ覚かくを覚えさせるスペシャルな空間だ。

　広い部屋の中央に置かれた浮ふ遊ゆうチェアに、その男性は腰を下ろしていた。

　光こう沢たくを放つ金属繊せん維いスーツに身を包んだ長身の男性だ。太すぎず細すぎず理想的な体型。精せい悍かんな顔つきと口くち髭ひげが貫かん禄ろくをかもし出している。しかし決して嫌いやみではない。

　一言で言えば、素す敵てきなナイスミドルといった感じだった。

　この男性の名前は、トーマス・ジョコットマン。何を隠かくそう、地球で一番強い権けん限げんを持った人物。

　第77代目、地球大だい統とう領りようなのだった。

　ジョコットマンは悠ゆう然ぜんと足を組み、余よ裕ゆうたっぷりな表情で空間固こ定ていされたテーブルの向こう側を見つめている。そこにいるのは眼鏡めがねの似に合あう一人の女性。少々、性格がキツそうな雰ふん囲い気きがあるが紛まぎれもない大人おとなの美女だ。

「それでは、地球大統領。貿易時じにおける関かん税ぜいについての取り決めなのですが……」

　女性が眼鏡を人ひと差さし指ゆびで押し上げる。

「こちらからの輸出品ひんには絶ぜつ対たい原則として無む課か税ぜい。逆にそちらからの輸入品に対しては３００パーセントの関税をかけさせていただく。それでよろしいでしょうか？」

「いやいや、これはまたとんでもない数字を出されたものだ」

　ジョコットマンは大げさに肩をすくめると首を左右に振る。顔にはイタズラをした子供を見るような困った笑えみが浮かんでいた。古こ来らいより有ゆう能のうな大統領が得意としてきたポーズだ。

「それではそちらからの輸入品ばかりが増えてたちまち貿易摩ま擦さつが起こってしまう。やはりここは対等にしてもらわなければな」

「地球大統領様さま」

　女性が眼鏡の奥の瞳ひとみを切なげに細めると猫なで声で言った。

「そこを何とか、お願いできません？」

　それまで女性の体を覆おおっていたスーツが、ゆっくりとその色合いを透とう化かさせていく。白いシャツとインナースカートといった格かつ好こうになった。

「うっ」

　それまで堂どう々どうとかまえていたジョコットマンに異い変へんが走る。表情が強こわ張ばり全身が緊きん張ちようする。

「し、しかしですな。そちらからの輸入品には原げん則そく無む関税、逆にこちらからの輸出品には３００パーセントの関税をかけるなどと、あまりにも不ふ平等で」

「そうおっしゃらないで」

　席を立ちジョコットマンの元までやって来た女性が、耳みみ元もとで囁ささやいた。

「お願いしますわ♡　地球大だい統とう領りよう様さま」

　眼鏡めがねが外される。潤うるんだ瞳ひとみにぽってりとした唇くちびる。シャツの上から、ブラジャーの紫むらさき色いろが透すけて見えた。

　ジョコットマンの顔は真まっ赤かだった。額ひたいには脂あぶら汗あせがじっとりと滲にじんでいる。

　つい数すう刻こく前まえまでの余よ裕ゆうなんてどこぞに消え失うせていた。

「りょ、了りよう解かいした。関かん税ぜいの件はそれで手を打とう」

　ジョコットマンは、目の前に空間転てん移いされた契けい約やく書しよにサラサラとサインを書き込む。

「ありがとうございます。地球大統領様。さらにお願いなのですが、、地球に存在するレアメタルをほんの８０００クルルトンほど譲ゆずっていただけません？　もちろん無む償しようで」

「レアメタルを８０００クルルトン!?　冗じよう談だんじゃない」

　ジョコットマンが驚くのも無む理りはなかった。レアメタル８０００クルルトンと言ったら地球資し源げんのゆうに三分の二はある。

「あら、駄だ目めですの？」

　泣きそうな顔になる女性。

「そこを何とか、地球大統領様」

　女性の服装に再び異い変へんが起こった。シャツとインナースカートまでもが透とう化かしていく。当然のごとく現れたのはブラジャーとパンティー。色はどちらも誘ゆう惑わくのパープルだ。

　着やせするタイプだったのだろう。胸は十分すぎるほどボリューミーだ。

「うっ……」

　ジョコットマンの瞳が見開かれる。顔は地球最さい辛からと呼ばれるスーパーレッドハバネロの実よりも真っ赤。水をかけたら蒸じよう発はつして湯ゆ気げさえ出そうな様よう子すだ。

「地球大統領様、お・ね・が・い♡」

「りょ、了解した」

　もはや満足な思し考こうすらできない様子で、ジョコットマンは頷うなずきサインを走らせる。

「ついでに、地球人じんを六万人ぐらい奴ど隷れいとして譲ってくださると嬉うれしいのですけど」

「了解した」

「さらに、水と食料品の無料配はい給きゆうも」

「了解した」

「いっそのこと、地球を丸ごと私達にくださりませんか？」

　女性のとんでもない提てい案あんにも、今のジョコットマンは頷くことしかできない。

　最終的に地球を丸ごと無償で授じゆ与よする契約書にペンを走らせようとする。

　その瞬しゆん間かん、ブザーが鳴り響ひびいた。

　無む限げんに広がっていた宇う宙ちゆう空間が消える。ジョコットマンを誘ゆう惑わくしていた女性の姿すがたもだ。落ち着いた雰ふん囲い気きの部屋へ様さま変がわりする。

　ここは地球大だい統とう領りようの執しつ務む室しつ。もちろん宇宙船せんの中ではない。すべては立体映えい像ぞう技術で見せていたまやかしなのだった。

　きっちりとしたスーツを着た小こ柄がらな女性が姿を現した。

　彼女の名前は、メアリー・盛もり岡おか。地球大統領の右腕とも呼ばれる有ゆう能のうな首しゆ席せき補ほ佐さ官かんだ。

「地球大統領。駄だ目めです。駄目です駄目です駄目です。駄目ったら駄目です！」

　メアリーはこれでもかってくらい駄目を連れん発ぱつした。

「いいですか!?　地球大統領が一月後ごに交こう渉しようする相手は、正しよう真しん正しよう銘めい、生なま身みなんですよ！　練習用のホログラム映像に惑まどわされている場合ではないんですよ！」

「分かっているさ。そんなことは」

　幾いく分ぶん落ち着いたのか、大きく深しん呼吸をする。

「だからこそ、問題なんだ」

　時は28世紀。すでに国家間かんの垣かき根ねは取り払われていた。地球という一つの大きな共きよう同どう体たいの中、人々は平和に暮らしていた。

　人類を牽けん引いんするのは、世界中の人間の中から選せん出しゆつされた有能なリーダー。地球大統領だった。

　地球にやって来る異い星せい人じんに対しても、地球大統領は毅き然ぜんとした態度で臨のぞまなければならない。そう、決して不ふ平びよう等どう条じよう約やくを結ばないために。

　黒い宇宙船に乗ってやって来たペリー星人。また、髭ひげが特とく徴ちよう的なハリス星人といった海うみ千せん山やま千せんの異星人に対しても、歴れき代だいの地球大統領は屈することなく交渉をやり遂とげた。今ではどちらとも星せい交こうを開き対たい等とうな関係を確立させている。

　しかし、そんな人類にかつてない危き機きが訪れようとしていた。

　元げん凶きようは、つい三ヶ月前に地球との星交を求めて巨大母ぼ船せんにて訪れた異星人。ラグマラース星人だった。

「姿がイカやタコならこちらも気が楽だ。この際、ナメクジだってかまわない。ヘドロの集しゆう合ごう体たいのような異星人だったとしても私は笑顔で交渉する自信がある。臆おくせず握あく手しゆだってしてみせよう。しかしよりにもよってどうして…どうして…」

　ジョコットマンは、不ふ条じよう理りを込めて叫んだ。

「どうして、あんなにもグラマラスでセクシーな美女の姿なんだ！」

　そう、ラグマラース星人はグラマラスな美女の姿の異星人だったのだ。露ろ出しゆつの多い独どく特とくの服装もあいまって、そのセクシー度ど合あいは計り知れない。まさに垂すい涎ぜんものだった。

　初めてラグマラース星人の姿が世界中で放ほう映えいされた時は、テレビの前の男性達は歓かん喜きの雄お叫たけびを上げたほどだった。

　しかし、ジョコットマンにとってはそれは喜ばしいことではなかった。むしろ、大だい問題だったのだ。

「私は、ああいった刺し激げきに弱いんだ。一度、ピンク世界に引き込まれてしまったら最後、全身が硬こう直ちよくし脂あぶら汗あせが滲にじみ出て頭の奥は大だい爆ばく発はつだ！　さっきはまだ下した着ぎ姿すがただったからいいものの、もしあそこでホログラム映えい像ぞうが全ぜん裸らになっていたとしたら」

　ゴクリとジョコットマンが喉のどを鳴らした。

「おそらく、私の意識はブラックアウトしていただろう」

「本当にしっかりしてくださいよ。地球大だい統とう領りよう！　この星せい交こう会議はすべてあなたにかかっているんですから！」

　真剣な顔でメアリーが詰め寄る。

「先日、ラグマラース星せい人じん側がわから送られてきた要よう望ぼう書しよは地球大統領もお読みになられたでしょう？　不ふ公こう平へいもいいところだったじゃありませんか。向こうは明らかにこの地球を食い物にしようとしているんです。地球大統領が断だん固ことして拒きよ否ひしなければ、この地球は……この地球は……」

「ああ、そうだったな。この地球の運命は私にかかっていたんだったな。弱よわ音ねを吐かずやり遂とげなければ」

　ジョコットマンが自分自じ身しんに言い聞かせるように強く呟つぶやいた直後だった。執しつ務む机づくえに設置された通信ランプが点てん滅めつする。

　メアリーが顔かお色いろを変えた。

「世界大統領！　ラグマラース星人側からの通信です！」

　何もない空間に光が走り交差した。モニター画面となり、そこに映像が映し出される。独どく特とくの衣い装しようを着たグラマラスな美女だ。紛まぎれもなくラグマラース星人だった。

『ジョコットマン地球大統領様、突然の通信をお詫わびいたします』

　美女は笑えみを浮かべる。男おとこ心ごころを知り尽くしたような完かん璧ぺきな笑みだ。これが一いつ介かいのオペレーターだというのだから本当に恐ろしい。

「い、いえ。別にかまいませんよ」

　努めて冷静に対応する。

「それで、何の御ご用ようですかな？」

『はい、星交会議を前に、我がラグマラース星の女王様が地球大統領様に一ひと言ことご挨あい拶さつをしておきたいと申しまして』

「女王様も宇宙船に同乗されているとは聞いていましたが、そちらのしきたりで会議までは顔を見せられないのでは？」

『はい、本来ならそうなのですが。親しん愛あいなる地球大統領に対してそれはあまりに失礼かと申しまして。よろしいでしょうか？』

「こちらはかまいませんが」

『ありがとうございます。それでは女王様、こちらへ』

　オペレーターの美女がどき、代わりに一人の女性が姿すがたを現した。

「えええっ！」

　メアリーまでもが驚きの声を上げる。

　先ほどの美女が色あせてしまうほどの美び貌ぼうだ。グラマラス度ど合あいも比べ物にならない。胸の大きさなんてまるでスイカだ。まるでそれを誇こ張ちようするかのような、露ろ出しゆつの多い服装。他のラグマラース星人が霞かすんで見えるほどに圧あつ倒とう的にセクシーだった。

『はじめまして。私がラグマラース星の女王、ウノ・ミカカ・ラグマラースですわ』

　女王は悠ゆう然ぜんとお辞じ儀ぎをして見せた。優ゆう雅がさと気き品ひんを感じさせる、王おう族ぞくの態度だった。

『このような通信での挨あい拶さつ。さぞや不快に思われることでしょう。本来ならばあなた様の元まではせ参さんじるべきなのでしょうが、こちらも星せい交こう会議を控えて何かと忙しい身。ご理解いただけると嬉うれしく思いますわ』

　ジョコットマンはもはや何も応えられなかった。すでに額ひたいには脂あぶら汗あせが滲にじんでおり、顔は28世せい紀き最高の辛からさを持つ植物、スーパーレッドハバネロのように真まっ赤かだ。

『ん、どうかなさいまして？』

「い、いえ、何でもありません！」

　ジョコットマンの窮きゆう地ちを救うべく、メアリーがしゃしゃり出る。

「地球大だい統とう領りようも会議に向けての準備や調ちよう整せいで多た忙ぼうなもので、その疲れが出ているだけです」

　さっさとこの通信を切り上げようと、メアリーが早はや口くちにまくし立てた。

『そうでしたか。それは良くありませんわね。ゆっくりとお休みになられてください。地球大統領様、会議でお会いできることを楽しみにしていますわ』

　通信が切られようとする瞬しゆん間かん、メアリーが声を張り上げる。

「あ、あの！　女王様。一つだけお聞きしてもよろしいですか!?」

『何ですの？』

「ほ、本ほん番ばんの星交会議の時も、その格かつ好こうなのですか？」

『格好？　ああ、この衣装のことですわね』

　自分の服を一いち瞥べつし、女王は微笑ほほえむ。

『ご心配いりませんわ。星交会議は重要な公こう式しきの場。このような服では出られませんわ』

「そうですか」

　ホッと息を吐くメアリーだったけど、女王は恐ろしいことをのたまった。

『このような控えめに肌はだを出しただけの服など、地球大統領様さまに失礼ですもの。会議では私のすべてを見ていただく覚かく悟ごで、最高の服を用意いたしますわ。それでは、ご機き嫌げんよう』

　通信が切られるのと、ジョコットマンが鼻はな血ぢを噴ふき出し倒れるのはほぼ同時だった。

「地球大だい統とう領りよう！　しっかり！」

　駆かけ寄るメアリーに、ジョコットマンが絶ぜつ叫きようした。

「ぜ、絶対無む理りだ！　あんな化ばけ物ものと交こう渉しようするなど私には不ふ可能だ！　私は今すぐ地球大統領を辞じ任にんする！　誰だれかもっとエロに耐たい性せいのある人間を見つけてくれ！」

　血ち走ばしった目をメアリーに向ける。

「そうだ、メアリー・盛もり岡おか君。いっそのこと君が地球大統領になれば」

「無理言いわないでくださいよ。そんな重要なこと私には絶対不ふ可か能のうです。いえ、他の誰だってできません。複ふく雑ざつな他た星せいとの条じよう約やく交こう渉しようができるのは、地球大統領しかいないんですから」

　条約交渉ができるのはジョコットマンのみ。しかし彼は極きよく度どにエロ耐性が低い。相手はエロの世界のボスキャラのような女王様。先ほどは映えい像ぞうだったからまだしも、本ほん番ばんではもちろん生なま身みの実じつ体たいだ。さらにさらに、衣装も露ろ出しゆつ度どを上げているらしい。

　もはや、地球の命めい運うんは決まったようなものだった。

　今後長ながらく続くであろう、不ふ平びよう等どう条約に苦しむ不ふ遇ぐうの時代。それを想そう像ぞうし、ジョコットマンとメアリーがさめざめと涙を流す。

　と、その時だった。重おも苦くるしい執しつ務む室に、矍かく鑠しやくたる声が響ひびく。

「諦あきらめるのはみゃ[image: ～][image: ～][image: ～]だ早い!!」

　杖つえを片手に入ってきたのは小こ柄がらな老人だった。ヨレヨレの白はく衣いを着て、頭では白はく髪はつが爆ばく発はつしている。

「あ、アイテル博士はかせ！」

　今こん世せい紀き最高の頭ず脳のうと呼び名も高い天てん才さい科学者、マエチャック・アイテル博士だった。政府の特とく別べつ顧こ問もん科学者としてたまに顔も出している。

「地球大統領、用はおみゃーさんがエロに強くなりさえすればいい話ではにゃーか」

　どこの地方の方ほう言げんか定かではないけれど、独どく特とくの訛なまりでアイテル博士は言う。

「それこそ無理な話です、アイテル博士」

　ジョコットマンが力なく首を振る。

「そうです、博士。今回のこともあり、地球大統領にはいろいろな療りよう法ほうを試してもらったんですよ。カウンセリングに始まり、薬やく物ぶつ療法に催さい眠みん療法まで。それでも、どうしようもなかったんですから」

　メアリーが訴えるも、アイテル博士の顔には不ふ敵てきな笑えみが浮かんでいた。

「それをどうにかする方法が、たった一つだけあるんだぎゃ」

　ゴホンゴホンと激しく咳せき払ばらいをすると、アイテル博士は拳こぶしを握り締め入いれ歯ばが飛び出さんばかりの勢いで叫んだ。

「名付けて、獣じゆう吾ごドキドキプロジェクトだぎゃ！」




　　　　　１




　広い河か川せん敷しき。遠くに電車の陸りつ橋きようが見える。夕暮れ時ののどかな雰ふん囲い気きだ。

　だけど、そこで行われようとしていることはのどかでも何でもなかった。

　様々な高校の制服を着た不ふ良りよう学生達たちが集まっていた。染そめられた髪かみの毛といい、制服の着き崩くずれ度ど合あいといい、あまり健けん全ぜんとは呼べない様よう子すだ。事実、みんな怖こわい顔をしてるし、木ぼく刀とうやバットを持ってる者だっている。

「この間の借りを返させてもらうからな！」

「今日きようという今日は覚かく悟ごしやがれ！」

「ボッコボコにしてやっからな！」

「お前の時代もここまでだと思えよ！」

　興こう奮ふんした不良達が取り囲み剣けん吞のんな視線を向ける相手は、たった一人の少年だった。

　だらしなく前を開けた学がくランを着用。あまり中身の入っていない平たい学生鞄かばんを小こ脇わきに抱えている。体型は中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい、短めに切られた茶ちや色いろの髪の毛とビシっとした眉まゆ毛げが特とく徴ちよう的てきだ。

　これだけの人数の相手に取り囲まれていると言うのに、少年に脅おびえた様子はなかった。それどころか、顔にはニヤニヤという笑えみさえ浮かんでいる。

「グダグダ喋しやべってねーでさっさとかかってこいよ。こっちはもうウズウズしてんだから」

　不ふ敵てきにそう言い放つ態度に、不良達のボルテージが跳ね上がる。

「やっちまえ！」

　声と共に、一いつ斉せいに少年に襲おそい掛かった。

　普通に考えれば、少年に勝ち目はなかった。少々ケンカが強いとしても、圧あつ倒とう的な数の差はどうしようもないだろう。

　しかし少年のケンカの強さは、少々なんてものではなかった。

　不良達の攻こう撃げきを適当にかわしながら、一人ずつ丁てい寧ねいにぶちのめしていく。五分が経けい過かしたころには、すでに勝敗はついていた。

「な、何て強さだ。これだけの人数を集めたってのに」

「さすがは、雲うん南なんの猛もう獣じゆうだ。とてもかなわない」

「ひゃあああああ」

　一人が悲鳴を上げて逃げ出すと、後はもうたちまちだった。蜘蛛くもの子を散らすように土ど手てを駆かけ上がり逃げていく。

「あ、おい、どこに行くんだよ」

　逃げていく不良連れん中ちゆうを、名残なごり惜おしそうに見つめて少年は呟つぶやいた。

「ちぇっ、つまんねーの。ウォーミングアップが終わってこっから本ほん気きを出そうと思ってたとこなのに」

　梶かじ山やま獣じゆう吾ご。それがこの恐ろしくケンカの強い少年の名前だった。ここ、埼さい玉たま県の桜さくら庭ば市しに暮らす十七歳さい。市内にある私立雲うん南なん高校に通っている。学年は二年だ。

「しょーがない。帰るとすっか」

　ケンカのために近くに放り投げておいた鞄かばんを、獣吾が拾い上げた時だった。

「相変わらず強いね～。すごいね～。無む敵てきだよね～」

　場ば違ちがいにのんびりとした声が響ひびく。見ると拍はく手しゆをしながら土ど手てを降りてくる一人の少年の姿すがたがあった。制服から見て、獣吾とは違う高校の生徒だろう。

　小こ柄がらな体で柔にゆう和わな顔立ち。まるで中学生のようだ。いや、下手へたをしたら小学生でも通用するかもしれない。

　獣吾を猛もう獣じゆうとしたならば、この生徒は間違いなく草そう食しよく動物だろう。それも、シマウマとかじゃなくウサギとかハムスターとかそういった小しよう動物系けいだ。

「何だよ、雅まさ彦ひこじゃねーか」

　獣吾が鋭い犬けん歯しを見せた。あまり似に合あわない笑えみを浮かべたのだ。

　この少年、早さ乙おと女め雅彦とは中学が同じだった。獣吾の数少ない友人なのだ。

「見てたのかよ」

「うん、たまたま通りかかったら何か騒さわがしいじゃないか。見たら、梶山君が囲まれてるだろ？　思わず同情しちゃったよ。もちろん、囲んでる連れん中ちゆうにだけど」

　それにしてもと、雅彦は感かん心しんの息を吐き出す。

「さっきの連中って、ここいらでは札ふだ付つきの不ふ良りよう連中じゃないか。ああもあっさり撃げき退たいするなんて、君って本当に強いんだね」

「あいつらが大したことなかっただけさ」

　そう呟つぶやく獣吾だけど、友人からの褒ほめ言葉がそれなりに嬉うれしかったのだろう。まんざらでもない顔で鼻の下を擦こすった。

「だけど、大だい丈じよう夫ぶ？　また停てい学がくになるんじゃないの？」

　心配そうに尋たずねる雅彦に、獣吾は笑いながら答える。

「ならねーよ。大した怪け我がだってさせてねーし。第一仕し掛かけてきたのは向こうなんだし」

　憤ふん慨がいしたように、獣吾は続けた。

「だいたい、オレがこうも停学を食らってるのがおかしな話なんだ。だってオレ、不良でも何でもないんだぜ。学校だってちゃんと通ってるし、万まん引びきもカツアゲもしたこたない。髪かみの毛だって染そめてるわけじゃなく天てん然ねんの茶ちや髪ぱつだ。校舎のガラスだって、サッカーボールと野球ボール以外では割ったことがないんだぞ。それだって小学校の時だ。わざとじゃないしな」

　獣吾はこう締めくくった。

「オレはただ、ケンカを売られたら大喜びで買ってるだけなんだ」

「そこが問題なんだよね」

　ため息交まじりに雅まさ彦ひこが首を振る。

「なまじ梶かじ山やま君が強すぎるのがいけないんだろうな。不ふ良りよう達たちから雲うん南なんの猛もう獣じゆうって呼ばれて恐れられてるぐらいなんだから。その噂うわさが広まって、極ごく悪あく不良生徒ってイメージがすっかり定てい着ちやくしちゃったんだよ」

「ああ、そうみたいだな」

　実感のこもった声で、獣じゆう吾ごが語り始める。

「この間道みちを歩いてたら、反対側から他校の男子連れん中ちゆうが二、三人来たんだよ。オレに気付いたら慌あわてた様よう子すで道を空あけやがったんだ」

「まあ、そうするだろうね。普通なら」

「別にそのまま通り過ぎても良かったんだが、ここらでイメージアップしとかなきゃなって思ってな。オレ、そいつらに声をかけたんだよ。で、一いつ緒しよにカラオケ行ってボーリング行って最後にファミレスで飯めしおごったんだ。最さい大だい限げん、友好アピールしたつもりだったんだけどよ」

　がっくしと獣吾が肩を落とす。

「次の日、そいつらの学校からうちの高校に抗こう議ぎの電話がきたんだよ。生徒がオレに脅おどされて連れ回されたってな」

「何だか泣ける話だね」

　雅彦が、同情したように息を吐き出した。

「ま、オレの話はこれぐらいでいいよ。それより雅彦、お前どうしてこんなとこにいるんだ？　お前の家からずっと離れてるじゃないか」

「うん、ちょっと本屋に行ってね。その帰りなんだ」

　雅彦が肩にかけていた鞄かばんのチャックを開け手を突っ込む。

「これなんだ」

　引っ張り出されたのは、一冊の写真集しゆうだった。まだ透とう明めいフィルムのかかったままの表紙には、ビキニ姿すがたの若い女性が写っている。写真集が出されるぐらいだけあって、なかなか立りつ派ぱなプロポーションだ。胸は大きく膨ふくらみ、腰のくびれも申し分ない。

「本ほん日じつ発売、星ほし野の亜あ佐さ美みの水みず着ぎ写真集だよ！　家の近きん所じよの本屋じゃこーゆーの売ってないから難なん儀ぎするんだよ」

　ほくほく顔の雅彦だったけど、獣吾はそうはいかなかった。強こわ張ばった表情で、よろよろと後ずさる。

「梶山君、その様子じゃ相変わらず苦にが手てみたいだね。こーゆーの」

「分かったらさっさとその物ぶつ騒そうなものをしまってくれ！」

　獣吾の悲ひ痛つうな叫びに、雅彦は写真集を鞄に戻す。

　それから、心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「あんなにもグラマラスでセクシーなのに、一いつ体たい何が問題なの？」

「グラマラスでセクシーだから問題なんだよ！」

　獣じゆう吾ごが吠ほえた。

「オレは、ああいう刺し激げきに弱いんだ。一度、ピンク世界に引き込まれてしまったら最後、全身が硬こう直ちよくし脂あぶら汗あせが滲にじみ出て頭の奥は大だい爆ばく発はつするんだ！　さっきはまだ水着姿すがただったからいいものの、もしあれが裸はだかだったりしたら」

　ゴクリと獣吾が喉のどを鳴らした。

「オレの意識はぶっ飛んでいただろうな」

「いくら何でもそれは大おお袈げ裟さだよ」

　雅まさ彦ひこが軽く笑う。

「雲うん南なんの猛もう獣じゆうと呼ばれ不ふ良りよう連れん中ちゆうから恐れられる男が、たかが裸の写真を見ただけで気き絶ぜつするなんてありえないって」

　雅彦は何かしょーもない悪戯いたずらを思いついた少年のような顔になると、再び鞄かばんに手を突っ込んだ。

「ジャジャーン！」

　引っ張り出されたのは先ほどとは違う写真集しゆうだ。こちらは金きん髪ぱつの白はく人じん女性。しかも水着じゃなく、全ぜん裸らだった。たわわに実った胸が堂どう々どうと自じ己こ主張している。

「バスティー・ベロニカのヌード写真集も買ったんだ。どう？　最高でしょ？」

　返事はなかった。目を見開いた獣吾の強こわ張ばった顔が、見る見る真まっ赤かになっていく。全身が硬直し、額ひたいに脂汗が滲んだ。

　そして、きっかり三秒後ご……。

　ぶしゅっ!!

　獣吾は両りよう鼻はなから鼻はな血ぢを噴ふき出させた。そのまま仰あお向むけにバタンと倒れる。

「ちょっ！　梶かじ山やま君！　しっかりして！　梶山君ってば！」

　雅彦が慌あわてて駆かけ寄りゆさぶるけど、獣吾の意識は完全にぶっ飛んでいた。

　十数人の不良達にあっさり勝利した猛獣は、たった一冊の写真集にＫＯされたのだった。
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　ぶっ飛ばされていた意識が、ようやく戻ってきた。

　弾はじかれたように飛び起きた獣吾は、そのままの勢いで怒ど鳴なり散らした。

「雅彦！　お前まえ何てことするんだよ！　あんな危険な物いきなり突きつけられたら……」

　獣吾の文もん句くはそこで終了した。相手が目の前にいないのだから続けようがなかったのだ。

　もうそこは自分が倒れた河か川せん敷しきではなかった。見み慣なれた部屋の中だ。何てことはない。自宅のリビングルームのソファーに自分は横になっていたのだ。

　丁てい寧ねいにも、両方の鼻の穴には丸めたティッシュが詰め込まれている。少々息いき苦ぐるしいのはそのせいだった。

「あ……？」

　ポカンとする獣じゆう吾ごに、カウンターキッチンに立つ母親から声がかかる。

「あら、ようやく起きたみたいね」

「おふくろ、オレ、どうしてここに？」

「早さ乙おと女め君がタクシーで送ってきてくれたのよ。タクシー代は少しおまけして渡しておいたけど、あなたからもちゃんとお礼の電話を入れておくように。いいわね」

　母親にはそう言われたものの、獣吾としてはお礼なんて言いたくもなかった。こうなった原因は雅まさ彦ひこにあるのだから。

「それにしても情なさけないぞ。獣吾」

　テーブルでビールを飲んでいた父親が、呆あきれたように言う。

「たかがヌード写真集しゆうの表紙を見ただけで倒れるなんてな。今日きようび、そこらの小学生だってそれぐらいじゃ動じないぞ」

（雅彦の奴やつ、余よ計けいなことまで報告していきやがって）

　数少ない友人だけど、今度会ったら一発ぐらいひっぱたいてやろうかと思った。

「思えば、昔っからよ。テレビで下着姿すがたの女の人なんかが出ると、慌あわてて逃げ出してたし。小学校高こう学年の時の白しら沢さわ先生と三年間口くちきかなかったのも、先生がグラマラスだって理由からよね」

　ため息交まじりに母親は続けた。

「中学になれば、こっそりＨな本でも読むようになるかと期待してたけど、あんたの部屋から出てくるのはプロレス雑誌か車の雑誌。あんまり心配だったから母かあさんが厳げん選せんしたＨな本をベッドの下に入れておいてあげたのに、資し源げんゴミの日に全部まとめて出してたわね。しかも表紙すら見るのが嫌いやだったのか新聞紙でぐるぐるに包んで」

「父とうさん、お前の高校入学祝いわいにテレビとＤＶＤプレイヤーを買って部屋に置いてやったよな？　あれはお前がいつもで親に気き兼がねすることなくＨなＤＶＤを見れるようにっていう親おや心ごころからなんだぞ。なのにお前が見るものと言ったら男おとこ臭くさいプロレスのＤＶＤばかり。父さんが厳選したＨなＤＶＤをこっそりお前の部屋に置いといてやったのに、次の日に学校で売りさばいたそうじゃないか」

　慨がい嘆たんするように父親が首を振る。

「高こう二ににもなってそんな様よう子すじゃ、この先が思いやられるぞ」

「本当だわ。ずっとこのままだったら彼女なんて到とう底てい無む理りだろうし、結婚なんかも」

「孫まごの顔も見られないってことか」

　両親の表情が深しん刻こくさを増す。

「もう十八だって噓うそつかせて、ストリップ劇場にでも連れて行ってみるか。多少強ごう引いんにやった方がいいかもしれないし」

「あら、それはいい考えだわ！」

　盛り上がる両親に、獣じゆう吾ごは声を荒げる。

「いい加か減げんにしてくれよ！　そんなとこ、死んだって行かねーからな！！！」

　それだけ叫ぶと、獣吾は両親が何か言うのも聞かずリビングを脱だつ走そうする。だだだだだと大きな音をたてて階段を駆かけ上がると、二階にある自分の部屋へと飛び込んだ。憤ふん懣まんやるかたない気持ちを胸に、ベッドにゴロンと仰あお向むけに横になった。

「ったく、息子むすこの部屋にエロ本やエロＤＶＤを置いてくだけでも問題だってのに、ストリップに連れて行くだなんてどーかしてるぜ」

　そう吐き捨てながら、両方の鼻の穴に詰まっていたティッシュを引き抜きゴミ箱に投げ捨てた。

　部屋の本ほん棚だなが見えた。プロレス雑誌や車の雑誌が並んでいる。ＤＶＤも何枚かあるけれど、そちらもプロレスや車のものばかりだ。

　両親が嘆なげくように、部屋のどこを探したってエロ系けいの物はない。例え布ふ団とんをひっぺがそうが机の引き出しの教科書の下を探そうが、見つかるのは干ひからびたカメムシぐらいなものだろう。

「親父おやじとおふくろが心配になるのも、ま[image: ～][image: ～][image: ～]当然か」

　幾いく分ぶん憤いきどおりも収まってきた獣吾は、ポツリと呟つぶやいた。

　顔に似に合あわずエロに貪どん欲よくな雅まさ彦ひこは別べつ格かくとしても、獣吾ぐらいの年代の男子ならエロ本の一冊や二冊持もっていたって不ふ思し議ぎはないだろう。クラスの男子の話を小こ耳みみにする限り、エロＤＶＤも独自のルートで手に入れ夜中こっそり観かん賞しようしているらしい。

　そういうのが、獣吾にはないのだ。

　本人の名めい誉よのために断っておくけれど、別にホモっ気があるわけじゃない。女性に対してだってちゃんと興きよう味みはある。興味はあるのだけど……。

　いかんせん、刺し激げきが強すぎるのだ。

　そんなだから、普通の男子のようにエロ系グッズで内なるエネルギーを発はつ散さんできないでいる。やり場のないエネルギーは、すべてケンカに費ついやされる。売られたケンカを喜んで買っているのはそんな理由からなのだ。

　大体、獣吾にしてみればエロ本やエロＤＶＤが十八歳さいで解かい禁きんになるのが納なつ得とくできない。三十六禁きんか四十禁ぐらいが妥だ当とうなんじゃないかと本気で思っているぐらいだ。

　だけど、実際に三十六歳や四十歳になる頃、果たしてそれらが平へい気きになっているのかと尋たずねられれば、正しよう直じき自信はないのだけど。

　そんな自分が情なさけなくなり、また腹立たしくもなってくる。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]もう、ムシャクシャするぜ！」

　ガバっとベッドから起き上がる。

「街まで出よっかな。適当に歩いてたら、どっかの馬ば鹿かがまたケンカを吹っかけてくるかもしんないし」

　獣じゆう吾ごが部屋を出ようとしたその瞬しゆん間かんだった。不ふ意いに小こ刻きざみな振しん動どうを感じた。最初は気のせいかと思ったけれど、振動は徐じよ々じよに大きくなっていく。

　机がガタガタと音を立てて揺れた。壁の時計が落っこち、床に落ちてプラスチックカバーにヒビを入れる。本棚から雑誌がバサバサと落ちていく。震しん度ど３、いや震度５はあるだろう。

「じ、地じ震しんかよっ!?」

　上じよう半はん身しん起き上がり、ベッドにしがみつく獣吾。そんな彼が見たのは、部屋の中央の空間に現れる光こう球きゆうだった。光球はバチバチと放ほう電でんしながらその大きさを一気に膨ふくれ上がらせる。

「な、何だよこれは！」

　獣吾が顔を引きつらせた直後、強きよう烈れつなフラッシュと共に光球は弾はじけた。それまでの振動が噓うそのようにピタリと止まる。

　そして、部屋の中央には膝ひざをつきうずくまる人の姿すがたがあった。

　ベッドの上で硬こう直ちよくしている獣吾の前で、突とつ然ぜん現れた人物はゆっくりと立ち上がった。

　女性だった。しかもすこぶる付きの美女だ。

　ふわふわとしたゴージャスな金きん髪ぱつ。整った顔立ちは、成せい熟じゆくした大人おとなの女性のものだ。

　成熟しているのは何も顔立ちだけではない。その体だって見事なものだ。光こう沢たくを放つビニールのような素そ材ざいの服は、体にピッタリと張り付き容よう赦しやなく体のラインをアピールしていた。そのレベルはそんじょそこいらのグラビアアイドルでは太刀たち打うちできないほどだった。

　女性がゆっくりと目ま蓋ぶたを持ち上げる。長い睫まつ毛げに吸い込まれるような瞳ひとみが印いん象しよう的てきだ。

　無む表情のまま女性は獣吾へと顔を向ける。

『データーと照しよう合ごう。99パーセント以上一いつ致ち。ターゲット、梶かじ山やま獣吾と認にん識しきします。これより、プロジェクトをスタートします』

　抑よく揚ようのない機械合ごう成せい音おんで呟つぶやくと、女性はその顔に初めて表情というものを浮かべた。

「初めまして。獣吾さん。私、セクシロイドのマイラと申します。28世紀の未来からやって来ました」

　笑顔でそう言われても、はいそうですかというわけにはいかない。

　いきなり光と共に女性が現れるだけでも大変なことなのに、さらに厄やつ介かいなのは女性のグラマラスな体だ。こんなものを前に獣吾が平へい然ぜんとしていられるはずがない。

「驚かれるのも無む理りありませんわね。ちゃんと説明をいたしませんと」

　女性、マイラは、真ま面じ目めな顔になると獣吾にこう告げた。

「よく聞いてください。梶山獣吾さん。地球の未来は、あなたにかかっているんです」
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「なあ、母かあさんや。何か二階が騒さわがしくなかったか？」

　二本目の缶かんビールに口をつけながら、父親が呟つぶやいた。

「あら、お父とうさんもそう思った？　ガタガタ音が聞こえてたわね」

　さい箸ばし片手に、母親が答える。

　あれだけの大だい異い変へんが起こったのに、両親のこの薄い反応。どうやらあの振しん動どうはあくまで獣じゆう吾ごの部屋という空間だけに作用していたようだ。

「まさか、こっそり女の子を連れ込んで楽しくやってるなんてこと……」

　一いつ瞬しゆん期待のこもった瞳ひとみを輝かせる母親だったけど、すぐにため息をつく。

「何てね。そんなことあるはずないわね。大おお方かた、一人でプロレスの真似まね事ごとでもしてるんだわ」

「ああ、そうだろうな」

　父親も同じように息を吐き出した。

「部屋に女の子を連れ込むなんて、獣吾に限ってありえないさ。それぐらいのことやって欲しいとこだけどな」

「本当よね。そんな夢みたいなこと、今こん後ご一生ないかもしれないわね」

　仲良く嘆なげく両親は知らなかった。

　決して獣吾が連れ込んだわけではないけれど、今いま現げん在ざい獣吾の部屋には女性がいるってことを。

　しかも、超ちようド級の大人おとなの美女が。







「ここまでの説明で、二十八世紀に人類が直面している危き機きについては、お分かりいただけたでしょうか？」

　ひとしきり続いていた説明に区切りをつけ、マイラは獣吾へと尋たずねる。

「あ、ああ」

　獣吾は頷うなずいた。これだけグラマラスな女性を前にして、いまだ鼻はな血ぢの一いつ滴てきも流していない。彼にしてみれば奇き跡せきに近いことだった。

（さっきの登場シーンを思い出せ！　こいつは普通の人間じゃないんだ！　ドキドキする必要なんてないんだぞ）

　と必ひつ死しに頭の中で繰り返したのが功を奏そうしたようだ。さすがにその体に目を向けると鼻の奥でダムが決けつ壊かいしそうになるけれど、顔を見て話をするぐらいはかろうじてできた。

「つまり、殺人的にグラマラスな宇う宙ちゆう人じんがやって来たと。なのに、交こう渉しようしなくちゃならない地球大だい統とう領りようはそういった刺し激げきがまるで駄だ目め。このままじゃ不ふ平びよう等どう条じよう約やくを結ばされてしまう。そういうことなんだな？　それこそ、下手へたしたら地球の所しよ有ゆう権けんまで奪うばわれてしまうぐらいの」

「はい、そのとおりです」

　マイラがこっくりと頷うなずいた。

　彼女が言っている28世紀の危き機きというのはとりあえず納なつ得とくできた。普通なら鼻で笑うところだけど、獣じゆう吾ごはマイラの出現を目まの当たりにしている。あのＳＦ映画的なシーンをこの目で見てしまったからには、受け入れないわけにはいかなかった。

（それにしても、グラマラスな宇う宙ちゆう人じんと交こう渉しようね。地球大だい統とう領りようって奴やつも大変だな）

　思わず同どう情じようしてしまっている獣吾に、マイラは説明を続ける。

「迫る星せい交こう会議に向けて、地球大統領は何とかそういった刺し激げきに強くなろうと努力を重ねました。ホログラム映えい像ぞうによるトレーニングに始まり、薬やく物ぶつ療りよう法ほうや催さい眠みん療法なども行いました。しかし、どれ一つとしてうまくはいきません。そんな時、天てん才さい科学者、マエチャック・アイテル博士が解決の糸いと口ぐちを見つけました。地球大統領の特とく異いな体たい質しつに気付いたのです。そう、前ぜん世せ依い存ぞん体質に」

「前世依存体質？」

　耳みみ慣なれない言葉につい聞き返す。

「一千万人に一人と言われる珍めずらしい体質です。趣しゆ味みや嗜し好こう、小さなクセに至るまで、すべて前世の自分に依存してしまうのです。そしてそれは、変えようがないのです」

「そいつはまた厄やつ介かいな体質だな」

　獣吾はふんふんと頷いた。

「マエチャック・アイテル博士は、最新の霊れい視しコンピューターを使い、地球大統領の前世を算さん出しゆつしました。地球大統領を変えるのが不ふ可能なら、前世を変えるしか方法がないと考えたからです」

　一息つくと、マイラは獣吾に笑顔を向けた。

「ここまで言えば、もうお分かりですね」

　もったいをつけてから、マイラは大大的に発表した。

「梶かじ山やま獣吾さん！　あなたこそが、第77代目地球大統領、トーマス・ジョコットマン氏の前世の姿すがたなのです！」

「えええええ！」

　獣吾が驚きの声をあげる。ちっともお分かりでなかったのだ。

「そ、そんな、オレが地球で一番偉えらい奴やつの前世だなんて」

　信じられないって口をパクパクさせる獣吾に、マイラが早はや口くちに尋たずねる。

「あなたの趣味はプロレス観かん戦せんと車ですね？」

「ああ、そうだけど」

「大だい好こう物ぶつはとんこつラーメン。だけど紅べにショウガは入れない」

「ああ」

「好きな動物はフレンチブルドッグ」

「当たってる」

「遊ゆう園えん地ちで行ったらバイキング船に最さい低てい三回は乗る」

「まあな」

　頷うなずく獣じゆう吾ごを見て、マイラは最後にこう言った。

「あなたは性せい的てき刺し激げき物ぶつに耐たい性せいがない。ぶっちゃけ、エロに弱い！」

「うっ………」

　直球ど真まん中なかに図ず星ぼしだった。

「ど、どうしてそれを？」

「今いま例にあげたのはすべて地球大だい統とう領りようの特とく徴ちようです。彼は前ぜん世せ依い存ぞん体たい質しつですから、あなたと一いつ致ちするのは当然です」

　ここまで条件がそろってしまうと、獣吾としても納なつ得とくするしかない。

（オレが、地球で一番偉えらい奴やつの前世か）

　悪い気はしなかった。何だかこそばゆい気分さえする。

　だけど、そんな気分に浸ひたっている暇ひまもなかった。

「あなたがエロを克こく服ふくしなければ、地球大統領は変わりません。星せい交こう会議は失敗し、人類の未来は真まっ暗くらなんです」

　かつてない重じゆう圧あつ感かんが獣吾の肩にのしかかる。それに負けじと獣吾は声を張り上げた。

「でも、わざわざそんなことを報告に未来から来なくったっていいんじゃねーか？　そりゃ、確かに今のオレはエロに弱いよ。だけどきっと大人おとなになったら自然と治って……」

「治りません」

　マイラは、きっぱりと容よう赦しやなく言い放った。

「あなたの人生についても調べてあります。あなたはエロを克服することなく一生を過ごします。もちろん、独どく身しんのまま」

　想そう像ぞうしていなかった悲しい人生に、さすがの獣吾も顔を曇くもらせる。

「オレは、エロに負けたまま一生を過ごす運うん命めいなのかよ」

　そう考えると、少し悔くやしい気持ちにもなってくる。

「分かったよ。ようはオレがエロに強くなればいいんだな。そうすれば、人類の未来も、そしてオレの人生も救われるんだ」

　獣吾は拳こぶしを握りしめると、熱い決意を込めて宣せん言げんした。

「二十年、いや三十年かかろうとも！　オレはエロに勝しよう利りして見せるぜ！」

「それではお話になりません」

　獣吾の熱い男の決けつ意いを、マイラはぴしゃりと叩たたき落とした。

「いいですか、地球大だい統とう領りようとあなたの体たい質しつはリンクしていると言っても過か言ごんではないんです。あなたがエロ耐たい性せいをつけた年ねん齢れいが、イコール地球大統領がエロ耐性をつける年齢となるのです。二十年も三十年もかけられてしまったら、星せい交こう会議にとても間に合いません」

　言い換えれば、地球大統領が星交会議に臨のぞむ年齢、それまでに獣じゆう吾ごもエロ耐性をつけなければならないということだ。

（オレが今、十七歳さいだから、二十年たったら三十七か。それでも遅いっていうんだから、地球大統領ってのはえらく若いんだな）

　大統領って言うぐらいだから若くても五十はいってると思っていただけに、少し驚きだった。

「それじゃ、教えてくれよ。地球大統領ってのは何歳なんだ？」

「28世紀、一ひと月つき後ごにラグマラース星せい人じんとの星交会議を控える地球大統領　トーマス・ジョコットマン氏しの年齢は」

　淀よどみなく、マイラは言った。

「十八歳ですね」

「えええええええええ！」

「ちなみにこんな方です」

　マイラの右みぎ目めが輝きそこから立体映えい像ぞうが投とう影えいされる。地球大統領、トーマス・ジョコットマンの全ぜん身しん映像だ。

「おっさんじゃねーか。このヒゲで十八だなんてありえねーぞ！」

「地球大統領選せん挙きよに勝利するためには少年の姿すがただと貫かん録ろくが足りないと考え、毎日、早そう熟じゆくサロンに通っていたそうです。外がい見けんは四、五十に見えますが、実年齢はまぎれもなく十八歳です」

（早熟サロンって、日ひ焼やけサロンみたいなものなのか？）

　28世紀ってすごいところだと感かん心しんする獣吾だったが、すぐにそんな場合じゃないと思い出す。

　とんでもないタイムリミットを突きつけられてしまったのだ。

「ふざけんな！　つい三日前にオレは十七になっちまってるんだ！　十八になるまであと一年しかないんだぞ！　そんなでエロを克こく服ふくだなんて無む理りだ！」

「あと一年ですか。タイムスリップの誤ご差さのせいですね。本当はもう少し余よ裕ゆうがあるはずだったのですが」

　ふうと息を吐き出すマイラだったけど、すぐにニッコリと微笑ほほえむ。

「でも、ご安心下さい。一年もあれば十分ですよ。そのために、この私が派は遣けんされたんですから」

　胸むな元もとに手を当てると、誇らし気に言う。

「私は、エレクト社製せいの最高級きゆうセクシロイドです。セクシロイドとは、セクシーアンドロイドの略りやくで、寂しい男性のために開発された女性型がたアンドロイドなのです。しかも私は、あまりの素晴らしさに男性が人間の女性に見向きもしなくなってしまうという理由で開発が中止された、禁きん断だんのＭＡＩＲＡ１０００型なのです。ユーザーのニーズに合わせボディーを変化させる新しん機き能のう、モードチェンジが搭とう載さいされている夢の機き体たいなんですよ」

　マイラが自らの胸を両手で持ち上げて見せた。艶つやっぽい瞳ひとみで獣じゆう吾ごを見る。
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「まあ、獣吾さんはとくに偏かたよった性せい癖へきの持ち主でもなさそうですから、このモードで問題ありませんよね」

「ちょちょちょ、ちょっと待て！」

　身の危険を感じて、獣吾が立ち上がる。

「お、お前！　一いつ体たい何なにをするつもりなんだ!?」

「あら、決まっているじゃありませんか」

　うふふとマイラが笑う。

「この私の体、もてる機能をフル活用して、獣吾さんのエロ修しゆ行ぎようをお手伝いするんです。名付けて、獣吾ドキドキプロジェクト。それが、私が受けた任にん務むですから」

　獣吾の頭の中がカッと熱くなった。これまで耐えてきたダムが今にも決けつ壊かいしそうだった。

「それじゃ、早さつ速そく始めましょうか？　獣吾さん。自分で脱がすのが好きですか？　それとも最初から裸はだかの方が」

　もはやこの時点で、獣吾の限界は軽く突とつ破ぱしていた。

「じょ、冗じよう談だんじゃないぜ！」

　真まっ赤かな顔で逃とう亡ぼうを企くわだてる獣じゆう吾ご。窓を開け外へと飛び出そうとする。別に自じ殺さつ行為じゃない。二階の窓から庭に飛び降りるぐらい獣吾には楽らく勝しようなことだった。

　だけど、窓に足をかけた獣吾の首くび筋すじがすごい力で摑つかまれる。マイラだった。

「は、放せ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　いくら獣吾がジタバタと暴あばれても、マイラは微び動どうだにしない。

　その力は、明らかに人間のものではない。

「獣吾さん。最初は何から始めますか？　キスから？　お触さわりから？　添そい寝ねから？」

　そこで止やめておいてくれればいいのに、マイラはさらにとんでもないことを言い出す。

「あ、でも残り一年ですし、ここは一いつ気きに最後までいっちゃいますか」

　獣吾をベッドへと押し倒すと、その上にマイラが馬うま乗のりになる。

「バカ！　止めろ！　どけって！」

　必ひつ死しに身をよじり暴れるが、セクシロイドであるマイラのパワーの前にはどうすることもできない。

　もはやまな板の鯉こい。

　ベッドの上の獣吾だった。

「うふふ、もう逃げられませんよ。獣吾さん」

　マイラが瞳ひとみを細める。妖よう艶えんという言葉がこれほど当てはまる目付きはないだろう。

　と、その瞬しゆん間かんだった。部屋の扉とびらがガチャリと開かれ、父親と母親が顔を覗のぞかせる。

「おい、獣吾。いやに騒さわがしいがどうかしたのか？」

　二人が見たものは、女性に押し倒されている息子むすこの姿すがたに他ならない。

「あ！」

「まあ！」

　両親がポカンと口を開けた。その目は驚きで真まん丸まるになっている。

　地じ獄ごくに仏ほとけとばかしに、獣吾は叫んだ。

「親父おやじ！　おふくろ！　助けてくれ！　警察にも連れん絡らくを！　あと自じ衛えい隊たいにもだ！」

　必ひつ死しに助けを求める息子に対して、両親はそっと涙を流す。質たちの悪いことにそれは嬉うれし涙だったりする。

「まさか、獣吾が部屋にこんな美人の女性を連れ込んでいるなんて」

「やる時はやるのね。さすがは私達の息子だわ」

「おい、よく見ろよ！　どう見たってオレが襲おそわれてるだろ！」

　獣吾の遠とお吠ぼえなんて聞かず、両親はヘラヘラしながら言う。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]、せっかくのところ邪じや魔ましちゃったみたいだな」

「そうね、母かあさん達はもう行くから、どうぞゆっくりね。あ、少々大きな音を立てたって心配いらないから」

　二人してそれじゃね[image: ～][image: ～][image: ～]って手を振ると、扉とびらを閉めて去っていく。

「ご両親も応援してくださっているようなので、張りきっていきましょうか」

　マイラが胸のボタンを押した。全身を覆おおっていたビニール風ふうの衣服に変化が現れる。まるで薄いゼリーの膜まくが溶けるように消えていった。

　残されたのは、下した着ぎ的てき役割のパーツのみだった。ただでさえ大きな胸がこれまで以上に強きよう調ちようされている。

　もうこれだけで獣じゆう吾ごの鼻からは鼻はな血ぢが大量放ほう出しゆつされた。

「さあ、次はお待ちかねのヌードですよ」

　もちろんお待ちかねでも何でもない。獣吾は全力で首を振りたくる。どうか止やめてくれって必死に瞳ひとみで訴えるものの……。

「そう遠えん慮りよなさらずに。獣吾さん、あなたはもう私のオーナーなんですから」

　マイラがかろうじて胸を覆っている素そ材ざいに指を伸ばす。スイッチが押されたら最後、先ほどと同じようにそれは溶けて消えてしまうだろう。

　その後から現れる物体は、想そう像ぞうするに難かたくない。

　セクシーダイナマイツボンバーだ。しかもダブルで。

「ああああああああああああ！」

　最後の力を振り絞しぼって、獣吾は特とく大だいの絶ぜつ叫きようを響ひびかせたのだった。
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　昼休みの教室と言うものは、それなりに騒さわがしいのが普通と言うものだ。

　だけど、雲うん南なん高校二年Ｃ組の教室は、この日ばかりは奇き妙みような緊きん張ちよう感かんに包まれていた。

　原因は、窓まど際ぎわの一番後うしろの席に座る獣吾に他ならない。

　極ごく悪あく不ふ良りよう生徒ってイメージが定てい着ちやくしているのは、何も他た校こうだけではない。通っているこの学校でも、獣吾は問題児じとして認にん識しきされている。

　緊張感に包まれている理由は、そんな獣吾の顔だった。目付きは悪く、ひどくゲッソリとしている。手て負おいの獣けもののような、近ちか寄よりがたい凄すごみがあった。

　下手へたに話しかけたら嚙かみつかれるのではないかと、クラスメイト達は遠とお巻まきに避けていた。

　不ふ意いに、獣吾がのっそりと立ち上がった。そのまま教室を後にする。

　途と端たん、静まり返っていた教室が一いつ気きに騒がしくなった。

「おい、見たか？　梶かじ山やまの顔」

「ああ、見たぞ。あいつのあんなに疲れきった顔、初めて見たぜ」

「また派は手でなケンカでもしたんじゃないか？」

「それはおかしいぞ。だって、梶山。これまでどんなに大おお暴あばれした翌よく日じつでもケロっとしてたじゃない」

「だとすると、あの顔は？」

「ひょっとして、昨さく晩ばんエロＤＶＤでも見すぎたんじゃないのか？」

　一人の男だん子し生徒が冗じよう談だんっぽく言うけど、その他た大だい多数の男子が首を横に振った。

「バカ、梶かじ山やまがエロＤＶＤごときでゲッソリするかよ」

「そうだ。覚えてるだろ？　あいつ、とんでもなくハードなの学校に持ってきて、俺おれ達たちに売ってたじゃないか」

「しかも一いち枚まい十じゆう円でだぞ。あのハードコアが、あいつの中では十円の価か値ちしかないってことなんだぞ！」

　実際は、値ね段だんなんていくらでもいいからあんな恐ろしい物は手放したかっただけなのだけれども、獣じゆう吾ごがエロ耐たい性せいがないってことを知らない男子達だから的まと外はずれな方向に誤ご解かいする。

「そんな梶山があそこまでゲッソリしてるってことは……」

「本ほん物ものを相手にしてたってことじゃないか？」

　ゴクリと生なま唾つばを飲む音が響ひびく。

「きっと相手は大人おとなの女性に違いない」

「猛もう獣じゆうの体力だ。きっと一晩中励はげんでいたんだろうな」

　勝かつ手てに話を作ってしまう始し末まつだ。

「さすがは、猛獣だな。俺達とはレベルが違うよ」

「ケンカが強い男はモテるって言うしな」

　少々のやっかみはあるものの、尊そん敬けいと畏い怖ふの念ねんが込め男子達は息を吐き出した。







　男子達がそんな会話をする中、女子は女子で盛り上がっていた。

「ねえ、聞いた？　梶山君。昨さく晩ばんは大人の女性と一晩中じゆう………だって!?」

「キャー、いやらしいわ！」

　何て言いながらも、嬉うれしそうだ。女の子はいつでも耳みみ年どし増ま。こういった話題は決して嫌きらいじゃない。

「でも、さすが梶山君よね。大人の女性が相手だなんて」

「それはそうよ。ほら、水泳の授業の時覚おぼえてる？　男子達はチラチラ私達の水着姿すがたを見てたじゃない。だけど梶山君だけはこっちに一度として目を向けなかったのよ。彼にとって、私達の水着姿なんて見る価値もないものだったのよ」

　実際はプールで鼻はな血ぢをぶちまけることだけはしたくなかったから、断だん固ことして目をそらしていただけなのだけど、もちろん女子達に分かるはずもない。

「でも、私達はともかく沙さ奈なの体まで無む視しされてたってのは納なつ得とくいかないわね。部活で鍛きたえた完かん璧ぺきなプロポーションだってのに」

　一人の女じよ子し生徒に視線が注そそがれる。眼鏡めがねをかけた髪かみの長い少女だ。美び少女と言っていいだろう。制服の上からでも、スレンダーで均きん整せいのとれた体なのが見てとれる。

「止やめてよ」

　沙さ奈なと呼ばれた少女は、心の底から嫌いやそうに顔をしかめた。

「あんなケダモノに見られるだなんて、想そう像ぞうしただけでも気持ちが悪いわ」

　話に巻き込まないでと言わんばかりに、背を向け本を読み始める。本ほん気きで嫌がっている雰ふん囲い気きに、女子生徒らはそれ以上話はなしを振ることはしなかった。

「でも、やっぱり梶かじ山やま君ってすごいのかな？」

「そりゃ、すごいでしょ。だって、猛もう獣じゆうなんだから」

「トモコ、獣吾君を誘ゆう惑わくして試してみたらどう？」

「ヤダ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　猥わい談だんを膨ふくらめて騒さわいでいる。

「まだ高校生だって言うのに、大人おとなの女性と……だなんて」

　沙奈は、吐き捨てるように呟つぶやいた。

「不ふ潔けつよ」







　クラスで自分の話題が一大センセーショナルを巻き起こしているともつゆ知らず。

　相変わらずのゲッソリ顔で、獣吾はトイレで用を足していた。

　獣吾の疲ひ労ろうの原因は、言うまでもなく昨さく晩ばんの出来事だ。

　かと言って、クラスの男子連れん中ちゆうが勝かつ手てに騒いでいたように、マイラと一晩中♡というわけではない。

　もしそんなことになっていたら、獣吾は今いま頃ごろ学校ではなく病院にいたはずだ。鼻はな血ぢによる出しゆつ血けつ多た量りよう、もしくは心しん臓ぞう発ほつ作さなんかも起こしていたかもしれない。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの獣吾だったけど、思いがけない形で救われたのだ。

（しかし、昨日きのうは驚いたぜ。まさか、あんなことになるなんてな）

　ぼんやりと、獣吾は昨さく晩ばんの出来事を思い浮かべた。







「ああああああああああああ！」

　最後の力を振しぼり絞って放った絶ぜつ叫きようも意味はなかった。マイラは勘かん弁べんしてくれることなく、下した着ぎのボタンへと指を伸ばす。

　しかし、そのボタンが押されることはなかった。

　不ふ意いに、マイラの動きが止まった。瞳ひとみを開いたまま静せい止しする。

『設せつ定ていの変へん更こうを確かく認にんしました。未み成せい熟じゆくモードへ移行します』

　少しエコーのかかった機械合ごう成せい音おんでそう呟つぶやいた直後、それは始まった。まるで特とく撮さつのＣＧでも見ているかのように、マイラの体は変化していく。

　大きかった胸は、空気でも抜けるかのように萎しぼんでいった。外国のモデル並みに高かった背も縮んでいく。これまで強きよう調ちようされていたクッキリとしたくびれと豊ほう満まんなヒップも、そのメリハリを薄くしていった。身に着けていた下着も体の変化に合わせるように収しゆう縮しゆくする。

　ものの十数秒で完全に変化を終えたマイラは、もはや先ほどとは別べつ人じんとなっていた。

　胸は申もうし訳わけない程てい度どにしか膨ふくらんでいない。Ａカップ……いや、それ以下だろうか。

　全身を見てもかつてのグラマラスは面おも影かげもない。スレンダーと言えば聞こえはいいけれど、その実、必要な部分にも肉はついていないからどうにも貧ひん相そうな印いん象しようを受ける。

　顔立ちにしたって、前よりずっと幼くなっている。

　トータルで見ても、もはや大人おとなの女性とは言えなかった。いいとこ中学生ぐらいだろう。それも、あまり成長していないタイプの。

　すっかり様さま変がわりした自分の体に、マイラは頰ほおに両手を当て叫んだ。

「えええええええ！」

　声まで、甲かん高だかい少女のそれへと変化している。

「ど、どーしてこんな時にモードチェンジしちゃうんですか!?　しかもよりにもよって未成熟モードなんかに！」

　瞳ひとみを閉じ、おごそかに呟く。

「モードチェンジ、成熟モードへ」

　何も起こらなかった。

「モードチェンジ、成熟モードへ！」

　再さい度ど繰り返すけど、マイラの体に変化はない。

「モードチェンジ!!　成熟モード!!」

　三度目の正直とばかしに声を張り上げるけれど、やっぱり結果は駄だ目め駄目だった。

「そんなあ、一体どうして？」

　今にも泣き出しそうな顔で考えたマイラは、すぐにハッとした。

「分かりました。タイムスリップの影えい響きようです。時じ空くう間かん転てん送そう中ちゆうに浴びた電でん磁じ波はによって機き能のうにエラーが発生しているんです」

　マイラは自分の下にいる獣じゆう吾ごに目を向けた。

　突然の変へん身しんに驚いてはいるけれど、先ほどとは獣吾の様よう子すが違っている。鼻はな血ぢも止まっているし、真まっ赤かになっていた顔もその色を薄くしていた。

　理由はもちろん、マイラのエロ度が一気に下がったからだ。

　まだ未み成せい熟じゆくの少女の下着姿すがた。こういう趣しゆ味みのある男性にとってはエロさ大だい爆ばく発はつなのだろうけど、残念ながら、獣じゆう吾ごにその属ぞく性せいはなかった。

「あああ、駄だ目めです駄目です。こんな体じゃ獣吾さんのエロ修しゆ行ぎようなんて無む理りです。このままじゃプロジェクトは失敗です！　大人おとなの体にならないと」

　あたふたとしてから

「そうです！　衝しよう撃げきを与えれば何とかなるかもしれません！」

　マイラが目を付けたのは、部屋の片かた隅すみに転がった鉄アレイだった。獣吾が手て遊すさびに使っている物だ。

　ベッドから飛び降りると、マイラは鉄アレイを両手で摑つかむ。

「よいしょっと！」

　十キロの鉄アレイを、頭上高たかくに持ち上げた。

「せ[image: ～][image: ～][image: ～]の[image: ～][image: ～][image: ～]」

「おい、止やめろ！」

　獣吾が慌あわてて止めるのも聞かず、マイラは手を離した。

　ごっちんこ!!

　落ちてきた鉄アレイの一いち撃げきで、マイラは一いつ発ぱつＫＯされた。目を回しその場にばったりと倒れてしまう。

「あわ、あわわわわわわわ」

　どこかがショートしたのか、耳から煙がでてきた。

「おい、しっかりしろ！　おい！！！」

　駆かけ寄った獣吾がマイラの体を揺さぶっている時だった。部屋の扉とびらが開かれ両親が首を突っ込む。

「獣吾、どうかしたのか!?」

「悲ひ鳴めいが聞こえたけど、一体……」

　両親が見たものは、床に横たわる下着姿の少女だ。

　もちろん、その少女が先ほどの女性と同どう一いつ人物だなんて分かるはずもない。

「獣吾、いきなり二人も相手にするなんて、飛ばしすぎじゃないか？」

「そうよ。それに、その娘こ、まだ未み成せい年ねんよね。さすがに犯はん罪ざいになるようなことはお母かあさん感心できないわ」

「そーじゃね[image: ～][image: ～][image: ～]って!!」

　獣吾は力の限り叫んだのだった。







（親父おやじとおふくろにことの次し第だいを説明するのに一ひと苦労したんだよな。こいつは未来からやって来たセクシロイドって言うロボットみたいなもので、姿すがたを変えることができるんだって）

　体験した自分でさえ疑いたくなるような信しん憑ぴよう性せいのない事実。それを両親に納なつ得とくさせるのはなかなか大変なことだった。

　ショートを起こしていたマイラも、両親への説明が終わる頃には目を覚ました。それ以降、ずっと家にいる。相変わらず少女の姿のままで。

　獣じゆう吾ごとしてはありがたい限りだったけど、マイラ本人にとっては非常に耐たえ難がたいことのようだった。

　用よう足たしを済まし、手洗い場で手を洗いつつ獣吾はボソリと呟つぶやいた。

「あいつ、まだ落ち込んでんのか」
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　まだ落ち込んでいた。

　アンドロイドとは思えないぐらいの、それはそれは根の深い落ち込みっぷりだった。

　リビングに置かれたガラステーブルにゴロンと頭を乗っけて、ぐったりと脱だつ力りよくしている。

　服装は、昨日きのう現れた時の体にピッタリとはりついた未来の服だ。彼女の体の変化にも対応し収しゆう縮しゆくしている。

　すっかり貧ひん弱じやくな体型になってしまったから、色っぽさなんてないのが悲しいところだ。

「マイラちゃん。お昼何がいい？　チャーハンなんて食べられるかしら？」

　獣吾の母親が、にこやかな表情でキッチンから声を飛ばす。アンドロイドにチャーハンはないんじゃないかと思うところだけど、母親はちっとも気にしないようだった。

「遠えん慮りよなんかしなくてもいいのよ。はるばる未来から獣吾のために来てくれたんだもの。ここを自分の家だと思ってくつろいでね」

　元々娘むすめが欲しいと思っていた母親だから、すっかり舞い上がっている。マイラが28世紀からやって来たアンドロイドだってことはちっとも気にならないらしい。

「お昼を食べたら一いつ緒しよに買い物に出かけましょ。マイラちゃんこれからこの時代で生活するんだから、この時代の服を一ひと通とおりそろえなくちゃ。おばさんがしっかりと見立ててあげるわよ♪」

　母親のはしゃぐ声もマイラには聞こえていなかった。それぐらい高レベルの落ち込みだったのだ。

「みんなの期待を受けてこの時代にやって来たっていうのに」

　いくら科学が発達した28世紀と言っても、そう簡単にタイムスリップは実現しない。

　地球規き模ぼの予算を使い、千人からなる専門スタッフが結けつ集しゆうし、綿めん密みつな計算の末それはなされる。

　それでもなお、成功する確かく率りつは60パーセント弱なのだ。

　それだけの費用と人ひと手でを使い、大きなリスクを伴いマイラはこの時代に転てん送そうされた。

「それなのに、こんなことになるなんて……」

　エラーを起こしたのは事故のようなもので本人に非があるわけではないけれど、それでも責任を感じずにはいられないマイラだった。

「モードチェンジの機き能のうは、わたしに使われているテクノロジーの中でも最も高度なものです。28世紀のエレクト社でなければ絶対に修しゆう理りできません」

　だからと言って、28世紀に一度戻もどるということも不ふ可能だった。タイムスリップは原則片かた道みち移動のみ。帰る手て立だてはないのだ。

「ああ、わたしなんかもう壊こわれてしまえばいいんだわ。使える部品だけ回かい収しゆうされて残りはスクラップになってしまえば」

　マイラが自じ暴ぼう自じ棄きなことを呟つぶやいていた時だった。つけっぱなしにされていたテレビからこんな声が聞こえてくる。

『次は、ロボットの話題です。先日、東京国こく際さいホールで行われた全ぜん国こく大学生ロボットコンテストにおいて、三みつ葉ば工こう科か大学が優勝いたしました。三葉工科大学は数年前まえにロボテクノロジー学科が設立されており、今後のロボット開発をリードしていく存在になるのではと期待が高まっております』

　それまでぐったりとしていたマイラがガバッと頭を持ち上げる。

「そうです！　まだ諦あきらめるのは早すぎます！　その手があったじゃないですか！」

　暗くら闇やみの中、ついに希望の光をみつけたとばかしに頷うなずく。

「モードチェンジ機能が修理不ふ能のうでも、要はわたしの体がグラマラスになりさえすればいいんです。大人おとなの女性の体に改造してもらえば、それで問題は解決です」

「はい、お待たせ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　チャーハンの皿を持ってきた獣じゆう吾ごの母親に、マイラは急せき込み尋たずねる。

「三葉工科大学ってどこですか？」

「三葉工科大学？　それなら、そんなに遠くないわ。近くの駅から電車に乗って、志し田だ山やま駅で降りればすぐ目の前よ。二駅だったかしら？」

　母親が答える。

「分かりました！」

　勢いよくマイラが立ち上がる。

「あ、それと大きな紙と何か書く物を貸してもらえませんか！　太くて目立つ色のがいいんですけど」
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　化か学がく教室を後にし、獣じゆう吾ごは廊下を歩いてた。

　昼休み終了間ま際ぎわに購こう買ばいで買った惣そう菜ざいパンを二、三個腹はらに詰め、次の数学の授業と化学の授業でたっぷりと睡すい眠みんを取ったのが良かったようだ。ゲッソリとしていた顔も大だい分ぶマシになっていた。

　獣吾は改めて昨さく晩ばんのマイラの話を頭の中で反はん芻すうした。

『あなたがエロを克こく服ふくしなければ、地球大だい統とう領りようは変わりません。星せい交こう会議は失敗し、人類の未来は真まっ暗くらなんです』

「エロを克服……か」

　獣吾の頭に、モードチェンジする前のマイラの姿すがたが思い浮かんだ。自分に馬うま乗のりになり、大だい胆たんに肌はだを露ろ出しゆつさせていた彼女。

　それだけでもう、頭がカッカと熱くなってきてしまう。鼻の奥までムズムズとしてきた。

「大体、勝かつ手てなんだよ。いきなり来て残り一年でどーにかしろだなんて、無む茶ちやにも程ほどがある！」

　吐き捨てるように言う。

「しかも方法が過か激げきすぎるんだ。途と中ちゆうで変へん身しんしてくれたから良かったものの、そーじゃなかったら大変なことになってたぞ」

　ぶすっとした顔で、獣吾は呟つぶやいた。

「人類の未来ったって、その頃にはオレはもう死んでるんだ。知ったこっちゃないよ」

　と、獣吾のポケットの中で携けい帯たい電話が小こ刻きざみに振しん動どうした。

「ん、誰だれだ？」

　足を止めポケットから携帯電話を引っ張り出す。画面には『自宅』という文字が浮かんでいた。

「何の用だよ」

　通話ボタンを押し耳に押し当てる。

「もしもし、おふくろ？」

『あ、獣吾。ごめんね、授業中ちゆうに』

　案あんの定じよう、母親の声が聞こえてくる。

「いや、休み時間だから大だい丈じよう夫ぶだよ。で、何か用か？」

　そこで、獣吾はハッと不安そうになる。

「まさか、まさか、あのアンドロイドがまた大人おとなの女に姿を変えたとか言うんじゃねーだろうな？」

　もしそうだって言われたら、迷わず逃亡するつもりだった。例え地の果てに行ってのたれ死んだっていい。鼻はな血ぢで出しゆつ血けつ多た量りようになり死ぬよりは百万倍ばいも恥はずかしくないだろう。

『そうじゃないわ。マイラちゃんは相変わらず可愛かわいい女の子の姿すがたのままよ』

　母親の答えにホッと胸を撫なで下ろす。

『ただね、急にいなくなっちゃったのよ。それで少し心配になってあんたに電話したの。そっちに行ってたりしない？』

「高校にか？　いや、来てねーけど」

『そう、それじゃやっぱり、工こう科か大学に行ったのかしらね。ほら、知ってるでしょ、三みつ葉ば工科大学。急にどこにあるかって場所を聞かれたのよ。志し田だ山やま駅だって教えてあげたんだけど』

「志田山の？　どうしてまたあんなとこに」

『分からないわ。ただね、いなくなる前に大きな紙と書く物を貸してほしいって言われてね、母かあさん紙とマジックを貸したのよ。お昼も食べずに黙もく々もくと何か書いてて、どうもそれを持って出かけたみたい』

「何を書いてたんだ？」

『さあ、母さんそこまでは見なかったから』

　そこで、母親があって声を上げる。

『そう言えば、床が汚れないようにって下に一いち枚まい紙を敷しいてたわね。あの紙に文字が写っているかもしれないわ』

　ゴトリと、受話器が置かれる音がした。ゴミ箱をあさりに行ったのだろう。しばしの後、母親の声が戻ってくる。

『見つけたけど、ちゃんとは読めないわね。かろうじて読める文字は』

　そう前置きし、母親は言った。

『私って漢かん字じと、大人おとなっていう漢字。あと、最後はださいって読めるわ』

「私…大人…ださい………か？」

　まったくもって意味不ふ明めいだった。携けい帯たい電話片かた手てに獣じゆう吾ごが首を捻ひねる。

（あいつ、何を書こうとしてたんだ？　私・大人・ださい。私・大人・ださい。私・大人……）

　獣吾の瞳ひとみが大きく見開かれた。ちょっとばかし閃ひらめいてしまったのだ。

（あいつ、変へん身しんした体に嘆なげいてたよな。こんな体じゃオレのエロ修しゆ行ぎようができないって。大人の体にならなきゃって。ひょっとしてあいつ、『私を大人にしてください』って書いたんじゃ？）

　行く先が工科大学というのも頷うなずける。そこならアンドロイドである自分の体を改かい造ぞうし、大人の体に改造してもらえるとでも思ったのだろう。

　勘かん違ちがいもいいとこだ。そんな技術力りよくがこの時代にあるはずがない。

　それと、勘違いと言えばもう一つあった。

　実は三葉工科大学は校舎が二つあるのだ。一つは母親が教えたわりと近くにある志田山校舎。もう一つはもっと離れた場所にあり校舎も新しい。

　ロボテクノロジー学科など華はな々ばなしい学科はすべてもう一つの校舎に集しゆう約やくされているのだ。

　マイラが教えられた志し田だ山やま校舎は、どうでもいい学科が集まった掃はき溜だめのような場所。生徒はほぼ男のみで、しかも質たちが悪いのも多いと聞く。

（あんなとこで、『私を大人おとなにしてください』だなんて書いた紙を見せたら……。誤ご解かいされるのがオチに決まってるぜ）

　少しだけ心配になるも、鼻で笑い飛ばした。

（ま、大だい丈じよう夫ぶか。見かけはああでも、あいつは28世紀から来たアンドロイド。このオレを軽々とベッドに押し倒す怪かい力りきを持ってるんだから。滅めつ多たなことには……）

　そこで獣じゆう吾ごはハッと息を飲んだ。思い出したのだ、昨さく晩ばんのマイラの行動を。

　刺し激げきを与えて機き能のうを修しゆう復ふくしようと、マイラは鉄アレイを自らの頭に落っことした。あの直前、鉄アレイを持ち上げる時、マイラは両手を使ってはいなかったか？　よいしょっと掛け声までかけていなかったか？

（あいつ、故こ障しようの影えい響きようで力が弱くなってるんじゃねーか？　それこそ、見かけどおりの腕わん力りよくに）

　マイラは未来から来たアンドロイドだ。人間ではない。それは十二分ぶんに分かっている。

　だけど、獣吾は激しく落ち込む彼女を見ている。感情があるのは間違いない。

　いきなりやって来て無む理り難なん題だいを押し付けたのには腹が立っている。昨晩の強ごう引いんなやり口にだって文もん句くを言いたい気分だ。

　それでも、このまま放ってはおけなかった。

『もしもし、獣吾。聞いてるの？　獣吾、獣……』

　ボタンを押しうるさい母親の声を強きよう制せい終了させると、携けい帯たい電話をポケットに突っ込む。続いて、近くを通り過ぎようとしていたクラスメイトの男子の腕を摑つかんだ。

「ワリー、福ふく西にし！　これ、オレの机の中に突っ込んどいてくれ！」

　化か学がくの教科書やノート、筆ふで箱ばこなんぞを押し付ける。

「あと、この後の授業は出ないから。先生が何か言ったら適当に誤ご魔ま化かしといてくれ」

「う、うん、分かったけど……、どうしたの？」

　尋たずねられ、獣吾は答えた。

「ちょっと、志田山の大学までヤボ用があってな。頼んだぜ！」

　それだけ言うと、獣吾は猛もう然ぜんと走り出した。







　獣吾に教科書を押し付けられた男子生徒が、教室へと戻った。言われたとおりに獣吾の机の中に教科書を押し込む。

　そのことを尋ねられ、男だん子し生徒は答えた。

「梶かじ山やま君くんに頼まれたんだ。机に入れておいてくれって。それと、後の授業は出ないから適当に誤ご魔ま化かしといてくれって」

「あいつ、どうしたんだ？」

「よく分からないけど、大学まで行かなくちゃいけないんだって。すごい勢いで走って行ったよ」

「大学……、そうか分かったぞ！」

　昼休みの話題を引きずっている男子が声を張り上げる。

「昨晩の梶山の相手は、大学生のお姉ねえさんだったんだ！　会いに行ったに違いない！」

「おお、大学生のお姉さん！」

「う、羨うらやましいぞ！」

　集まってきた男子達が盛り上がる中、教科書を持ってきた男子生徒が首を横に振る。

「それはないよ。だって、志し田だ山やまの大学って言ってたから」

「志田山の大学って言うと、三みつ葉ば工こう科か大の志田山校舎のことか……」

「あんな男だらけの掃はき溜だめのような場所に、お姉さんなんていないよな」

　どういうことだろうと悩む中、一人の男子がとんでもないことを言い出す。

「ひょっとして、梶山の相手は男なんじゃないのか？」

　男　ＶＳ　男。

　そんな文字が、男子達の脳のう裏りに筆ふで字じで書かれた。

「さ、さすがは猛もう獣じゆうだな。やることが半はん端ぱじゃない」

「ああ、俺おれ達たちの常じよう識しきを軽く超えている」

「昨晩は、筋きん肉にくと筋肉のぶつかり合いだったんだな。体力も使うし、そりゃあゲッソリするはずだよ」

　青ざめた顔で感心する男子達。誰だれ一人ひとりとしてうらやましいとは言わない。

　こうして、男子達のボルテージは一気に盛り下がったのだった。







　逆に盛り上がったのはちゃっかり話を聞いていた女じよ子し達だ。

「ねえ、聞いた？　梶山君の昨晩のお相手って、大学の男の人だったんだって!?」

「ちょっと待って、それじゃ梶山君って、そっちもＯＫな人ってこと？」

「実は私、中学の頃からそうじゃないかなって思ってたのよ。同じクラスにいた早さ乙おと女め君って男の子とすごく仲良かったし」

　獣じゆう吾ごと出しゆつ身しん中学が同じ女子生徒がそう証しよう言げんする。

「その早乙女君ってどんな人？」

「色いろ白じろで小こ柄がらな男の子よ。まるで小しよう動物みたいな」

「それじゃ、猛もう獣じゆうのエサにされちゃったのね」

「キャー、誰だれかその二人で同どう人じん誌しを描いてくれない!?」

　騒さわぐ女じよ子し達から少し離れて、一人の女子生徒が席についていた。長い髪かみと眼鏡めがねが特とく徴ちよう的な美び少女。沙さ奈なだ。

「男同どう士しで………だなんて」

　先ほど以上の嫌けん悪お感かんを込めて、沙奈は言い切った。

「不ふ潔けつよ」

　って。
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　三みつ葉ば工こう科か大、志し田だ山やま校舎のキャンパスでは、一人の少女になみなみならぬ注目が集まっていた。

　中学生ぐらいで少し幼い感じはするものの、紛まぎれもない美少女だった。ＳＦアニメから飛び出してきたような不ふ思し議ぎな格かつ好こうをしている。

　ただでさえ男ばかりで女性が珍めずらしい空間に、こんなコスプレ美少女が歩いていたらそれだけでも目立つ。

　しかし、少女が注目を集める最大の原因は、その手に握りしめた看かん板ばんだった。

　そこに張られた紙には、マジックの太ふと字じで堂どう々どうとこう書かれていた。

『私を大人おとなにしてください！』

　集まる視線に、少女は満足気げに微笑ほほえんだ。

（皆さんちゃんと見てくれているようですね）

　もちろんこの少女はマイラだった。完成した紙を持って家を出てここまでやって来ている。途と中ちゆう、住宅展てん示じ場じようの手持ちの看板が置いてあったから拝はい借しやくしてそこに紙を張り付けた。褒ほめられるべきことではないけれど、こっちは人類の未来がかかっている。これぐらい神様だって許してくれるだろうと考えたのだ。

（いちいち聞いて回るのは大変ですからね。こうやっていれば、わたしの希望は伝わります。きっと親切な科学者が声をかけてくれるはずです）

　いろいろな意味で間違っていることにも気付くことなく、マイラが歩き続けることしばらく。

　七、八人からなる学生の集団が行く手を遮さえぎるように立ちはだかる。体は大きいがあまり真ま面じ目めそうな学生達ではなかった。

「君、それ何のコスプレ？　それにその看板。面おも白しろい冗じよう談だんだね」

「冗談なんかじゃありません」

　少しムッとしてマイラが答える。

「わたしは、大人おとなの体にしてもらうためにここに来たんです。早く大人になりたいんです。大人にならないと困るんです」

「へ[image: ～][image: ～][image: ～]、大人の体になりたいね」

　学生達は舐なめるようにマイラの体を眺ながめる。

「でも、誰だれでもいいってことじゃないだろう？」

「誰でもかまいませんよ。ちゃんと大人にしてくれるなら」

　迷うことなくマイラは言う。

「なるほどね」

　学生達は顔を見合わせると、薄ら笑いを浮かべる。

「よし、そういうことなら俺おれ達たちが協力してやろうじゃないか」

「本当ですか？」

「ああ、任せておけ。こっちは七人もいるんだ。間違いなく君を大人の体にしてあげられるよ」

　うひひひと下げ卑びた笑いが漏もれるが、マイラには彼らの真しん意いは分からない。

「それじゃ行こうか」

「はい、よろしくお願いします！」

　誘ゆう導どうされるまま、マイラは歩き始めた。

　大人の体に作り変えてもらえる。そう信じて。







　マイラが案内されたのは、古いコンクリートの建物だった。倉庫としか使われていないようで、薄うす暗ぐらく大量の荷物には埃ほこりがたまっている。

　最後に部屋に入ってきた学生が、ガチャリと鍵かぎをかけた。

「あの、ここでですか？」

　マイラが尋たずねる。

「ああ、ここなら邪じや魔まが入らないだろう？」

　そうは言われたものの、マイラはどうも腑ふに落ちない。

　自分程ほどのアンドロイドの体を改かい造ぞうするのだ。それなりの設備が必要となるはずだ。それなのにこの場所には、電でん子し工こう具ぐの一つだってありゃしないのだ。

「工具はどこにあるんですか？」

「おいおい、大人の体になるのにどうして工具が必要なんだ？」

「そうそう、君と俺達がいればそれで十分じゃないか」

　鼻の下を伸ばし、ニヤニヤとした笑えみを浮かべる学生達。

　この時になって初めて、マイラは彼らが何を勘かん違ちがいしているのかを悟さとった。

「あっ、なるほど。そういう風ふうに解かい釈しやくしてしまったんですね」

　やれやれと息を吐き出す。

「申もうし訳わけないんですけど、皆さん誤ご解かいしてます。大人おとなにしてくださいっていうのは、そういった意味ではないんです」

　失礼しますと言うと、改めて自分を大人にしてくれる科学者を探すため部屋を出ようとするマイラ。だけど、一人の学生が素早く動き扉とびらの前に立った。

「ここまで来てそれはないだろう？」

　マイラの腕が摑つかまれる。

「わたしは急いでいるんです。どいてください！」

　振り払おうと腕に力を込めるマイラ。少々腹はらが立ったこともあり、手て加か減げんはしなかった。

　マイラの人じん工こう筋きん肉にくが収しゆう縮しゆくし、人間のそれをはるかに上回る力を発はつ揮きする。下した心ごころ丸まる出だしな学生は、軽く放り投げられ壁に激げき突とつ。………するはずだった。

　なのに、学生の腕を振り解くことができない。完全に力負けしているのだ。

「えっ!?」

　信じられないって様よう子すで、マイラは目を見開いた。

（ひょっとしてこの男性は私と同じアンドロイド？　いいえ、そんなはずはありません）

　となると、答えは一つだった。

（筋きん力りよくレベルまで未み成せい熟じゆくモードの標ひよう準じゆんレベルに設定されているんですね）

　エラーを起こしている今、どうすることもできない。

「さあ、お互いに楽しもうじゃないか」

　鼻はな息いきを荒くしながら、学生達が迫ってくる。必ひつ死しに逃げるも、すぐに埃ほこりをかぶった荷物に背中が当たってしまった。

　セクシロイドとしては意い外がいかもしれないが、マイラの電子頭ず脳のうが抱いたのは恐きよう怖ふ、そして強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんだった。

「きゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　甲かん高だかい悲鳴を響ひびかせた直後だった。閉じられていた扉とびらがドガンと音を立てて吹っ飛んだ。

　マイラが嬉うれしそうに叫んだ。

「獣じゆう吾ごさん！！！」

　ドアを蹴け破やぶったままの体勢で、獣吾が立っていた。ポケットに両手を突っ込み、世にも不ふ機き嫌げんそうな顔で。

「何だお前は！」

「俺おれ達たちの邪じや魔まをするつもりなのか？」

　学生達が声を荒げた。

　獣吾は追い詰められているマイラと、取り囲む学生らの姿すがたをしっかりと瞳ひとみに映した。ここで行われようとしていたことも容易に想そう像ぞうができる。

　獣じゆう吾ごの顔が真まっ赤かになった。これまで見せてきたエロ耐たい性せいの低さからなる赤せき面めんではない。怒りの形ぎよう相そうだ。ギチギチと歯が嚙かみ鳴らされる。

　部へ屋や全体を震わせるような大だい音おん量りようで、獣吾は吠ほえた。

「女の子に何すんだゴラああああ!!」

　猛もう獣じゆうと化した獣吾は、不ふ埒らちな大学生目がけて一気に襲おそいかかった。
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　夕暮れ時の桜さくら庭ば市し。川沿いののどかな道を、獣吾はとぼとぼと歩いていた。

「しつこいようだけど、この時代にはお前みたいなのを作る技術はないんだよ。大人おとなの体に改かい造ぞうしてもらうなんて、どだい無む理りな話なんだ」

「はい、そうですよね」

　しおらしく頷うなずくマイラがいる場所は、獣吾の大きな背中だった。

　腰が抜けてしまったという不ふ名めい誉よな理由で、こうやって獣吾に背負われているのだった。

　ちなみに不埒な大学生達はと言うと、まだ倉庫に転がっている。

　獣吾に手て加か減げんなしでぶっ飛ばされたのだ。しばらくは身動き一つできないだろう。

「まあ、何事もなくて良かったんだけどよ……」

　何度目になるか分からない安あん堵どの息を吐き出してから、獣吾は背中のマイラに肩かた越ごしに尋たずねた。

「やっぱり、人類の未来のためなのか？　そこまでして大人の体になりたいなんて」

「そうですね。確かに、人類の未来は心配です。ここままだと、不ふ平びよう等どう条じよう約やくを結ばれて、苦しむことは目に見えてますから。わたしに課せられた責任の重さを考えると、ついついジッとしてられなくなっちゃいます。だけど……」

　少しだけ合間を空あけると、マイラは呟つぶやいた。

「一番の理由は、がんばりたかったからなんです」

「がんばりたかった？」

「はい、前にも少しだけお話ししましたよね。わたし、ＭＡＩＲＡ１０００型は、開発中ちゆう止しになった型だって。わたしはたった一台の試し作さく機きとして製作されたんですが、新しん機き能のうが危き険けん視しされ開発は中止。電でん源げんを落とし、本社の資料庫こで永えい久きゆう保ほ管かんされることになりました。エレクト社の社長さんが最後にわたしに言いました。お前の問題点は、高こう性せい能のうすぎたことだ。お前の存在は人間に悪あく影えい響きようを与えてしまうって」

　しんみりと、マイラが続ける。

「電源が落とされ、意識が薄れていく中、わたしは悲しい気持ちで一いつ杯ぱいでした。せっかく作ってもらえたのに、技術者の方々が苦労していろいろな新しん機き能のうをつけてくれたのに、それを役立てることなく眠らなくちゃいけないんだって。わたしは何のために誕生したんだろう？　わたしが作られたのに何か意味はあったんだろうか？　そんなことを考えながら、わたしは覚めることのない永えい遠えんの眠りにつきました」

「でも、お前は起きたんだろ？」

「はい、そうです。マエチャック・アイテル博士はかせ発はつ案あんの、獣じゆう吾ごドキドキプロジェクトのために、わたしは再さい起き動どうさせられました。博士は言いました。他のどのセクシロイドでも駄だ目めだ。最高の機能を持つおみゃーさんにしかこの任にん務むは任せられないんだって」

　自然と、マイラの顔が笑えみが浮かぶ。

「わたしは、すごく嬉うれしかったんです。だって、問題だって言われてたわたしを、必要としてくれる人がいたんですから。全力でがんばってもいいって許してもらえたんですから」

　獣吾は、黙だまってマイラの話を聞いていた。

「でも、こんな姿すがたになっちゃったんじゃがんばりようがないですよね。せっかく再起動してもらえても、これじゃ意味ないですよね」

　落ち込むマイラに、獣吾はぶっきらぼうに言った。

「一年後ごに、オレのエロ耐たい性せいが高まってれば、それでいいんだろ？」

「えっ!?」

　信じられないって顔で、マイラが喜んだ。

「それじゃ獣吾さん。こんな体のわたしでも、エロ修しゆ行ぎようしてくれるんですか？」

「言っとくが、お前の体でどうこうするつもりはねーからな！」

　誤ご解かいすんなよと獣吾が吠ほえる。

「お前に頼むのは、トレーナーだよ」

「トレーナー？」

「ほら、スポーツトレーナーってあるじゃないか。あんなののエロ版ばんだよ」

　言ってる自分もよく分かっていなかったけど、強ごう引いんに押し通す。

「お前からオレの悲ひ惨さんな今後の人生を聞かされてから、何とかエロを克こく服ふくしなきゃなとは思ってたんだ。さすがに一年じゃ無む理りだろうと諦あきらめてたけど」

　獣吾は軽く鼻を鳴らした。

「お前ががんばるなら、オレも精せい一いつ杯ぱいやってみるさ」

「獣吾さん……」

　マイラが瞳ひとみにこんもりと涙を浮かべる。

「ありがとうございます。本当にありがとうございます」

　後ろから獣吾の首に手を回しギューっとしがみ付く。

[image: ]

「ただし、物事には順じゆん序じよってのがあることを忘れんなよ。いきなりハードすぎるのは駄目だぞ。ソフトなところから一歩一歩確かく実じつにだ。オレが出しゆつ血けつ多た量りようで死んだりしたら元も子もないんだからな」

　獣じゆう吾ごが譲ゆずれない要よう望ぼうを口にしている時だった。

「あれ、梶かじ山やま君じゃないか」

　前方から歩いてきた下げ校こう途と中ちゆうの学生と出くわす。幼い顔立ちに似に合あわずエロにアグレッシブな友人、早乙女さおとめ雅まさ彦ひこだ。

　早さつ速そく、獣吾の背中のマイラに興きよう味みを向ける。

「誰だれ？　その女の子。すごいコスプレだね」

　獣吾が何か言うよりも早く、マイラが背中からピョンと飛び降りた。雅彦に向かってペコリとお辞じ儀ぎする。

「獣吾さんのお友達ですね。わたしは、セクシロイドのマイラと申します。獣吾さんのエロ修行のため28世紀の未来から……」

　獣吾はマイラの口に手を当てお喋しやべりを止やめさせた。そのまま担かつぎ上げ少し離れた場所へと連れて行く。

「馬ば鹿か！　お前何なに正直に話してんだよ！　そんなこと言ったって信用されるはずがないだろ？」

「でも、獣吾さんのお父とうさんとお母かあさんは」

「あの二人は特別なんだよ。とにかくお前の正しよう体たいは秘ひ密みつにしろ。いいな！」

　マイラに強くそう言うと、獣じゆう吾ごはキョトンとしている雅まさ彦ひこの元へと戻る。

「あ、あいつは、遠い親しん戚せきの子なんだ。ちょっと訳わけあって家で預かることになったんだよ。コスプレが好きでＳＦアニメのキャラになりきってたりするが、まあ気にすんな」

「へ[image: ～][image: ～][image: ～]、そうなんだ」

　元がん来らい人の良い雅彦だから、獣吾の言葉もすんなりと信用する。

「マイラちゃん。よろしく。僕は、早さ乙おと女め雅彦。梶かじ山やま君とは中学の時の同級生で今も仲良くしてるんだ」

　笑顔で言う。

「そーだ、雅彦。ちょっと頼みがあるんだけどよ」

　獣吾は、そう前置きしてから続けて言った。

「お前が持ってるグラビアアイドルの写真集しゆう、今こん度ど貸してくれねーか」

「えええ！」

　獣吾の言葉がさぞかし意い外がいだったのだろう。雅彦が目を丸くする。

「ど、どーしたの？　だって、梶山君。あーゆーの……」

「オレも逃げてばかりじゃいられねーし。少しずつでも慣らさなきゃな」

「梶山君」

　雅彦が感動したように頷うなずく。

「そーだよ。雲うん南なん高こうの猛もう獣じゆうがいつまでもあんな弱点を抱えてられないよね。よし、分かった。僕でよければいくらでも協力するよ」

　雅彦は鞄かばんを開くと、数すう冊さつの写真集を引っ張り出す。

「丁ちよう度ど、学校で貸してたのを返してもらったところなんだ。とりあえずこれを渡しとくよ。他のは後で家に届けるから」

　張りきった様よう子すで言うと、小こ走ばしりに駆かけていく。

「エロ修しゆ行ぎようの第一歩としてはこんなとこだろうな」

　そんなことを呟つぶやきながら渡された写真集を眺ながめる獣吾。と、目が見開かれ顔がガチガチに強こわ張ばった。

「どうしたんですか？」

　覗のぞき込むマイラが見たものは、なまめかしいポーズの女性の写真。困ったことに、女性は下した着ぎをつけていなかった。

　ザ！　全ぜん裸ら！　だった。

　なんてことはない、雅彦のミスで、ヌード写真集が一冊混まじっていたのだ。

　その後の展開は前回と同じだった。

　ぶしゅっ！！！

　獣じゆう吾ごは両りよう鼻はなから鼻はな血ぢを噴ふき出させた。前回とまったく同じ速度で、同じ軌き跡せきを描き、仰あお向むけにバタンと倒れる。

「ちょっ！　獣吾さん。獣吾さんってば！　しっかりしてください！」

　マイラが慌あわてて駆かけ寄りゆさぶるけど、獣吾の意識は完全にぶっ飛んでいる。

「やる気になってくれたのはいいですけど……」

　ため息交まじりに、マイラは呟つぶやいた。

「こんな調子で、本当に大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか」

　想そう像ぞうしていた以上のエロ耐たい性せいの低さに、先行き不安になるマイラだった。







　前ぜん途と多た難なんな、獣吾のエロ修しゆ行ぎようが始まる。

　タイムリミットまでに、彼はエロを克こく服ふくすることができるのか？

　そして、28世紀の地球大だい統とう領りようは、ラグマラース星せい人じんとの星せい交こう会議を成功させ人類を不ふ平びよう等どう条じよう約やくから守ることができるのか？

　獣吾ドキドキプロジェクト！

　結果は、まだ誰だれにも分からないのだった。







[image: 第２話　肉まんとボインの関係]
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　埼さい玉たま県けんの西に位置するごくごく普通の街、桜さくら庭ば市し。そこにある、私立雲うん南なん高校二年Ｃ組の教室では、男子女子合あわせて十数名もが集まり何事か話し合っていた。

　昼休みに入ったばかりの教室だ。まだまだ食べ盛りのお年とし頃ごろだと言うのに、弁べん当とうすら出さず深しん刻こくな顔をしている。

　彼らをそこまでさせる議ぎ題だいとは、一人のクラスメイトについてだった。

「梶かじ山やまのあの疲れた顔、もう一週間にもなるぜ」

「目の下にクマなんて作ってるし、授業中の居い眠ねむりも増えているわ」

「となると、やっぱり何かで体力を使い果たしてるってことだろうな」

「何かって言ったら、あれしかないわよね」

　好こう奇き心しんで瞳ひとみがギラギラと輝く。

「ボーイフレンドと、一晩中激はげしく……」

　一人の女じよ子し生徒がうっとりとした声を上げるが、すぐさま男子からつっこみが入った。

「ゲンナリさせるようなこと言うなよ。第一、梶山の男だん色しよく疑ぎ惑わくはもう晴れただろ？」

「そうだぞ。例の件は、梶山が大学に殴なぐり込みをかけたって情報が入ってきたじゃないか」

「噂うわさだと、一人の女性を巡っての大だい乱らん闘とうだったらしいわ。まるで映画ね」

「となると、ここ数日、梶山がゲッソリとしている理由は……」

「その女性と、連れん日じつ連れん夜や……」

　一同、妄もう想そうを膨ふくらめている時だ。一人の男だん子し生徒が購こう買ばいのビニール袋ぶくろを片手にのっそりと教室の中へと入ってくる。

　細ほそ身みで筋きん肉にく質しつの体つき。短めに切られた茶ちや髪ぱつとビシっとした眉まゆ毛げ。学ランの前はだらしなく開かれている。

　彼こそが、話題となっている少年。梶山獣じゆう吾ごだった。

　人呼んで雲南高の猛もう獣じゆう。類たぐい稀まれなるケンカの強さで、近きん隣りんにその名前を轟とどろかせている。倒した相手の数は計り知れない。

　強いのは何もケンカだけではない。猛獣並なみの精せい力りよくで大人おとなの女性を相手にそりゃあもうすごいことをしているとのもっぱらの評ひよう判ばんだった。

　クラスメイト達は、尊そん敬けいと畏い怖ふと好こう奇き心しんが混こん然ぜん一体となった瞳で、獣吾を見つめたのだった。







　自分に注そそがれる無ぶ遠えん慮りよな視線にも気付かず、獣吾は席につくとビニール袋から買ってきた焼きそばパンを五つばかし引っ張り出した。包んであったビニールを引っぺがし、もそもそと食べ始める。

　クラスメイト達が騒さわいでいたように、確かにお疲れな顔つきだ。目付きはうつろで、クマなんかもできている。心なしか顔かお色いろも悪い。

　だからって、彼らが騒いでいたような理由ではなかった。

　疲れの原因は、ここのところ毎まい晩ばん明け方近ちかくまでグラビア雑誌を眺ながめていることだった。

　エロ修しゆ行ぎようだったら、何もグラビア雑誌なんか眺めなくたって未来からやって来たセクシロイドにいろいろしてもらえばいいじゃないか？

　そんな疑問も覚える人もいるかもしれないけれど、そうもできない事情ってのがある。

　セクシロイドのマイラは、タイムスリップの影えい響きようで機き能のうに不ふ具ぐ合あいが生じてしまった。セクシーでグラマラスな体たい型けいから未み成せい熟じゆくで貧ひん相そうな体型へと変化してしまっているのだ。

　まあ、この点においては獣じゆう吾ごにとっては僥ぎよう倖こうと言ったっていいだろう。もしセクシーボディーでエロ修行なんてされた日には、獣吾は出しゆつ血けつ多た量りようか心しん臓ぞう発ほつ作さで天に召めされていたかもしれないのだから。

　そう、『猛もう獣じゆう並なみの精せい力りよくで大人おとなの女性を相手にそりゃあもうすごいことをしている』なんて言うのは、的まと外はずれもいいとこな噂うわさ。

　実際は、小学生男だん子しだって鼻で笑ってしまうような水着グラビアを見るだけでも一ひと苦労だ。ヌード写真なんか見た日には、鼻の奥の血管が破は裂れつ。ぶっ倒れてしまうのは間違いない。

　雲うん南なんの猛獣として世間から恐れられる梶かじ山やま獣吾は、ことエロに関してはヘタレ以外の何者でもなかったのだった。

（しかし、エロ修行ってのがこんなにもキツいもんだったとはな）

　焼きそばパンをもそもそと食べながら、獣吾はしみじみと思う。

　一週間にも及ぶ修行は、獣吾にとっては過か酷こくそのものだった。エロトレーナーとなったマイラの指導のもと、ひたすらグラビア雑誌を眺める夜が続いている。

　部屋の壁は水着の女性のポスターだらけ。瞳ひとみを閉じても鮮あざやかな色の水着とそれに包まれた豊ほう満まんな胸が瞼まぶたの裏に浮かんでくるほどだった。

（そーいえば、エロ修行エロ修行でろくにケンカもしてなかったっけ）

　ケンカは獣吾の大だい好こう物ぶつだった。ただし、自分からしかけるような真似まねはしない。売られたら喜んで買うのが彼のモットーだった。

　ここしばらく、学校が終わったら速そつ攻こうで家に戻ってエロ修行を始めている。

　ケンカを売ってくれそうな連れん中ちゆうのいそうなところへ足を向けることさえしていない。

（大おお暴あばれしたらスッゲー気持ちがいいだろうし。ああ、もう誰だれでもいいからオレにケンカを売ってくんねーかな）

　獣吾が切実な願いを胸に抱いた時だった。ドヤドヤと音を立てて数人の男だん子し生徒が二年Ｃ組の教室に入ってくる。

　体も大きくいかつい顔つきの男だん子し生徒達たちだ。着き崩くずれした制服といい派は手でなアクセサリーと言い、あまり真ま面じ目めな高校生には見えない。

　彼らの顔には獣じゆう吾ごは見み覚おぼえがあった。一年先せん輩ぱいの不ふ良りよう連れん中ちゆうだ。入学当とう初しよ、目付きが悪いって理由で校舎裏うらに呼び出されたことを思い出す。もちろん、全員ボッコボコにぶちのめしてしまったのだけど。

　獣吾の机を取り囲むと、凄すごみをきかせた声で一人の先輩男子が言った。

「梶山獣吾、ちょっと顔を貸せや」

　獣吾は返事をしなかった。嬉うれしすぎて言葉が出なかったのだ。

（なるほど、最近のオレの疲れっぷりを見て、今なら倒せるって踏んだんだな）

　だとしたら勘かん違ちがいもいいとこだ。逆にこっちは欲よつ求きゆう不ふ満まんでウズウズしていたところなのだから。

「おい、梶かじ山やま！　聞いてんのか!?」

「返事ぐらいしろよコラ！」

　先輩男子達たちが息まく。

「そんな怒ど鳴なんなよ。ちゃんと聞いてっからよ」

　思わず笑えみが浮かんでしまいそうになるのを必ひつ死しにこらえ、獣吾は席を立つ。

「さあ、どこにでも行こーじゃねーか」

　数すう刻こく後ごに始まるであろう乱らん闘とうにウズウズしながら、獣吾は呼びに来た先輩男子達と共に教室を後にした。
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　獣吾が連れてこられたのは、案あんの定じよう薄うす暗ぐらい校舎裏だった。

「さ、始めようじゃねーか。昼休みったって、あと少しで終わっちまうんだからな」

　拳こぶしを固め身み構がまえる獣吾。久しぶりのケンカに瞳ひとみはギラギラと燃えていた。

　なのだけれども、事じ態たいは思わぬ展開を見せる。

　一いつ斉せいに獣吾に襲おそいかかると思われた先輩男子達は、いきなりその場に土ど下げ座ざしたのだ。

「頼む！　梶山獣吾！　お前の力を貸してくれ!?　もはや頼れるのはお前しかないんだ！」

「はっ!?」

　一いつ瞬しゆん、拍ひよう子し抜ぬけしたような表情になる獣吾だったけど、すぐになるほどと頷うなずく。

（そうか、他校の奴やつにやられたってことなのか。それで、オレに助けを求めたってことなんだな）

　今ここで大おお暴あばれできないのは残念だけど、手て強ごわい相手が待っているのは悪い気分じゃない。

「ああ、分かったぜ。オレが相手しようじゃねーか」

「本当か!?」

「ああ、自分からケンカを売るのは趣しゆ味みじゃねーが。同じ学校のセンパイがやられたんだ。こいつは無む視しできないぜ」

　ニッカリと笑って見せてから、獣じゆう吾ごは尋たずねる。

「で、どこの高校の奴やつなんだ？　北きた高こうか？　山やま中なかか？　それとも、佐さ野の工業か？」

　不ふ良りようが多いことで有名な近きん隣りんの高校名めいをあげるが、先せん輩ぱい男だん子し達たちは首を振る。

「ここだよ。この雲うん南なん高校だ」

　その答えに、獣吾が目を大きくする。

「えっ、この学校にそんなツワモノがいるのか？　三年、二年、まさか一年ってことは」

　先輩男子達が首を振る。

「生徒じゃない。教師だ」

「教師!?」

　さらに驚きの声を上げる獣吾。

「よくもまあそんな暴ぼう力りよく教師が問題にならずにいられるもんだな」

「いや、別に暴力をふるわれたわけじゃないんだ。俺おれ達たちが困っているのは……」

　先輩男子達たちは、異い口く同どう音おんに叫ぶ。

「課か題だいが多すぎることなんだ」

　啞あ然ぜんとする獣吾に、先輩男子達は切せつ羽ぱ詰つまった表情で説明を続ける。

「まるで俺達を目の敵かたきにしたかのように、尋じん常じようでない課題を出されるんだ」

「しかもちゃんとやっていかないと、みんなの前で立たされるんだ。それどころか一発ギャグなんかもやらされる。その恥はずかしさと言ったら」

「俺達はもう三年だ。成績が惨さん憺たんたるものだから、卒業のためには出席日につ数すうは稼かせいでおかなきゃならない。そうむやみに授業をサボるわけにもいかないんだ」

「だから梶かじ山やま、お前に頼む！　あの教師を説せつ得とくし、俺達の課題を減へらしてくれるよう頼んでくれ！」

　先輩男子達が再び地面に額ひたいをこすりつける。

「話は分かったけどよ。センパイ達が自分で頼めばいいことじゃないのか？」

　進しん路ろを見み据すえて多少真ま面じ目めになっているようではあるが、それでも目の前にいる連れん中ちゆうはまだまだ不ふ良りように分ぶん類るいされる。顔だっていかつい。

　ちょっと凄すごんで見せれば課題を減らしてもらえるぐらい訳わけないんじゃないかと考えるのが普通だった。

　だけど、先輩男子達はとんでもないと青ざめた顔で首を振った。

「それができれば苦労はしないさ！」

「梶かじ山やま、お前はあいつの怖こわさを知らないからそんなことが言えるんだ」

「あいつは悪あく魔まだ。いや、魔ま王おうだ。デビルだ。とてもじゃないがそんな交こう渉しようができるはずがない！」

「だから、こうやって恥はじを忍しのんでお前に頼んでるんだ。頼む！　梶山獣じゆう吾ご！　あいつと対たい等とうに渡り合えるのは学校広ひろしと言えどもお前しかいないんだ！」

　てっきりケンカを売ってもらえるものだと思っていたから、獣吾としては実にガッカリとした気分だった。

　できればこのまま教室に帰りたいところだったけど、ここまでしている先せん輩ぱい男だん子し達たちが少し気の毒にも思えてくる。

（こいつらは、オレにケンカを売ってくれたこともあるしな。そうそう邪じや険けんにはできないぜ）

　一般人には理解しがたい妙みような理由で、獣吾は頷うなずいた。

「まあ、センパイ達がそこまで言うなら。頼むだけは頼んでもいいけどよ」

「やってくれるか!?」

「それでこそ雲うん南なんの猛もう獣じゆうだ！」

　先輩男子達が歓かん喜きの声を上げる。

「で、何て先生なんだ？　その悪魔は」

「英語の小こ林ばやしだ。研究室に行けば会えるはずだ」

「手て強ごわい相手だが、頼んだぜ」

「うまくいったら、何かおごってやるからな！」

　先輩男子達は、安心した顔で校舎裏うらを後にする。

　一人残のこされた獣吾は、不ふ可か解かいそうに小こ首くびを傾かしげた。

「英語の小林って言ったら、あの先生だよな」

　数ヶ月前まえ、まだ獣吾が高校一年の頃のことだ。

　風邪かぜで休んだ英語教師の代理としてクラスにやってきたのが確か小林って名前だったと獣吾は思い出す。

　だけど、どうにも腑ふに落ちない点もある。獣吾が記き憶おくする限り、その教師は悪魔って感じじゃなかったはずだ。

　ひょろっとした体型の中ちゆう年ねん男性。声に張りもなく、気が弱そうな顔だちをしていた。おまけに言えば胃い腸ちようだって弱そうだった。

　先輩男子達が恐れる理由が何一つ思い浮かばない。

　だけどまあ、追いかけてその点について聞きただすほど獣吾だって暇ひまじゃない。ついでに言えばそこまでの興きよう味みもない。

「ま、いっか。大した問題じゃねーし」

　獣吾は、教室へ戻るためとぼとぼと歩き出した。

「あ[image: ～][image: ～]あ、久しぶりのケンカを楽しめると思ったのにな」

　未み練れんがましく、そう呟つぶやきながら。
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　そして、放課後ご。

　ペタンコの鞄かばんを片手に、獣じゆう吾ごは校舎の廊下をちんたらと歩いていた。

　いつもならこのまま玄げん関かんに直ちよつ行こう帰き宅たくするところだけど、今日きようはちょっとしたヤボ用があるからそうもいかない。

「やれやれ、メンドーなことを頼まれたもんだぜ」

　そうぼやきながら歩く獣吾の行く先は、校舎二階に位置する英語研究室だった。

　雲うん南なん高校は、全ぜん校こう生徒が千人近ちかくいるそれなりの規き模ぼの学校だ。当然、教師の数だって多い。

　すべての教師が集まる職しよく員いん室しつというものは存在せず、各かく教科ごとに割り振られた研究室に教師達の机は用意されている。

（一いち応おう頼むだけ頼んでみっか）

　これから訪ねる英語教師、小こ林ばやしの実に気の弱そうな顔を思い浮かべる。あの様よう子すなら、とくに難しいミッションとは思えなかった。

　ただ、相変わらず疑問なのは先せん輩ぱい男子がどうしてそれができなかったと言うこと。

（う[image: ～][image: ～][image: ～]む）

　改めて悩んでいるうちに、獣吾は英語研究室へと到着してしまう。

　答えの出ないグルグル思し考こうは止やめ、獣吾は英語研究室の引き戸に手をかけ開いた。

「ちわッス」

　ぶっきらぼうにそう言うと、研究室内ないに足を踏み入れる。

　学校一の問題児じの登場に、英語教師らが戦せん慄りつする。

「か、梶かじ山やま」

「ど、どうしてここに？」

「すんません、小林先生に用があって来たんスけど」

「こ、小林先生の席なら一番奥おくだが」

「ども」

　軽く頭を下げると、獣吾は指さされた一番奥の席へと向かう。

　隣となりの席に積まれた辞じ書しよやら資し料りようのプリントやらが壁になってよく見えなかったが、席についている人ひと影かげがあった。

　ろくすっぽ相手を確かめようともせず、獣吾は気けだるい口く調ちようで話しかける。

「小林先生。ちょっといいッスか？　話があるんスけど」

「ん？」

　キャスター付きの椅い子すが動き、その人物が獣じゆう吾ごの視し界かいへと入ってくる。

「えええ!?」

　獣吾は思わず目を見開いた。

　目の前の人物は、獣吾の知っている小こ林ばやし先生じゃなかった。

　まず根本的に性せい別べつが違う。そこにいたのは女性だった。

　しかも、獣吾が一番苦にが手てとするタイプの女性。

　若くて、美人で、セクシーで、そしてとてつもなくグラマラスだったのだ。

　ウェーブのかかった髪かみの毛。パッチリと開いた瞳ひとみ。ぽってりとした唇くちびる。スタイルは抜ばつ群ぐんで胸のふくらみはかなりのものだ。

　さらに、その服装が問題だった。

　チューブトップの上に、薄うす手でのシャツを羽は織おっただけという格かつ好こうだ。谷たに間まが覗のぞけるとかそういった次元の話じゃない。胸がはみ出しているのだ。

　色いろ香かってのが、ムンムンとあふれ出ている。

　まさに、殺人的なまでのセクシーアピールだった。

　後こう頭とう部ぶをハンマーで殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚える。

　獣吾は慌あわてて視線を外すと、頭の中で念ねん仏ぶつを唱となえ沸ふつ騰とうしかける血液を鎮しずめた。

　それから、必ひつ死しに冷静を装い言った。

「オ、オレは小林先生に用事があって」

「私が小林よ」

　大人おとなの女性らしい少しハスキーな声で、女性が答える。

「いや、オレが探してるのは別の小林先生で」

「おかしいわね。英語科かに小林は私だけのはずだけど」

　不ふ思し議ぎそうに女性が小こ首くびを傾かしげる。

（どういうことだ？　まさか、性せい転てん換かん手術!?）

　そんな考えが獣吾の頭の中に浮かぶけど、すぐに打ち消した。

　いくら何でも変わりすぎだ。変へん身しんだって言ってもいい。マイラがいた28世紀ならともかく、この時代にそんな技術があるはずがない。

　混乱している獣吾の様よう子すに、女性は何かに気付いた様子で頷うなずいた。

「分かったわ。あなたが探しているのは、小林洋よう司じ先生ね」

　女性はクスリと笑う。

「知らなかったの？　小林洋司先生は異い動どうになったのよ。私は四月からこの学校に来た小林桃もも香か」

　おそらく終業式しきや始業式にその旨むねが発表されていたことだろうけど、かったるいと欠伸あくびばかりしていた獣じゆう吾ごだ。ちゃんと聞いているはずがない。

　先せん輩ぱい男だん子し達たちが苦しめられているのは、獣吾が思っていた小こ林ばやし先生ではなく、このセクシーでグラマラスな女おんな教師、小林桃もも香かのようだ。

「教しつ務む室に行けば、小林洋よう司じ先生の連れん絡らく先さきも教えてもらえるとは思うけど。私から電話をしておこうか？」

　机の上の内ない線せんに手を伸ばそうとする桃香に、獣吾はあたふたと言う。

「いや、いいんだ。うん、あんたで間違いないみたいだから」

　ゴホンと咳せき払ばらいをすると、

「その、これはセンパイに頼まれたんだけどよ」

　喉のどが焼け付くように渇かわき、どうにも言葉がうまく出てこない。背中はジットリと汗あせばんでくる。全身は硬こう直ちよくし、小こ刻きざみに震えが来るほどだ。

　ここ数日のグラビア修しゆ行ぎようも役にたっていなかった。写真は本ほん物ものには遠く及ばないのだ。

「その…課か題だいを…課題を」

（要件だけ言ってしまえばいい。そうすればオレの義ぎ務むは果たされる。それだけのことなんだ）

　と何度も心の中で繰り返すも、声が出てくれないのだから情なさけない。

　もちろん視線は外して脅きよう威いの谷たに間まは見ないようにしているものの、手を伸ばせば届く位置にあるという絶対的な存在感かんが獣吾を容よう赦しやなく追い詰める。

　もはや蛇へびに睨にらまれた蛙かえる。

　ボインに睨まれた獣吾だった。

「うぐぐぐ、うぐ、うがああああああ！」

　意い味み不ふ明めいの叫び声を上げると、獣吾はクルリと背を向け脱だつ兎とのごとく英語研究室を飛び出した。

　途と中ちゆう、英語教師を二、三人跳はね飛ばしたが、おそらく本人は気付いてもいないだろう。それぐらい切せつ羽ぱ詰つまった必ひつ死しの逃とう亡ぼうだった。

「こ、小林先生！」

　男だん性せい教師が桃香に駆かけ寄る。

「ご、ご無ぶ事じで何よりです。梶山のことだから小林先生に何か良からぬことをするのではと思ってヒヤヒヤしてましたよ」

「梶山？　それじゃ今の子が、噂うわさの梶山獣吾君くん」

「そうです。学校一の問題児ですよ。小林先生もあの生徒には気を付けなくちゃいけませんよ。何せ噂では、ＯＬや女子大だい生せいを相手に……」

　教師の話を、桃香は聞いていなかった。

　獣吾が飛び出していった扉とびらを見つめながら、勝ち誇ったような笑えみを浮かべる。

　そして、口の中で呟つぶやいた。

「猛もう獣じゆうとは聞いていたけれど、大したことはなさそうね」







　英語研究室を飛び出した獣じゆう吾ごは、そのままの勢いで廊下を突っ走る。階段を二段飛とばしで駆かけあがり、たどり着いたのは屋上だ。

　フェンスの元までやって来た獣吾は、夕暮れ間ま近ぢかの空に向かって力いっぱい叫んだ。

「聞いてね[image: ～][image: ～][image: ～]ぞ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　荒く息をし、何とか気持ちを落ち着かせる。

「何だよありゃ。学校にあんな体の教師がいていいのかよ！　教きよう育いく委い員いん会かいは何をやってんだ！　せめてあの暴ぼう力りよく的な服装をどーにかしろよ！」

　文もん句くをまくしたててから、獣吾はフェンスにぐったりともたれかかった。

　目を閉じると、桃もも香かの胸の谷たに間まがクッキリと頭に浮かぶ。グラビアは払ふつ拭しよくできたけど、余よ計けいに厄やつ介かいなものを焼き付けてしまったようだ。

「ああ、勘かん弁べんしてくれよ」

　早く記き憶おくから消そうと首を振りたくっている時だった。後ろから声がかけられる。

「あ、梶かじ山やまじゃないか」

　振り向くと、獣吾に厄介な頼みごとをした先せん輩ぱい男だん子し達たちがいた。大おお方かた、こっそり煙草たばこでも吸おうと屋上へやって来たのだろう。

（お、お前らのせいで……オレはあんな恐ろしい思いを）

　怒りの形ぎよう相そうで睨にらみ付けるも、先輩男子達は気付かず歩み寄ってくる。

「いや、だけど梶山が引き受けてくれて本当に良かったよ。俺おれ達たちじゃ小こ林ばやしに太刀たち打うちできないからな」

「何せあのボインだ。逆らいたくたって、ついつい見とれて従っちまう」

「小林の奴やつ、絶対それを分かってやってるんだぜ。わざと谷間を見せつけたりしてよ。俺達がデレデレするのを見て楽しんでるんだ」

「何か馬ば鹿かにされてるようで悔くやしいんだが、それでもあのボインには勝てないからな」

「でも、その点てん梶山なら問題ないだろう」

　ヘラヘラと先輩男子達は笑った。

「何てたって、梶山は俺達と違って経験豊ほう富ふだからな」

「噂うわさで聞いてるぜ。毎まい晩ばんのように大人おとなの女性とベッドで汗あせを流してるそうじゃないか」

「ＯＬ五百人ぎりを達成したとも聞いたぞ。いや、さすがは梶山だ」

　とんでもない噂が流れているようだ。

「そんなお前なら、小林のボインにだって負けないだろう」

「オレ達の課題の件、しっかり頼んだぜ」

「あいつの鼻をへし折ってくれよな」

　好き勝かつ手て言う先せん輩ぱい男だん子し達たち。

（ふざけんな！　毎晩大人おとなの女性とベッドで汗あせを流してるってなんだよ！　ＯＬ五百人ぎりって誰だれの話だよ！　こっちはグラビア雑誌を眺ながめるだけで精せい一いつ杯ぱいの体たい質しつなんだぞ！）

　ってなことを、獣じゆう吾ごは力いっぱい叫びたかった。叫びながら目の前の先輩男子達を殴なぐり飛ばしたかった。

　だけど、それはできない。獣吾にだって、プライドってのがあるのだ。

　第一、馴なれ馴なれしくはしているが先輩男子達はできることなら獣吾を倒したいと思っている連れん中ちゆうだ。もし獣吾の弱点が知られらたら、それを武器にケンカをしかけてくることだろう。

　メリケンサックでもなく、チェーンでもなく、バットでも木ぼく刀とうでもなく、エロ本という恐ろしい凶きよう器きで獣吾に襲おそい掛かってくるはずだ。そうなったら今の獣吾に勝ち目はなかった。

　先輩男子の一人が、獣吾の苦く渋じゆうの表情に気付く。

「ん、梶かじ山やま。どうしたんだ？　まさか、お前ほどの男でもあのボインには勝てないとか言うんじゃないだろうな？」

「バ、バカ言うなよな！」

　半なかばヤケクソで、獣吾は叫んだ。

「小こ林ばやしのボインなんて、見み慣なれてるオレからすりゃ肉まんみたいなもんだぜ！　見てろよな、明日あしたにでもガツンと言ってやっからよ！」
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「口は災わざわいの元……か。昔の人はいいことを言ったもんだな」

　自室のベッドに仰あお向むけになり、獣吾はしみじみと呟つぶやいた。

　部屋の壁に目を向ける。そこに張られていたのは、セクシーなグラビア女優のポスターだ。水着姿すがたでなまめかしいポーズを決めている。

　眺めているだけで、獣吾の顔が真まっ赤かになっていく。息いき苦ぐるしくなり、心しん臓ぞうが激しくビートを刻む。

「グラビアでだってまだこの調子なんだ。あんなのを前にどうしろってんだよ」

　頭から布ふ団とんをかぶり獣吾が現実逃とう避ひを決め込んだ時だった。勢いよく部屋の扉とびらが開かれ一人の少女が飛び込んでくる。

　見たところ、中学生といったところだろう。ボリュームのある長い髪かみの毛が特とく徴ちよう的てきだ。

　少女の名前はマイラ。正式名めい称しようは、ＭＡＩＲＡ１０００型。

　獣吾のエロ修しゆ行ぎようのため28世紀の未来から送り込まれた最高のセクシロイド（セクシーアンドロイド）なのだった。

　もっとも、機き能のうの不ふ具ぐ合あいで未み成せい熟じゆくモードで固定されてしまっている今、セクシーとは真ま逆ぎやくの体たい型けいをしている。それは、現在着ちやく用ようしている体にピッタリと張り付いた未来服ふくを見ても明らかだった。

　ベッドの脇わきまでやってきたマイラは、満まん面めんの笑えみを浮かべ言った。

「ついに完成しちゃいましたよ。ウフフフフ」

　だだんと突き出したのは、分ぶ厚あついクリアファイルだ。

「青年誌しのグラビアページを切り離して一冊のファイルにまとめたんです！　しかも、わたしが厳げん選せんした一級品ひんばかりですよ。さ、さっそく修しゆ行ぎようを始めましょ♪」

　布ふ団とんからは返事はなかった。

「ねえねえ、獣じゆう吾ごさんってば」

　マイラが布団の上から揺り動かしていると、獣吾がにょっこりと顔を出す。

　すぐ目の前にあるマイラの胸むな元もとを、じっと凝ぎよう視しした。

「どうしたんです？　獣吾さん。ずっとわたしの胸ばっか見て」

　キョトンとするマイラだったけど、すぐににふふふふと笑った。

「なるほどなるほど、グラビアなんかよりわたしの胸を見たいってことなんですね。それならそうともっと早く言ってくれれば良かったのに」

　マイラは手にしていたファイルを投げ捨てると、部屋のカーテンを閉め部屋を薄うす暗ぐらくする。それから自分の耳たぶを軽く引っ張った。

　体内に内ない蔵ぞうされたスピーカーから、エロティックなＢＧＭが流れ始める。

「よっく見ててくださいね。あ、お触さわりももちろんＯＫですから」

　音楽に合わせて、体をくねらせながら服を脱ぎ始めるマイラ。その頭の天てつ辺ぺんに、獣吾は無む言ごんでゲンコツを落とした。

「いった[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　頭を抱えてマイラがしゃがみ込む。ＢＧＭも停止した。

「馬ば鹿かなことやってんじゃねーよ」

　呆あきれ顔がおで獣吾は吐き出す。

「オレはただ、お前の胸を見て考えてただけさ」

　切せつ実じつな願いを込めて、獣吾は呟つぶやいた。

「すべての女がお前ぐらいの胸だったら、世界はもっと平和になるんじゃないかって」

　獣吾の言葉に、マイラが頰ほおを膨ふくらませ、む[image: ～][image: ～][image: ～]って顔になる。憤ふん慨がいしたのだ。

「そりゃ[image: ～][image: ～][image: ～]、わたしの胸は小さいですよ～だ。あるかないか分かんないぐらいですよ～だ。でも、未成熟モードなんだから仕方ないじゃないですか。モードチェンジ機能が復ふつ活かつしたら、わたしだって今すぐにでもグラマラスなセクシーボディーになって獣吾さんのエロ修行を」

　ぶつぶつと呟つぶやくマイラだったけど、それが不ふ毛もうな愚ぐ痴ちでしかないと気付く。

「ま、嘆なげいてても仕方ありませんよね。この体はもう変えようがないんですから。コーチに徹して獣じゆう吾ごさんにエロ修しゆ行ぎようさせるって決めたんですから」

　自分自じ身しんに言い聞かせるように繰り返してから、マイラは改めて獣吾に笑顔を向ける。

「さ、そうとなったらエロ修行です、獣吾さん。鼻はな歌うた混じりで眺ながめられるぐらいにまで早く成長してください！」

　マイラが、先さき程ほど投げ捨てたファイルを拾い上げ、獣吾に突き付ける。だけど獣吾は手を伸ばそうともせず再びゴロンとベッドに横になった。

「悪い。今はそんな気分じゃねーんだ」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合じゃありません。タイムリミットを忘れたんですか!?」

　ジョコットマンと獣吾の体たい質しつはほぼリンクしている。ジョコットマンが星せい交こう会議を行う年ねん齢れいに達するまでに、獣吾はエロ修行を完了させなければならない。

　悲しいかな、あと一年も残されていなかったのだ。

「獣吾さんが到達しなければならないのは、はるかに高い山の頂いただきです。なのに今の獣吾さんは、いまだ山に足も踏み入れられない状況なんです。お弁べん当とうはどれにしようなんて悩んでいるような状況なんです。のんびりしている暇ひまなんてないんですよ！」

　マイラは、ファイルを開き水着のグラビアを獣吾にぐいぐいと押し付ける。

「さあ、しっかり見てください。この膨ふくらんだ胸を！　むっちりしたお尻しりを！　なまめかしい太ふと腿ももを！」

「ええい、うっとおしいぞ！」

　腕を振り回し、獣吾はクリアファイルを弾はじき飛ばした。

「こっちはそれどころじゃないんだよ！　明日あした、あのボインを相手にどうすりゃいいのか悩んでんだから！」

　叫んでから、『しまったっ！』　って顔をするけどもう遅い。

「ボインを相手にする!?　もしかして、自主的にエロ修行してくれてるんですか!?　さすがです獣吾さん！」

　マイラが感動で瞳ひとみをウルウルとさせる。

「だったら最初からわたしに相談してくださいよ。ボインの対たい処しよ法ほうならバッチリ知ってますから。基本は揉もむことです。それから、先っぽをこんな感じで摘つままんだり舌した先さきで転がすように……」

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～]うわ[image: ～][image: ～][image: ～]うわ[image: ～][image: ～][image: ～]うわ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　獣吾にはまだ少々刺し激げきの強すぎる話だったから、慌あわてて両耳を押さえてわめく。

「そんなんじゃねーんだ。そんなんじゃ……」

　観かん念ねんしたとばかしに息を吐き出すと、獣吾は語り始めた。

「少し、情なさけない話なんだがな。今日きよう、学校で……」




　[image: ～][image: ～][image: ～]　かくかくしかじか　[image: ～][image: ～][image: ～]




「とまあ、そんなわけなんだ」

　苦く渋じゆうの表情で、獣じゆう吾ごは今日の出で来き事ごとを話し終える。

「なるほど、そういうことだったんですね」

　腕を組んだマイラは、うんうんと頷うなずく。

　それから、呆あきれ顔で獣吾を見る。

「ボインなんて見み慣なれてるから肉まんみたいなもんだぜ！　ですか。よくもまあそんなことが言えたもんですね」

　どこからか取り出したのか、マイラが一冊さつの雑誌を獣吾の前で開いて見せる。

　そこに写っていたのは、水着のグラビアじゃない。トップレスの女性の写真だ。

「!?」

　目を見開く獣吾。ぶしゅっと鼻はな血ぢが噴ふき出し、獣吾はベッドから転ころげ落ちる。

「実際は、こんななのに」

　やれやれとマイラが首を振った。

「マ[image: ～][image: ～][image: ～]イ[image: ～][image: ～][image: ～]ラ[image: ～][image: ～][image: ～]！　お前はオレを殺すつもりか！」

　ベッド脇わきに置いてあったティッシュを摑つかみ鼻にぎゅうぎゅうに詰め込んだ獣吾が、死にそうな声で吠ほえた。

「エロトレーナーとして言わせていただきます。今の獣吾さんの実力では、その女おんな教師のボインの威い力りよくに勝利することは不ふ可能です。ここは、先せん輩ぱいのみなさんに正直に訳わけを話して勘かん弁べんしてもらうのが一番じゃないですか？」

「そんなことできるわけがないだろ!?　こっちにだって男のプライドってのがあるんだから！」

　獣吾が強く首を振る。

「でも、現実のボインの威力は、グラビアとは大おお違ちがいですよ。下手へたしたら獣吾さん、公こう衆しゆうの面めん前ぜんで鼻血を噴き出す羽は目めに」

「分かってる。分かってるからこそ、悩んでんじゃねーかよ」

「だったら風邪かぜをひいたってことにしてしばらく学校を休むとか」

「できるか！　ボインが怖こわくてズル休みしてると思われたらどーする!?」

（男の人って面めん倒どくさいですね）

　とマイラは思う。

　しばしうんうんと唸うなってから、獣吾は立ち上がった。

「よし、マイラ。今すぐ荷物をまとめろ！」

「えっ？　どうしてですか？」

「決まってるだろ。旅に出るんだよ。全国を回って各地の猛も者さと戦うんだ。全国制せい覇はをして戻ってくれば、センパイ達だってまさかオレがボインが恐ろしくて逃げたとは思わないだろう」

　冗じよう談だんを言っている顔ではなかった。

　獣じゆう吾ごの実力なら不ふ可能な話でもないから厄やつ介かいだった。

（男の人って、ほんっとうに面めん倒どうくさいですね）

　やれやれと息を吐き出してから、マイラは大きく頷うなずいて見せた。

「分かりました。今回だけはわたしが何とかしましょう。ここで獣吾さんに負まけ癖ぐせをつけさせるわけにはいきませんからね」

「何とかできるのか？」

「少々機き能のうに不ふ具ぐ合あいが生じているとは言っても、わたしは28世紀のテクノロジーの粋すいを費やし製造された最高級きゆうのセクシロイド、ＭＡＩＲＡ１０００型です。できない道どう理りはありません」

　自じ慢まん気げに、薄い胸を張るマイラ。

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしにちゃんと考えがありますから。獣吾さんは大おお船ぶねに乗った気持ちでいてください」

　自信たっぷりに言うマイラ。その笑顔には一点の曇りもなかった。

（そうだ、こいつは腐くさっても未来からやって来たアンドロイド。何かとんでもない奇き跡せきを起こしてくれるかもしれん）

　獣吾は、ほんの少しだけマイラに期待した。

　彼女の笑顔を信用することにしたのだ。

　その期待が間違いだったと気付くのは、翌よく日じつのことだった。
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　昼休みの到とう来らいを告げるチャイムが鳴り響ひびいた。

　教師が出ていくと、途と端たんに教室内ないは賑にぎやかとなる。弁べん当とうを開く生徒、教室を出る生徒、お喋しやべりを始める生徒。数すう学がくの授業で重くなっていた空気がかき混ぜられる。

　そんな教室の一番後うしろの席で、獣吾は落ち着きのない様よう子すで腕を組み小こ刻きざみに足を動かしていた。

「もう昼休みになっちまったぞ。マイラの奴やつ、一いつ体たい何なにをしてやがんだ」

　焦あせった様子でそう呟つぶやく。

　昨さく晩ばん、自分に任せて宣せん言げんをしたマイラは、そのまま自分の部屋にこもってしまった。『決して覗のぞかないでください』という張り紙までして。さらに、部屋にガッチリと鍵かぎまでかけて。

　トイレにでも出てきた時に何をやっているのか聞こうと思った獣じゆう吾ごだったけど、相手はアンドロイド。残念ながらトイレなんかいかない。

　朝になっても出てこないマイラに、さすがに我が慢まんできなくなった獣吾がドアを叩たたくと、

『すみません、もう少し時間がかかるんです。準備が完了したら連れん絡らくするので、獣吾さんは学校に行っててください』

　とのことだった。

（やっぱり、旅に出た方がいいんじゃないか？）

　とも思った獣吾だったけど、昨さく晩ばんのマイラの言葉をその時は信じることにした。

　こうして、登校はしたものの……。マイラからは何の連絡もないまま昼休みになってしまったのだ。

（しかし、マイラの奴やつ。部屋にこもって一体何をやってたんだ？）

　一ひと晩ばん越ごしの謎なぞに、改めて頭を悩ませる。

（オレそっくりのロボットでも作ってそいつに交こう渉しようをさせるとかか？　それとも、ボインを小さくしてしまう光こう線せん銃じゆうを作っているとかか？　いやいや、ボインが怖こわくなくなる錠じよう剤ざいのようなものなのかもしれん）

　あれやこれや考える。

（とにかく、何でもいいから早くしてくれよな。センパイ達がオレのこと呼びに来たらどーすんだよ。下手へたにごねたら、オレがボインに怯おびえてるんだと勘かん繰ぐられちまうし）

　エロに弱いことは獣吾の弱点でもあり、また最大のコンプレックスでもあった。だからこそ、過か剰じようなまでに神しん経けい質しつになっている。

　連れん絡らくが来るであろう携けい帯たい電話を握りしめ、獣吾がひたすら待ちの態たい勢せいでいる時だ。

　教室に戻ってきた一人の女じよ子し生徒が獣吾に声をかける。

「あの、梶かじ山やま君。廊下に、お客さんが来てるんだけど」

「ああ、分かってる。センパイ達だろ？」

　ついに来たかと天てん井じようを見上げる獣吾に、女子生徒が困ったような顔で告げる。

「違うわ。その、外国人じんの女の子なんだけど」

（外国人の女の子？）

　獣吾は小こ首くびを捻ひねる。そんな知り合いに心当たりなんてなかったからだ。

　だけど、女子生徒の次の説明で獣吾はピンと来た。

「えっと、長い金きん髪ぱつをしてて、中学生ぐらいの女の子だけど」

（まさか!?）

　獣吾は勢いよく立ち上がると廊下へと飛び出す。案あんの定じよう、そこにいたのはマイラだった。

　見み慣なれた青白い未来服ふくではなく、この時代の女の子の服を着ていた。

　チュニックにショートパンツ。なかなかよく似に合あっている。

「あ、獣じゆう吾ごさん」

　マイラが顔を綻ほころばせる。

「お、お前、どうしてここに？」

「もちろん、準じゆん備び完了だからに決まってるじゃないですか。最初は、連れん絡らくして一いち度ど家に戻ってきてもらうつもりだったんですけど、少しでも早い方がいいと思って来ちゃいました」

　高校に私服の少女がいたらそれだけでも目立つ。しかも、その少女はなかなかお目にかかれないような豪ごう奢しやな金きん髪ぱつだ。

　さらに、雲うん南なんの猛もう獣じゆうと呼ばれる獣吾と親しげに話をしているということで、人々の注目がおおいに集まってしまう。

　クラスメイト達も、わざわざ教室から顔を出し獣吾とマイラを観察する。

「誰だれだ？　あれ？　外人さん？」

「梶かじ山やまを訪ねてきたんだって」

「ってことは、梶山君のカノジョ？」

「大人おとなの女性だけでなく、ああいった子もＯＫだったのね」

「でも、それにしても子供過すぎない？　梶山君って、もしかしてロリコンの気けも？」

　なんて声が囁ささやかれる。

　ロリコンだと思われる精神的苦く痛つうは、エロに弱いのをを知られるのに匹ひつ敵てきする。

「こいつは、ちょっと訳わけありで預かってる親しん戚せきの子なんだ。それだけだからな」

　早口にそう説明をすると、獣吾はマイラの小さな体を小こ脇わきに抱え全ぜん速力で走り出した。







　獣吾がやって来たのは、一階端はしにある掃そう除じ用具倉そう庫こだ。ワックスの入った缶かんや大きなモップが置かれている。

　ここならば、誰かに話を聞かれることもないだろう。

「いきなり学校に来るんじゃねーよ。外で落ち合うとか方法はいろいろあるんだからな」

　ぶつくさと文もん句くを言ってから、獣吾は期待のこもった瞳ひとみを向けた。

「でもまあ、そのことは別にいーぜ。お前、準備完かん了りようだって言ってたよな？　ボインをどうにかできるんだな!?」

「はい、もちろんです。何度も言うようですがわたしは28世紀最さい高こうのセクシロイドです。これぐらい大したことじゃありませんよ」

　自じ慢まん気げに、マイラが笑えみを浮かべる。

「少し時間はかかってしまいましたが仕上がりは完かん璧ぺきです。もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

「マイラ、お前の努力に感謝するぜ！」

　マイラの手を握り、上下に振る。

「で、どういう方法なんだ？　オレそっくりのロボットか？　ボインを小さくする光こう線せん銃じゆうか？　あ、ボインが怖こわくなくなる錠じよう剤ざいだろ？」

　考えていた可能性を口にする獣じゆう吾ごだったけど、

「ふっふっふ、そんなものじゃありませんよ」

　マイラはポケットに手を突っ込むと、もったいをつけてからそれを引き出した。

「ジャジャーン！」

　効こう果か音おん付つきで目の前に突き出された物体に、獣吾は驚きで目を丸くする。

「こ、こいつは!?」

　一見、それは糸をくくりつけた五円玉だまに見えた。

　よく見ても、やっぱり糸をくくりつけた五円玉だった。

　たっぷりと時間をかけてそれを眺ながめてから、獣吾は真ま顔がおで尋たずねる。

「なあ、マイラ。これって、未来のすごい道具だったりするのか？　オレには糸をくくりつけた五円玉にしか見えないんだけどよ」

「正しよう真しん正しよう銘めい、糸をくくりつけた五円玉です」

　それが答えだった。

「獣吾さん、この五円玉をよく見ていてくださいね」

　ポカンとする獣吾の前で、マイラはその五円玉を左右にゆっくりと揺らし始める。

「獣吾さん、獣吾さん、あなたはボインが肉まんに見えるようにな～る。あなたはボインが肉まんに見えるようにな～る。あなたはボインが肉まんに見えるようにな～る」

　五円玉の揺れが止まった。

「なあ、もしかして今のって？」

「はい、催さい眠みん術じゆつです」

　堂どう々どうと、マイラが答える。

　獣吾は辛しん抱ぼう強づよく待った。

『な[image: ～][image: ～]んちゃって。軽いジョークです。本当は、これです！』

　ジャジャ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン!!

『おおっ！　これはスゴイ！』

『えへへ、スゴイでしょう』

『これなら、小こ林ばやしのボインも怖こわくないぜ。うははははは』

　って展開になるのをだ。

　だけど、残念ながらそんな展開にはならなかった。

　マイラはやりきった達たつ成せい感かんすら感じさせる笑えみで獣吾を見ているのだから。

　恐ろしいことに、どうやら先ほどの五円玉をプラプラ揺らすのが、マイラの策のすべてだったのだ。

「そ、それじゃ、お前が一ひと晩ばん中じゆう部屋にこもってたのは？」

「もちろん、催さい眠みん術じゆつの練習に決まってるじゃないですか。夜どおし五円玉だまをプラプラさせ続けたんですよ。それはそれは過か酷こくな修しゆ行ぎようでした」

　神しん妙みような顔つきでマイラが答える。

「でも、その甲か斐いあってとうとう催眠術をマスターしたんです。ちゃんと獣じゆう吾ごさんのお母かあさんで試したので効果は実じつ証しよう済ずみです。あなたはだんだん眠くなるって催眠術をかけたら、獣吾さんのお母さんは、『まあ、不ふ思し議ぎ!?　おばさんだんだん眠くなってきたわ。マイラちゃんすごいわね』なんて言いながらテーブルに突っ伏してすーすー寝ね息いきを」

　そんなのは、マイラＬＯＶＥの母親が適当に調子を合わせたに決まっている。不ふ自然な説明口く調ちようがその証しよう拠こだ。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]、それにしてもわたしってすごいですよね。さすがは28世紀最さい高こうのセクシロイド。高こう性せい能のうにも程ほどがあるぞって感じですよ」

　得とく意い気げにマイラが笑う。

「獣吾さん。もうこれで女おんな教師のボインなんて怖こわくないですよね。だって肉まんに見えるんですから。あれ？　獣吾さん。どうしてそんなに怖い顔をしてるんですか？　どうして指をわなわなさせてるんですか？　どうしてモップを手にするんですか？　ねえ、獣吾さん？　獣吾さんってば？」
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　掃そう除じ用具倉そう庫こを出た獣吾は、ピシャリと引き戸を閉じる。モップをあてがいつっかえ棒にした。

「ちょっと、獣吾さん。開けてください。一人じゃ心細いですよお」

　倉庫の中からマイラのくぐもった声が聞こえてきたけれど、獣吾は容よう赦しやなく放ほう置ちする。

「あいつを信用したオレがバカだったぜ」

　廊下を歩きながら、獣吾は毒づいた。

「しかしまいったぞ。マイラに期待してて何の対策も考えてないからな」

　腕を組みしばし考え込んでから、獣吾は真ま顔がおで呟つぶやいた。

「やっぱり、全国制せい覇はの旅に出てこの件をうやむやにするしかねーか」

　とその時だった。後ろから声をかけられる。

「あ、梶かじ山やま」

「どこに行ってたんだよ。俺おれ達たち、お前のこと探してたんだぜ」

　先せん輩ぱい男だん子し達だ。

「早く小こ林ばやしのとこに行ってくれよ」

「お前なら楽な仕事だろ？」

　せがむ先せん輩ぱい男だん子しらに、憮ぶ然ぜんとして言った。

「そんな暇ひまねーよ。オレ、全国制せい覇はの旅に出ることにしたからな。悪いけど、小こ林ばやしの件は自分達で何とかしてくれよ」

　さっさと立ち去ろうとする獣じゆう吾ごだったけど、その足が静せい止しする。廊下の向こう側から歩いてくる一人の人物を瞳ひとみが映した。

「マジ……かよ」

　残念ながら、マジだった。小林桃もも香かその人だったのだ。

「全国制覇の旅、応おう援えんしてるぜ。だからその前にサクっと終わらせてくれよ」

「俺おれ達たちは、お前の活かつ躍やくを見守っているからな！」

　そんな言葉を残すと、先輩男子らはさっさと逃げていく。

「あ、テメーら！」

　怒りの声を上げる獣吾の眼めの前に、桃香がやって来る。

「あら、あなたは昨日きのうの」

　素す通どおりしてくれたらいいものの、しっかりと足を止めてくれちゃっている。

「あの後で聞いたわ。あなたが有名な梶かじ山やま獣吾君なんですってね。もっと怖こわい感じを想そう像ぞうしてたのだけど、実際はかわいい男の子でびっくりしたわ」

　獣吾はそっぽを向くと唇くちびるを嚙かみ締める。

　正面なんて見れるはずがなかった。だってそこに、ボインがあるのだから。

　桃香の格かつ好こうは昨日と同じ。チューブトップにシャツを羽は織おっただけというものだった。一度でも獣吾が正面を向いたら最後、ボインの餌え食じきになってしまうのは間違いないだろう。

　不ふ自然に視線を外す獣吾の様よう子すに、桃香がほくそ笑えむ。サディスティックな色のこもった笑いだった。

「昨日は飛び出していっちゃったけれど、本当は何か私に話したいことがあったんでしょ？」

　色っぽい声で囁ささやく。

　獣吾としては、一いつ刻こくも早くこの場から逃げ出したかった。力いっぱい吠ほえて走り出したかった。

　だけど、先輩男子らが廊下の角かどからこちらを覗のぞき見ているのにも気付いている。もしそんな事をしたら最後、『獣吾＝エロに弱い』と知られてしまう。

「その……よ」

　カラカラに渇かわいた喉のどで、獣吾は言葉を搾しぼり出す。

「セ、センパイ達に頼まれたんだけど。宿題を、へ、減らしてくれって」

「なあに、よく聞こえないわ。ちゃんと先生の顔を見て話をしてちょうだい。それとも、こっちを向けない理由でもあるのかしら？」

　からかうように桃もも香かが言う。この場の主しゆ導どう権けんは完全に彼女に握られていた。

「だ、だから。センパイ達の宿題を、へ、減らしてくれって」

　しどろもどろになりながらも必ひつ死しに健けん闘とうする獣じゆう吾ごの頭に、桃香がいきなり手を伸ばした。

　そのままぐいっと獣吾の顔を動かし自分の方へと向かせる。

「ちゃんとこっちを向いて。うふふふふ」

[image: ]

　勝ち誇ったように、桃香は目を細めた。

　視線が桃香の胸で覆おおわれた瞬しゆん間かん、獣吾は死を予よ感かんした。

　一秒で鼻はな血ぢを噴ふき出し、のけぞり倒れ意識を失うことを覚かく悟ごした。次に目覚めるのは保健室しつのベッドであろうことも。

　だけど、爆ばく発はつ寸すん前ぜんだった獣吾の頭が急きゆう激げきに平常を取り戻す。

　チューブトップからはみ出しているのは、ほかほかと湯ゆ気げをたてる真まっ白しろな肉まんだったからだ。

　まるで、男子が女じよ装そうするために胸に肉まんを突っ込んでいるような感じだ。もちろんセクシー度ど合あいなんて皆かい無むだった。

（こ、これは一体どーゆーことだ？）

　訳わけが分からず啞あ然ぜんとする獣吾だったけど、すぐにこの超ちよう常じよう現げん象しようの原因に思い当たる。

（そっか！　マイラの催さい眠みん術じゆつ！　あれが成功してたのか!?　チクショー、マイラの奴やつ、やってくれるじゃねーかよ！）

　ボインが相手なら勝てる気がしなかったけど、肉まん相手ならどうってことない。

　獣じゆう吾ごは桃もも香かの腕を振り払うと、しっかりと桃香を見つめ言った。

「小こ林ばやしセンセー。何か、一部の男だん子しを宿題責ぜめにしてるらしいッスね。それって、生徒いじめですよね。どーせ、自分の色いろ仕じ掛かけに舞い上がってる男子をからかって、Ｓっ気を満足させてるだけっしょ？」

「な、何ですって!?」

　勝利に浸ひたっていた桃香の顔かお色いろが変わった。不ふ動どうだと思われた主しゆ導どう権けんに変化が訪れた瞬しゆん間かんだった。

「これからも続くようなら、オレ、他の先生に相談してもいいッスよ」

　一いつ瞬しゆん歯は嚙がみする桃香だけど、すぐに余よ裕ゆうを取り戻す。

「ふふふ、学校一いちの問題生せい徒とであるあなたの話をどの先生がまともに聞いてくれるのかしら？」

「そ～ッスね。例えば理り事じ長ちようとか」

　こともなげに獣吾は答えた。

「しょっちゅう呼び出されてるうちに、理事長とすっかり顔かお馴な染じみになっちまったんスよ。これ、この間あいだ理事長から来たメールッス」

　獣吾は携けい帯たいを操そう作さすると画面を桃香へと付き突けた。




『獣吾っちへ。また大おお暴あばれしたそうで、三みつ葉ば工こう科か大学から抗こう議ぎが来ました。でも、話に聞くと女の子を守るためだったとか。私はそういう男おとこ気ぎ溢あふれる行為は好きなので今回の件は不ふ問もんとします。ただし。やりすぎには今こん後ご注意するように。ｂｙ　本ほん瓦がわら忠ただ勝かつ』




　紛まぎれもなく、この雲うん南なん高校の理事長の名前だった。私し立りつ雲南高校においては、理事長は校長を凌しのぐ絶対権けん力りよく者しや。その一ひと言ことで、教師だって首にできる。

　桃香の顔が強こわ張ばった。心なしか青ざめもする。

「そういうことだから、センパイ達の宿題。ほどほどに頼むッスよ」

　ピラピラと手を降ると、獣吾はクルリと背中を向け立ち去ろうとする。

「ま、待って！」

　桃香が獣吾を呼び止める。

「ねえ、梶かじ山やま獣吾君くん。いろいろと誤ご解かいがあるようだけど、それさえ解ければ私達きっと仲良くなれると思うわ。どう？　これから進しん路ろ指し導どう室しつで二人きりで話さない」

　獣吾に歩み寄ると、胸を強きよう調ちようするように腕を組んで見せる。盛り上がった胸がチューブトップからブルンと飛び出しそうだ。

「あなただって、もっと眺ながめていたいでしょ？先生のおっぱい♡」

　桃もも色いろ吐と息いきで誘ゆう惑わくするが、獣じゆう吾ごにはまるで通じない。だって、肉まんにしか見えていないのだから。

　フンと鼻を鳴らすと、獣吾は平へい然ぜんと言ってのけた。

「オレ、そんな肉まんに興きよう味みねーッスから」

　じゃっと言うと、今度こそ獣吾はその場を後にする。

　廊下を進み先せん輩ぱい男だん子しらが身を潜ひそめる角かどを曲がった。

「梶かじ山やま！　お前スゲーよ！」

「お前ならやってくれると思ってたぜ！」

「さすがは雲うん南なんの猛もう獣じゆうだ！」

　賛さん美びの声が集まる。獣吾としても悪い気はしない。

「よし、梶山の偉い業ぎようを称たたえて屋上で軽く宴えん会かいでもしようぜ」

「ああ、昼ひる時どきだし丁ちよう度どいいや。あ、だけど梶山。全国制せい覇はの旅に出るんじゃ？」

「気が変わったぜ。全国制覇はまた今度にするさ。屋上で騒さわごうじゃねーか」

　すっかり気が大きくなった獣吾は、上じよう機き嫌げんで話に乗った。







　獣吾達たちの笑い声が遠ざかっていく中、桃もも香かは一人、薄うす暗ぐらい廊下に呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「私の胸を、肉まんと一いつ緒しよにするなんて」

　彼女のボイン人生の中で、そんなことは初めてだった。

　どんな男もみな、桃香のボインの前では為なす術すべもなく轟ごう沈ちんしていった。

　ボインは彼女にとっての、最大の武器でありアイデンティティーの塊かたまりだった。

　それが、あっさりと否定されたことは、桃香にとっては到とう底てい受うけいれられることではない。

　悔くやしさに、桃香は強く唇くちびるを嚙かみしめる。

「大たいしたことないと思ったのは私の勘かん違ちがいだったようね。梶山獣吾。どうやら私の本ほん気きをぶつける必要がありそうだわ」
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「乾かん杯ぱい[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　雲南高校の屋上にて、そんな声が響ひびき渡る。

　円えん座ざを組んで座っているのは、獣吾と先輩男子達だ。それぞれの手には、缶かんジュースが握られている。

　目の前には、大量の食べ物だ。スナック菓が子しやチョコレート菓子、おつまみのスルメやバターピーナッツ。お握りや寿す司し、牛ぎゆう丼どんやパスタなんかもある。どれもこれも先せん輩ぱい男だん子しらが学校の前にあるコンビニで買いこんできたものだ。

「本当はジュースなんかじゃなくビールでも飲みたいとこだが、さすがに制服じゃ買えないからな。これで勘かん弁べんしてくれよ」

　すまなそうに先輩男子が言う。

「別にいーさ。どーせ停てい学がく食らうなら、ビールよりケンカの方がいいからな」

　本ほん音ねを口にすると、獣じゆう吾ごは手にしていたコーラをぐびぐびと飲む。

「今だから言えるけど、実は途と中ちゆうまでハラハラしてたんだ」

　一人の先輩男子が言った。

「だって、梶かじ山やま。妙みように挙きよ動どう不ふ審しんだったし、小こ林ばやしの方を絶対に見ようとしなかったからな」

「ああ、俺おれもそう思った。実は梶山、エロにまるで弱いんじゃないか？　とも思ったぞ」

「バ、バーカ！　そんなはずねーだろ！　オレがエロに弱いなんて！」

　不ふ自然なくらいの大声で叫ぶ獣吾。真しん相そうを言い当てられてつい声が大きくなってしまったのだ。内ない心しん、冷ひや汗あせものだったのは言うまでもない。

「そんな怒るなって。間違いだってちゃんと分かったから」

「ああ、そうだ。あんなものを見せられたらんだ。納なつ得とくするしかねーって」

　興こう奮ふん冷めやらぬといった様よう子すで、先輩男子らは口ぐちに言った。

「ホント、梶山はスゲーよ！　あのボインの魔ま力りよくに見事に打ち勝ったんだから」

「しかも、最後の一ひと言ことが最高だったな。『オレ、そんな肉まんに興きよう味みねーッスから』なんだから」

「あのボインを前にしてそんなことが言える男は、世界広ひろしと言えども梶山ぐらいなもんだぜ」

　やんややんやと褒ほめ称たたえる。

　実際はそんな褒められることはしていない。獣吾にしてみれば肉まんを肉まんと言っただけなのだから。

　それでも、こうも褒められると悪い気はしない。本当に自分の実力のような勘かん違ちがいさえしてくるから困ったものだ。

「オレにとっちゃあれぐらいわけないぜ」

　自じ慢まん気げに言い放つ獣吾に、先輩男子の一人が尋たずねる。

「でも、正直なところどう思ったんだ？　小林のボインを見て」

「ま、うまそうだなとは思ったさ。でも、もっとうまそうな本ほん場ばのをしょっちゅう食ってるしな。わざわざかぶりつくほどのもんじゃなかったぜ」

　もちろん、獣吾が語っているのは肉まんのことだ。

　しゅっちゅう食べているのも、横よこ浜はまに住んでいる親しん戚せきがたまに送ってくれる中ちゆう華か街がいの高級肉にくまんだ。

　だけど先輩男子らは、『肉まん＝ボイン』と理解する。

　顔を突き合わすと、深しん刻こくな顔でヒソヒソ話を始めた。

「聞いたか!?　しょっちゅう食ってる……だってさ」

「しかも本場のだってよ。本ほん場ばのボインって何だよ？」

「そりゃ、やっぱりあれじゃないか？　アメリカ産のダイナマイトボイン！」

「くっ、さすがは猛もう獣じゆうだ。その性せい欲よくは海をも超えるのか」

　尊そん敬けいと畏い怖ふの眼まな差ざしで先せん輩ぱい男だん子しらが獣じゆう吾ごを見る。

「はっはっは、まあ、次も何かあったらオレに声かけてくれよな」

　豪ごう快かいに笑いながら、獣吾は心の中で呟つぶやく。

（マイラ、ほんっとうにサンキューな。感謝するぜ）

　と同時に思い出す。そんな恩おん人じんをまだ掃そう除じ用具倉そう庫こに閉じ込めたままだってことを。

　すぐに行って出してやろうと思ったけれど……。

（まあ、宴えん会かいが終わった後でもいいだろう）

　褒ほめられるのが気持ちいいから、この場をまだ離れたくなかったのだ。

　恩おん知しらずもいいところな獣吾が、残っていたコーラを喉のどに流し込んだ直後だった。少し離れた場所にある鉄の扉とびらが開き、一人の先輩男子がやって来る。

　食べ物の買い出しに行ったまま、戻ってこなかった一人だ。

「待たせたな。買ってきたぜ！」

　誇らし気に掲かかげ上げたのはビニール袋ぶくろだ。

「いつものコンビニは、この季節置おいてないからな。少し遠くまで行ってきたぜ」

　やって来た先輩男子が、へらへらとした笑いを向ける。

「梶かじ山やまのあの一ひと言ことを聞いたら、こりゃあもう買ってくるしかないっしょ？」

　先輩男子が紙かみ袋ぶくろから取り出したのは、真っ白くてほかほかと湯ゆ気げを立てる物体。

「おっ！　肉まんじゃねーか!?」

「いいチョイスしてんじゃねーかよ！」

　他の先輩男子らが湧わきあがった。

「よーし、こいつを小こ林ばやしのボインだと思ってかぶりついてやろうぜ！」

「お───！」

　むらがるようにして、先輩男子らがビニール袋に手を突っ込み肉まんを摑つかみ出す。

「おっと、俺おれらの英えい雄ゆうに一番にかぶりついてもらわなきゃな」

　一人の先輩男子が、獣吾へと肉まんを突き出した。

　だけど、獣吾はその肉まんに手を伸ばすことはできなかった。

　それどころじゃない。肉まんを凝ぎよう視しする瞳ひとみは見開かれ、瞬まばたきすらできないでいた。全身が硬こう直ちよくし、額ひたいからは汗あせが噴ふき出している。

　その顔が見る見る内に真まっ赤かに染そまった。

　さすがの先せん輩ぱい男だん子しらも、獣じゆう吾ごの尋じん常じようでない様よう子すに気付く。

「梶かじ山やま。一体どうしたんだ？」

　ぶしゅっ!!

　返事の代わりに、獣吾は両鼻はなから鼻はな血ぢを噴き出させた。思いきり振りたくった炭たん酸さん飲料の蓋ふたを開けたような勢いだ。

　真まっ赤かな鮮せん血けつをまき散らし、そのまま仰あお向むけに倒れる。

「梶山！　しっかりしろ！　おい、梶山！　梶山！」

　先輩男子達たちの慌あわてふためく声が、屋上に響ひびいたのだった。
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　どれぐらい、時がたっただろうか。

　深い海の底に沈んでいたかのような獣吾の意識が、ゆっくりと海面に浮上した。

　白い天てん井じようが見えた。周りを取り囲む淡いブルーのカーテン。息をすると消しよう毒どくの臭においがする。

「あ、起きたんですね」

　視し界かいに飛び込んできたのは、金きん色いろの髪かみで貧ひん相そうな体つきの少女。マイラだ。

　獣吾は目をしばたかせた。まだ頭がボンヤリとしていて、何があったのか思い出せない。

「なあ、マイラ。ここは？」

「ここは、獣吾さんの高校の保健室しつです。わたしが倉庫から出て校舎内ないを歩いていたら、男だん子し生徒さん達に担かつがれて運ばれていく獣吾さんを見かけたんです。それで、看かん病びようを買って出たってわけです」

　えっへんと胸を張りマイラは言う。

「あ、心配いりませんよ。ちゃんと、わたしは獣吾さんの親しん戚せきだって名乗っておきましたから」

　とは言っても外がい見けんが外見だから、相手がさぞや困こん惑わくしたのは間違いないだろう。

「それにしても獣吾さん。ひどいじゃないですか！」

　忘れていた怒りを思い出したように、マイラがプクーと頰ほおを膨ふくらませた。

「わたし、あれからしばらく倉庫の中だったんですよ。幸い、通りかかった女の子がわたしの声に気付いてくれたからいいものの、そうでなかったら夜になるまでずっとあのままでした」

　大きく開いた目で獣吾を睨にらみつけていたマイラだけど、すぐにその表情がニヘラ～とにやける。

「でも、とくっべつにあの件はなかったことにしてあげますね。だって、今日きようはすごくおめでたい日なんですから」

　嬉うれしくて嬉しくてたまらないといった様よう子すで、マイラはウシシシと笑う。

「獣じゆう吾ごさんを運んでいた男だん子し生徒さん達から聞きました。獣吾さん、小こ林ばやし先生って言う女の先生に見事に勝ったそうじゃないですか。立ちはだかるボインに臆おくすることなく、毅き然ぜんとした態たい度どだったって聞きましたよ。これも、わたしが催さい眠みん術じゆつがあったからこそですね」

　催眠術……その言葉をキーワードに、獣吾の不ふ明めい瞭りようだった意識が覚かく醒せいした。

（そうだ！　そうだったぜ！）

　獣吾はベッドから飛び起きると、マイラに詰め寄る。鬼おにのような形ぎよう相そうで叫んだ。

「マイラ、お前って奴やつは何てことしてくれたんだ!?」

　そこに感謝なんて微み塵じんもなかった。どうひいき目に見たって獣吾は怒っている。

「どうしたんですか？　催眠術、うまくかかってなかったんですか？」

　獣吾は強く首を振る。

「違う！　催眠術は成功だ。ボインはしっかりと肉まんに見えた！」

「だったらいいじゃないですか。一いつ体たい何が問題なんですか？」

　そう尋たずねるマイラに、獣吾は腹の底から絞しぼり出すような声で叫んだ。

「肉まんがボインに見えるんだよ！　肉まんがボインに見えるんだよ！　肉まんがボインに見えるんだよ！」

　大切なことなので三回繰くり返した。

　マイラはしばしキョトンとした顔で獣吾を見つめてから、一ひと言ことだけ言った。

「はい？」

「だから、ボインは肉まんに見えるようになったけど、逆に肉まんがボインに見えるんだよ！　オレが屋上でぶっ倒れたのだって、突き出された肉まんがボインに見えたからなんだああ!!」

　世界の不ふ条じよう理りを込めたかのように絶ぜつ叫きようする獣吾。さすがのマイラもことの次し第だいを理解した様子で、ポンと手を打つ。

「なるほど、ボインが肉まんに見えるようになった代わりに、肉まんがボインに見えるようになってしまった。催眠術の予期しない副ふく作用ってやつですね」

「最近のコンビニは年がら年中肉にくまんを売ってるし、オレはもう怖こわくて足を踏み入れられないぞ！　いいや、それだけじゃない。また横よこ浜はまのおじさんから特とく大だい肉まんが送られてきたらどうなるんだ？　何も知らないおふくろがそいつをチンしてオレの前に出したりしやがったら……」

　想そう像ぞうしただけでも血の気が引く。

　まだ本物のボインの方がいい。基本的に服で隠かくしてくれているからだ。だけど肉まんともなればそうもいかない。視し界かいに入る時は大たい抵てい裸はだかだ。

　この状況に比べれば、まだ催眠術をかけられる前の方がマシなはずだ。

「マイラ、早くオレの催眠術を解いてくれ！」

　懇こん願がんするように言う獣じゆう吾ごだったけど、マイラは聞いちゃいなかった。

「ボインを肉まんに見せるだけでなく、肉まんをボインに見せてしまうなんて。わたしって催さい眠みん術じゆつの才さい能のうがあるのかもしれませんね。う[image: ～][image: ～]ん、さすがは28世紀最さい高こうのセクシロイドです。可能性が無限大だいですよ」

　一人で悦えつに入っているのだから困ったものだ。

　獣吾のこめかみにバッテン印じるしの血けつ管かんが浮かび上がった。何てことはない、猛もう烈れつに怒ったのだ。

「マ[image: ～][image: ～][image: ～]イ[image: ～][image: ～][image: ～]ラ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　地じ獄ごくの悪あつ鬼きのような声を出すと、獣吾はマイラの小さな顔を両手で挟はさむ。

「オレは、さっさと催眠術を解けって言ってんだよ！」

　両手をぐりぐりと動かし、マイラの顔をこねくり回す。必ひつ殺さつ、顔面クラッシャーだ。別べつ名めい、ヘン顔がお製せい造ぞうホールドとも言う。

「わ、分かりました。解きます解きます。不ふ詳しようマイラ、解かしていただきます」

　顔面クラッシャーから解放されたマイラは、さっそく催眠術の解かい除じよに取りかかった。

「梶かじ山やま獣吾さん。わたしがあなたの目の前で手を叩たたいたら、あなたにかかっている催眠術は跡あと形かたもなく消えてしまいます。手を叩いたら、催眠術は跡形もなく消える。いいですね？」

　念ねんを押すように繰り返してから、獣吾の目の前に両手を持ち上げる。

「さあ、いきますよ。せーのっ」

　勢いよく打ち鳴らされるはずの両手。だけどそれは、寸すん前ぜんで止められる。

「おい、どうしたんだよ。さっさとしろよ」

　獣吾の不満声ごえなど聞こえない様よう子すで、マイラは真剣な顔で呟つぶやく。

「獣吾さんは、今、肉まんがボインに見えるようになっている。………うふふふふ」

　マイラがいやらしい笑えみを浮かべる。ちなみに、このいやらしいってのはエロ系けいの意味じゃない。何か良からぬことを思いついた悪あく徳とく商人のような笑みだ。

「獣吾さん！」

　大おお声ごえを上げたマイラは、くっつかんばかりに顔を近づけてくる。

「この辺りで、一番大おおきな肉まんを売っている店を教えてくれませんか!?」

　意味が分からなかったが、マイラの迫はく力りよくに押されついつい答えてしまう。

「だったら、村むら井い屋やかな。味はイマイチだけど、大きさだけだったらかなりのもんだぞ」

　獣吾は、学校から少し離れた場所にある個人経けい営えいのコンビニの名前をあげた。店てん主しゆが大おお盛もりにこだわりがあるらしく、巨きよ大だい弁べん当とうが売りの個性的な店だ。

　もちろん、そこで売られている肉まんだって特とく大だいサイズだったのだ。

「いくらですか!?」

「確か、一個三百円ぐらいだったよーな」

「あ、それでしたら大だい丈じよう夫ぶですね。二つ買っても六百円だし、獣吾さんのお母かあさんにもらったお小こ遣づかいで十分足たります」

　ホッと胸を撫なで下ろしてから、さらに獣じゆう吾ごに詰め寄る。

「それで、村むら井い屋やさんにはどうやって行くんですか!?」

「少し遠いが道は簡単だぜ。学校を出てすぐ右に曲がってひたすら歩くんだ。そうすると道路を挟んだ左側に店が見つかるはずだぜ。それよりも、催さい眠みん術じゆつだ。早く解いてくれよ」

　急せかす獣吾だったけど、すでにその時、マイラは目の前にいなかった。

「それじゃ、わたしちょっと出かけてきますね」

　保健室しつの出入り口の付近に立ち、意気揚よう々ようとした顔をこちらへ向けている。

「待っててくださいね。獣吾さん。わたしのボインでたっぷりエロ修しゆ行ぎようさせてあげますから」

　片かた目めをつぶりウインク、さらに投げキッスまでしてから、マイラは保健室しつを飛び出していく。かなり舞い上がっているのは間違いない。

「あいつ、何を言ってんだ？」

　さっぱり訳わけが分からないといった顔で、獣吾が呟つぶやく。

「ボインでエロ修行とかほざいてたけど、あいつボインねーじゃねーかよ」

　フンと鼻で笑う獣吾だったけど、うかない顔つきだ。どうにも嫌いやな予よ感かんがして仕方がないのだ。野や生せい動物の勘かんと言ってもいいだろう。

　獣吾は冷静に考えることにした。分かっていることがらを整理する。




●マイラは、村井屋に特とく大だい肉まんを二つ買いにいったようだ。

●自分のボインで獣吾のエロ修行をするつもりのようだ。




　何の繫つながりもないような事こと柄がらだけど、たった一つの事実がすべての謎なぞを解き明かす。




★自分は今、肉まんがボインに見えてしまう！




「あああああああああああ!!!!」

　獣吾は天てん井じようを仰ぎ叫んだ。

「間違いない！　あいつ、特大肉まんを二つ買ってそれを自分の胸に突っ込むつもりだ！　でもって、それでオレのエロ修行をしようって腹なんだ！」

　顔立ちが幼いとは言え、マイラという女性（アンドロイドだけど）にセッティングされた二つの特大肉まん。それがどんなに恐ろしい結果をもたらすかは想そう像ぞうに難かたくない。




（マイラ＋特大肉まん二つ）×獣吾にかかった催眠術＝特大ボインのマイラ！




　そんな恐ろしい数すう式しきが頭の中で完成した。

「肉まんを単たん品ぴんで見せられただけでもこっちはひっくり返ってんだぞ！　ダブルで、しかも胸に装そう着ちやくされちまったらどうなるかぐらい想そう像ぞうがつくだろう。あいつはオレを殺す気か!?」

　バリバリと頭を搔かきむしってから、獣じゆう吾ごは固く拳こぶしを握りしめる。

「マイラの馬ば鹿かを止めなければ！　あいつが特とく大だい肉まんを手に入れる前に！」
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　保健室しつを飛び出した獣吾は、校舎の玄げん関かん目指して走る。

　村むら井い屋やへと旅だったマイラに追いつき、彼女の思いつきを阻そ止ししなければならないのだ。

（調子に乗ってんのもこれまでだぜ、マイラ。すぐにオレが追いつき、お前の馬ば鹿かな計画をぶっつぶしてやるからな！）

　マイラを捕まえた後は、尻しりを二、三発ぶっ叩たたいてやろうとも固く誓ちかう。

　少し早く出発してしまったとは言え、現在のマイラは見かけどおりの体力しかない。マッハで走るなんてことはしないだろう。

　猛もう獣じゆうの追つい跡せきからは、逃れられるはずがなかった。

　だけど、この時ばかりは天はマイラに味み方かたしてしまったようだ。

　玄関へと続く廊下の向こうから歩いてくる数人の男だん子し生徒達たち。その両手に握られているのはほっかほかの肉まんだ。

「急に肉まん食べたくなることってあるよな」

「あるある、無む性しようにかぶりつきたくなるんだよな」

　もちろん、いまだ催さい眠みん術じゆつのかかったままの獣吾の目にはどう見えていたのかは説明するまでもない。

　顔面をひきつらせる獣吾に気付き、男子生徒等らが足を止める。

「か、梶かじ山やま先せん輩ぱい……」

　売られた喧けん嘩かを喜んで買っているだけで、決してむやみやたらに暴ぼう力りよくをふるっているわけではない。校こう則そくだって意い外がいと守っている。実は掃そう除じをサボッたことだってない。

　それが梶山獣吾の真実だ。

　だけど、それを知っているのはごく一部の生徒だけ。違うクラス、とくに後こう輩はいともなれば恐ろしい噂うわさしか聞いていないのが常だ。

『興こう奮ふんした猛獣、梶山獣吾。その前に立ちはだかる男子、すべて暴力のはけ口とされてしまうであろう』

　そんな格かく言げんが、浸しん透とうしているほどだった。

「か、梶山先輩、いつもと様よう子すがおかしいぞ」

「きっと興こう奮ふんしているんだ。何とかして静めなければ俺おれ達たちの明日あすはないぞ」

　後こう輩はい達は怯おびえながら持っていた肉まんを差し出した。

「ど、どうぞ！　梶かじ山やま先せん輩ぱい」

「うぎゃあああ！」

　獣じゆう吾ごは悲鳴を上げるときびすを返し廊下を逆ぎやく方向へと走り出す。

（ここを突っ切るのは危険だ！　正面玄げん関かんは諦あきらめて職しよく員いん玄関から出よう！）

　獣吾は職員玄関を目指す。もちろんそこには獣吾の外そと履ばきなんてないのだけど、緊きん急きゆう事じ態たいだから上うわ履ばきで飛び出したって仕方ないだろう。

（戻ってきた時ちゃんと洗って入れば問題はないよな）

　そんなことを考える獣吾。細かいところで律りち儀ぎだったりするのだ。

　だけど、この試みも失敗に終わった。

　障しよう害がいは、調ちよう理り実習室しつから出てきた女じよ子し生徒達たちだった。エプロン姿すがたで三さん角かくきんをつけている。調理実習の後のようだ。

　獣吾の獣けものの勘かんがざわめいた。肌はだが粟あわ立だつ。

　何かは分からないが危険を察さつ知ちし、獣吾は足を止めた。

「えらく長びいちゃったわね。調理実習。もう昼休みも終わりよ」

「でも、おいしそうなのがたくさんできたからいいじゃない。早く教室に戻って男子達に……配りま」

　そこで、女子生徒達は強こわ張ばった顔つきでこちらを見ている猛もう獣じゆうの存在に気付いた。

「か、梶山先輩」

　不ふ運うんなことに、彼女達もまた獣吾の悪い噂うわさしか聞いていない下級生達たちだった。

『興奮した猛獣、梶山獣吾。その前に立ちはだかる女子、すべて性せい欲よくのはけ口とされてしまうであろう』

　そんな格かく言げんを、女子生徒達は思い出す。

「ど、どうしよう!?　梶山先輩、こっちを睨にらんでるわ！　鼻はな息いきだって荒いし！」

「きっと私達のエプロン姿に欲よく情じようしているのよ。このままじゃ私達、猛獣に食べられてしまうわ」

「落ち着いて！　梶山先輩は超ちよう肉食系けい男子よ！　なら、きっとこれに反応するはず。投げつけて逃げましょ」

　顔を見合わせ頷うなずき合うと、女子生徒達は手にしていた大きなタッパーを開き、中に入っていたそれを摑つかみ出した。

　今いま一番獣吾が遭そう遇ぐうしたくない物体、肉まんだ。

「うがああああ！」

　肉まんが投げつけられる。獣吾にしてみればボインが飛んでくるのだ。恐ろしいことこの上ない。

　こうなったらもう窓から外へと考える獣じゆう吾ごだったけど、ここでもやはり不ふ運うんが立ちはだかる。

　しかも、これまでで最大の不運だった。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]、手て前まえみそながら実にクオリティーの高いオブジェができたものだな」

「美術部ぶの総そう力りよくを費やしたからな。色といい質しつ感かんといい完かん璧ぺきさ」

　男だん子し生徒達たちがほくほく顔で運んでいるのは、大きな板に載のせられた肉まんのオブジェが二つ。確かに色といい質しつ感かんといい完璧な肉まんだった。

　つまり、獣吾には色といい質感といい完璧なボインに見えてしまうということだ。

「うぎょおおおお！」

　獣吾は転がるように窓から離れる。

　前には肉まんをすすめてくる男子生徒、後ろには肉まんを投げつけてくる女じよ子し生徒、窓の外には巨きよ大だい肉まん。

　もはや、逃げ道はなかった。

（オレ、ここで死ぬかも……）

　半なかば本気でそんなことを考える獣吾は気付く。近くに階段があるのにだ。

　階段を上のぼって一度校こう舎しやの二階へと上がり、廊下を突っ走り反対側の階段で降りれば……。

　そんなルートが獣吾の頭の中に構こう築ちくされる。

　獣吾はすぐにそれを実行した。階段を駆かけ上がり二階の廊下へとやって来る。

　もはやそこに、肉まんはなかった。

　獣吾はその場でガッツポーズを決めた。危険地ち帯たいを抜けた達たつ成せい感かんを嚙かみしめる。

（いや、こーしちゃいられないぞ。ボイン地じ獄ごくですっかり時間をロスしちまった。急がなくちゃマイラの奴やつが村むら井い屋やに到着しちまうぜ！）

　改めて走り出そうとする獣吾。だけどその前に両手を広げ立ちはだかる女性の姿すがたがあった。

「待って！　梶かじ山やま獣吾君！」

　一時間程ほど前まえ、獣吾に敗北した小こ林ばやし桃もも香か先生だった。

「丁ちよう度ど良かったわ。あなたのことを探していたのよ」

「小林センセ。悪いけどオレ、今ちょっと急いでて」

　獣吾の声なんか聞かずに、桃香は獣吾の手を摑つかむとぐいぐいと引っ張っていく。

　途と中ちゆうで昼休みの終了を告げるチャイムが鳴り響ひびいたが、そんなものはおかまいなしだ。

　獣吾が連れて行かれたのは、少し離れたところにあった進しん路ろ指導室しつだった。普通の教室より小さ目の部屋の中には、本ほん棚だなが並び進路関係の書しよ籍せきがぎっしりと詰め込まれている。室内には誰だれもいなかった。

　獣吾の腕を離した桃香は、出入り口を塞ふさぐように立つと背中越ごしに鍵かぎをかけた。

「小林センセ。話ならまだ後で聞くから、勘かん弁べんしてくれよ。今はそれどころじゃ」

「梶かじ山やま獣じゆう吾ご君！」

　桃もも香かが叫ぶ。負けられない戦いを前にした武ぶ士しの瞳ひとみだった。

「私はこれまで、数えきれないぐらいの男達をこの胸の虜とりこにしてきたわ。私の胸の魅み力りよくに屈しない男なんていなかった。胸は私の存在そのものなのよ！　高校生の男だん子しごときにそれを否定されるわけにはいかないわ！」

　桃香が羽は織おっていたシャツを一いつ気きに脱ぎ捨てた。

「だから私は、全力であなたを倒す！　さあ、見なさい！　そして私の胸の魅力に屈くつ服ぷくするのよ！」

　とんでもないことに、桃香はチューブトップすら勢いよく脱いでしまう。下した着ぎをつけないチューブトップだ。上じよう半身裸はだかというとんでもない状況だ。

　彼女の言うとおり、それは見事な胸だった。凶きよう器きとも呼べるロケット型で、むっちりとした張りも十分だ。先っぽは淡いピンク色で、ただ大きいだけのだらしのない胸とはまるで違う。

　大たい抵ていの男ならば、この胸に一発ＫＯされてしまうことは間違いないだろう。

　普ふ段だんの獣吾だったなら、鼻はな血ぢを軽く２、３リットルは放ほう出しゆつし気き絶ぜつしていたはずだ。救きゆう急きゆう車しやが呼ばれ病院送おくり。下手へたをしたらそのまま帰らぬ人になる可能性だってあった。

　だけど、しつこいようだけど今の獣吾には催さい眠みん術じゆつがかかっている。

　あらわにされた桃香の胸も、肉まんにしか見えないのだ。

「どう？　これまで誰だれにも見せたことのない先生のおっぱい。スゴイでしょ」

　完かん全ぜん勝利を確かく信しんした桃香が、色いろ香かを匂におい立たせ言う。

「ちょっとぐらいなら、触さわってもいいのよ♡」

「小こ林ばやしセンセ……」

　拳こぶしを握りしめプルプルと震えてから、獣吾は叫んだ。

「いい加か減げんに、しろ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　鼻はな息いきも荒く獣吾は続ける。

「こっちは今、生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなんだ！　そんな肉まんにかまってる暇ひまはねーんだよ！」

　桃香を押しのけると、獣吾はさっさと鍵かぎを開け部屋を出ていく。

「ウ…ソ…」

　桃香はその場にへたり込んだ。

「私の胸のすべてが、通用しないなんて……」

　小林桃香二十四歳さい、初めての完全敗はい北ぼくだった。
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「くそっ、余よ計けいな時間を食っちまったぜ！」

　進しん路ろ指導室しつを後にし、二階の廊下を突っ走りながら獣じゆう吾ごは毒づいた。

　予定通りに、反対側の階段を使い一階へと下りる。もう昼休みは終了しているから元の道を引き返してもいいかと思ったが、万まんが一いち脅きよう威いが残っていたら大変だからそうしたのだった。

　一階の廊下はガランと静まり返っていた。後こう輩はいの男だん子し生徒や女じよ子し生徒らも教室に戻ってくれたようだ。正面玄げん関かんへと続く道には人っ子一人いない。

（もはや外そと履ばきに履き替えている時間も惜おしい！　このまま正面玄関を突とつ破ぱし、村むら井い屋やまで爆ばく走そうだ！）

　予期しない邪じや魔まは続いたが、それでもまだギリギリマイラに追いつける時間だと獣吾は判はん断だんする。そう、本ほん気きで走れば。

　獣吾はグッと奥おく歯ばを嚙かみ締める。視線を鋭くし両足に力を込める。すべての神しん経けいを、速く走るためだけに研とぎ澄すます。その気き迫はくは獲え物ものを追い詰める最さい速そくの猛もう獣じゆう、チーターにも匹ひつ敵てきした。

「待ってろよマイラ！　お前の好きにはさせねーからな！」

　気分を奮ふるい立たせるため獣吾が声を張り上げた直後だった。

「呼びましたか？」

　なんて言って、マイラがひょっこりと視し界かいに飛び込んできたからたまらない。獣吾はバランスを崩くずし廊下をゴロゴロと高速で転がった。

（どういうことだ？　村井屋に行って戻ってくるにしては早すぎる。もしかして、マイラの奴やつ、最初から村井屋になんか行かなかったのでは？）

　淡あわい期待を抱く獣吾だったけど、無む残ざんにも打ち砕くだかれる。

　マイラが右手に持っている茶色い紙かみ袋ぶくろは、まぐれもなく村井屋の物だった。

「どうしてだ？」

　獣吾はかすれた声で言った。

「どうしてこの短たん時間で、村井屋まで往復できたんだ？」

「そんなの簡単ですよ。タクシーを使ったんです」

　ケロっとしてマイラが答える。

「獣吾さんのお母かあさんには一万円もらってたんです。タクシーに乗ったって全ぜん然ぜん平気です」

（おふくろの奴やつ！　オレの小こ遣づかいは散さん々ざん渋しぶって五千円なのに、マイラには一万円も渡してたのかよ！）

　母親に対する憤いきどおりを覚える獣吾。だけど今は、小遣いの額がくを気にしている場合じゃなかった。

　目の前にマイラがいる。そして特とく大だい肉まんも持っている。もし装そう着ちやくされてしまったら……。

「マ、マイラ」

　ガラガラとした声を獣吾が出した。本ほん人にんは猫なで声のつもりだった。

「お前の考えは分かってるよ。だけどちょっと落ちついてくれ。オレのエロ耐たい久きゆう度どの低さは知ってるだろ？　お前がそれをしたら、オレは大変なことに」

　残念なことにマイラは聞いてくれなかった。

『自分の体を使ってのエロ修しゆ行ぎよう』

　モードチェンジ機き能のうの不ふ具ぐ合あいにより諦あきらめていたこの行為が、にわかに復ふつ活かつの兆きざしを見せているのだ。

　セクシロイドとしては、嬉うれしくて嬉しくてたまらないらしい。

「さあ、獣じゆう吾ごさん。丁ちよう度ど人もいませんし、さっそく始めましょうか」

　その場でクルリと後ろを向くと、マイラはゴソゴソと作業する。もちろん、紙かみ袋ぶくろから取り出した特とく大だい肉まんを胸につめる作業に他ならない。

「うふふふふ」

　右手を頭の後ろにやり、軽くしなを作り振り向くマイラの体型は、先さき程ほどまでとは一いつ変ぺんしていた。

　特大ボインになっていたのだ。

　もちろん、獣吾以い外がいの人間が見れば偽にせ物もののボインにすぐ気付いただろう。肉まんがはみ出してたし。

　だけど、今の獣吾の目には特大ボインの童どう顔がん娘むすめにしか見えていない。

「ぐっ！」

　獣吾の顔面が引きつった。全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出し、鼓こ動どうが激しくなる。顔なんて唐とう辛がら子しのように真まっ赤かだった。

　逃げなくては、逃げなくてはと頭で強く念じるが、硬こう直ちよくした体は思うように動いてくれない。

　まさに蛇へびに睨にらまれた蛙かえる。

　ボインに睨まれた獣吾だった。

「わたしのボインにドキドキしてくれてるんですね。嬉うれしいです」

　獣吾の反応にマイラは大喜びする。

「獣吾さん。このボインでたっぷりエロ修しゆ行ぎようさせてあげますからね。どうぞ揉もむなりこねくり回すなり好きにしちゃってくださいね。うふふ、うふふ、うふふふふ！」

　サディスティックな笑えみすら浮かべ歩み寄ってくるマイラ。

　だけどその歩みが不ふ意いに止まった。顔色が獣吾と同じように赤くなっていく。

　羞しゆう恥ち心しんによるものではないようだ。何かを我が慢まんしているように見えた。事実、瞳ひとみをギュっと閉じ顔をクシャクシャにしている。

　やがて耐え切れなくなったのか、一階の廊下中じゆうに響ひびく声でマイラは叫んだ。

「あっつ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い!!」
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「ううう、まだジンジンします[image: ～][image: ～][image: ～]」

　半分ベソをかきながら、マイラがうめく。

　場所は梶かじ山やま家けのリビングだ。服をたくし上げ胸を露あらわにしたマイラがペタンと床に座っている。

「マイラちゃん。アツアツの肉まんは口に入れるものであって、胸になんか入れちゃダメなのよ」

　笑いながら、獣じゆう吾ごの母親が言う。

「ま、こうやって繰り返し薬を塗ぬっておけばすぐに治るわ」

　マイラの推すい定ていＡカップ（もしくはそれ以下）の胸に、獣吾の母親が笑いながら軟なん膏こうを塗り塗りしている。香ホン港コンに旅行に行った友人からお土産みやげでもらったタイガーバームだ。

　制服のままソファーにだらしなく座った獣吾は、マイラの背中をぼんやりと眺ながめながら思う。

（いくら肉まんがアツアツだからって、ヤケドするのはアンドロイドとしてどーなんだろ？　それに、タイガーバームで治るってのも）

「はい、こんなものね。またジンジンしてきたら言ってね。お薬塗ぬるから」

「ありがとうございます」

[image: ]

　薬を塗ぬってもらったマイラが、たくし上げていた服を下ろす。ホッとした顔で呟つぶやいた。

「ふう、楽になりました。やっぱりタイガーバームはよくききますね」

　さすがに無む視しできなくなり、獣じゆう吾ごはソファーから声を飛ばす。

「なあ、マイラ。お前、アンドロイドだろ？　ロボットみたいなものなんだろ？　それが、ヤケドしたりタイガーバームで楽になったりするのはどういうことなんだ？」

「それだけわたしが高こう性能だってことですよ」

　マイラがえっへんと胸を張る。

「安やす物もののアンドロイドと違って、わたしの人工皮ひ膚ふには温おん感かんセンサーが無む数すうにちりばめられているんです。熱い冷たいも普通の人間と同じように感じることができるんです。ただまあ、普通だったらこんなに後を引くことはないんですけど」

　少しだけ困ったようにマイラが首を振る。

「温感センサーにも少し不ふ具ぐ合あいが生じているようで、過か敏びんに反応したまま元に戻りにくくなっているんです。だから、タイガーバームのような、塗るとス[image: ～][image: ～][image: ～]ってする軟なん膏こうがよくきくんですよ」

「なるほどね。そういうことか」

　大おお方かたは理解し、獣吾は頷うなずく。それから、ちょとした疑問を口にした。

「だけど、そんな温感センサーなんて必要なのか？」

「当たり前じゃないですか！」

　譲ゆずれないとばかしにマイラが大声を上げる。

「わたしは、どんな男性のニーズにも応えられるよう製せい造ぞうされた最高級きゆうのセクシロイドなんですよ。もちろん、ＳＭプレイにだって対応してるんです。温感センサーがなかったら、ろうそく責めされた時にすごく困るんです。下手へたな演技じゃ玄人くろうとの目は誤ご魔ま化かせ……」

「わ、分かった。もう分かったから」

　許きよ容よう範はん囲いを超える話になってきたから、獣吾は慌あわてて止める。

　マイラのヤケドに関しては、無む駄だに高性能だってことで納なつ得とくすることにした。

　考えてみれば、その高性能のおかげで獣吾はこうやって無ぶ事じでいられるのだ。そうじゃなかったら学校の廊下で鼻はな血ぢを吹き出して倒れていたに違いない。

　一階の廊下で悲鳴を上げたマイラは、熱さに耐えかね胸に突っ込んでいた肉まんを放り出した。さらにギャーギャーとわめきながら、廊下を走り回り、最終的には学校を飛び出していったのだ。

　おかげで、獣吾は平へい穏おん無事に午後の学校生活を送り現在に至るのだ。

「あの、獣吾さんが帰ってきたら言わなくちゃ言わなくちゃって思ってたんですけど」

　急に声のトーンを落とすと、マイラはバツの悪そうな顔で獣吾を見る。

「あの、その」

　しばし言いよどんでから、マイラは思いきり頭を下げた。

「すみませんでした！」

　大だい音量で叫ぶ。

「わたし、ボインになれると知って舞い上がってしまいました。獣じゆう吾ごさんのことも考えず強ごう引いんすぎました。許してください」

　こうも素直に頭を下げられると、獣吾だって怒る気をなくす。と言うか、もうとっくの昔に怒りなんて消えていた。肉まんの熱さに大おお騒さわぎするマイラを見ていたら逆に気きの毒どくになってしまったのだ。

「ま、いーさ。お前も熱い思いしたんだからな。これで懲こりただろ」

　下げられたままのマイラの頭を、頭はポンポンと軽く叩たたく。

「それに、お前の催さい眠みん術じゆつがなかったら、オレは小こ林ばやしのボインの餌え食じきになってたんだ。ヘタレっぷりが学校中に広まってただろうし、それを考えたらお前にも少しは感謝しなくちゃな」

「獣吾……さん」

　マイラは、今にも泣き出さんばかりの顔を上げる。

「ありがとうございます！」

「ただし、催眠術はきっちりと解いてもらうからな。このままじゃコンビニにだって入れないんだから」

「はい、分かってます。今度こそちゃんと解かい除じよしますね」

　コホンと咳せき払ばらいをすると、マイラはよそ行きの声で獣吾に語りかけた。

「梶かじ山やま獣吾さん。わたしがあなたの目の前で手を叩たたいたら、あなたにかかっている催眠術は跡あと形かたもなく消えてしまいます」

　マイラは獣吾の眼めの前でパチリと手を叩いて見せた。

　それで終わりだった。別に全身に衝しよう撃げきが走るとか目の前がフラッシュするとか、ダイナミックな変化は起こらない。

「これで、催眠術は解けたのか？」

「はい、バッチリ解けたはずですよ」

　自信たっぷりにマイラが言う。

「心配なら実験してみればいいんですよ。ボインが肉まんに見えないかどうか」

　そう言うが否いなや、いきなりＴシャツに手をかけるマイラ。躊ちゆう躇ちよすることなくたくし上げる。

「お前何なにしてんだよ！」

　獣吾が悲鳴を上げた。

「おっぱいを獣吾さんに見てもらうんです。それがちゃんとおっぱいに見えたなら催眠術は解けたってことで」

　いくら未み成せい熟じゆくモードになっているとは言え、目の前で生なま乳ちちを放り出されるのは獣吾としては非常に困る。

「バ、馬ば鹿かなことは止やめろ！　第一そんなの無む意味だろ!?　ボインが肉まんに見えるって催さい眠みん術じゆつなんだから」

「そーでしたね。ボインじゃないわたしで試したって意味ないですよね。はっはっは」

　軽く笑ってから、マイラは目を吊つり上げる。

「って、何てこと言うんですか!?」

　ノリ突っ込みだ。実に器き用ようなアンドロイドだった。

　と、そんな時だ。何やら外からざわざわというざわめきが聞こえてくる。

『出て来い！』

『今日きようがお前の命めい日にちだぜ！』

　そんな穏おだやかじゃない台詞せりふが満まん載さいだった。

「おほっ！」

　獣じゆう吾ごが尖とがった犬けん歯しを見せ笑った。

「もしかして、オレのお客様か？」

　意気揚よう々ようと玄げん関かんへ。はやる気持ちを抑えきれず、サンダルに足を突っ込み外へと出た。

　そこで待っていたのは、様々な学校の制服を着た不ふ良りよう生徒達たちだった。ざっと見積もっても二、三十人はいる。

　どいつもこいつも獣吾にぶちのめされたことのある連れん中ちゆうだった。

　悩むまでもなく、獣吾にケンカを売りにきたようだ。

「最近ごぶさたでストレスがたまってたんだ。そっちからケンカを売りに来てくれるなんて嬉うれしいぜ」

　そう言う獣吾に、不良生徒達が不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。

「軽かる口くちを叩たたいていられるのも今のうちだぜ。梶かじ山やま獣吾。今日きようはこれまでのようにはいかねーからな」

「何てたって、俺おれ達たちはついにお前の弱点を知ったんだからな」

「まさか、雲うん南なんの猛もう獣じゆうが、あんなものが苦にが手てだったなんて意い外がいだったぜ」

　不良生徒達が、それぞれの鞄かばんに手を突っ込んだ。

　この展開には、さすがの獣吾もおおいに焦あせる。

（まさか、オレがエロに弱いってことが知られたのか？）

　もし鞄の中からエロ本でも出された日には、獣吾のケンカ無む敗はい伝でん説せつにもピリオドが打たれることになってしまう。

「これを見やがれ！」

　不良生徒達が一いつ斉せいに鞄の中から摑つかみだした物体。それは白くて丸くてホカホカしていた。

　ザ、肉まんだった。

　そしてそれは、獣じゆう吾ごの瞳ひとみにも肉まんとして映る。催さい眠みん術じゆつはキレイに解けていたのだ。

「どうだ？　獣吾。お前が嫌きらいな肉まんだぜ。怖こわいだろ？」

　一人の不ふ良りよう生徒がほっかほっかの肉まんを獣吾の鼻はな面づらで左右に動かしてみせる。

　獣吾は大おお口ぐちを開けると、その肉まんにかぶりついてやった。そのままもぐもぐと咀そ嚼しやくし飲み下す。

「わざわざこんな土産みやげまで持ってきてくれるなんてな」

　平へい然ぜんと言ってのける獣吾に、不良生徒達たちからどよめきが起こった。

「梶かじ山やま！　どうして平気なんだよ！」

「そーだ！　屋上じゃ肉まん見てひっくり返ってたじゃねーか!?」

　声を上げたのは、見知った顔。獣吾に頼みごとをしていた先せん輩ぱい男だん子し達だ。屋上では倒れた獣吾に驚き保健室しつへと運んでくれたものの、後あと々あとチャンスだとほくそ笑みこの大だい襲しゆう撃げきを企き画かくしたのだろう。

「一階の廊下でも肉まんから逃げ回ってたって話も聞いたぞ！」

「肉まんのオブジェにも顔を引きつらせてたって、それなのにどーして？」

「さあな？　ただ腹が膨ふくれてただけなんじゃね[image: ～][image: ～]か？」

　他人ひと事ごとのように言いながら、獣吾はボキボキと拳こぶしを鳴らす。もはややる気は満まん々まんだ。

　猛もう獣じゆうの恐ろしさを骨の髄ずいまで分かっている不良生徒達は、ゾゾゾゾと青ざめる。

「わ、悪かったな。梶山。俺おれ達たちはこれで帰るよ」

「この肉まんはお前にやるから、また今度な」

　そそくさと逃げ出そうとする不良生徒達だけど、ここで彼らを逃がすようなもったいないことを獣吾がするはずがない。

「オレは！　一度売うられたケンカは！　返品しない主義なんだよ！！！」

　獣吾は不良生徒らに一いつ気きに襲おそいかかった。

　溜たまりに溜まっていた欲よつ求きゆう不ふ満まんを、思う存ぞん分ぶん発はつ散さんしたのだった。







　後ご日じつ談だんその１




　ここはアメリカのどこか。

　白しろ地じのタンクトップにオレンジの迷めい彩さい柄がらのホットパンツといった格かつ好こうの女性達たちが、過か酷こくなトレーニングにうちこんでいた。

　誰だれも彼もが立りつ派ぱな胸を持つ女性達だ。

　ここは、知る人ぞ知るバストアップのためのスパルタトレーニング施し設せつ。

　ジュディーズブートキャンプだった。

　しかも現在行おこなわれているのは、すでに十分な胸を持っている女性がさらなる高みを目指すための地じ獄ごくのコースだった。

　女おんな鬼おに教きよう官かん、ジュディーの鞭むちの音が響ひびく中、厳きびしいトレーニングは続く。脱だつ落らくする女性も少なくない。

　そんな中に、小こ林ばやし桃もも香かの姿すがたはあった。

　獣じゆう吾ごに敗北した桃香は、すぐに辞じ表ひようを提出。渡と米べいし、このブートキャンプに参加したのだ。

　そう、すべては獣吾へのリベンジを果たすために。

　催さい眠みん術じゆつの解けた獣吾相あい手てなら今のボインで十分なのだけど、彼女がそのことを知るはずもない。

「待っていなさい梶かじ山やま獣吾。今度会あう時は必ず、私の胸であなたをＫＯしてあげるわ！」

　燃える小林桃香。

　彼女がパワーアップしたボインと共に帰国する日は、そう遠くないかもしれない。





くわばらくわばら






　後日談その２




　マイラは獣吾の前で五円玉だまをプラプラとさせた。顔つきは真剣そのものだ。

「獣吾さん、獣吾さん、あなたはだんだん眠くな～る。あなたはだんだん眠くな～る」

　たっぷりとそれを繰り返してから、すがるような瞳ひとみで尋たずねる。

「あの、獣吾さん。眠くなりましたか？」

「いや、さっぱりだ」

　獣吾の言葉に、マイラは愕がく然ぜんとする。

「ああ、やっぱり駄だ目めです。ちっとも催眠術がかかりません」

　あれ以来、いろいろと試したのだけど催眠術は成功しなかった。

　どうやら、たった一度のビギナーズラックだったようだ。

「どーしてわたしはあの時、エロに強くなるって催眠術をかけなかったんですか？　そうすれば任にん務む完了だったのにい[image: ～][image: ～][image: ～]」

　マイラの後こう悔かいの悲鳴が響ひびき渡る。

　獣じゆう吾ごドキドキプロジェクト。

　どうやら引き続き、地じ道みちにやっていくしかなさそうだった。





ちゃんちゃん









[image: 第ＥＸ話　マイラおやすみプロジェクト]
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「マイラちゃん。元気でね」

　獣じゆう吾ごの母親が、涙がこんもりとした瞳ひとみでマイラを見る。

「はい、獣吾さんのお母かあさんもお元気で」

　母親の手を握り、マイラが強く頷うなずいた。

「こんなにも早くお別れの時が来てしまうなんて、運命って残ざん酷こくだわ」

　母親が嘆なげく。

「お願いよ、マイラちゃん。おばさんのこと、忘れないでね」

「忘れません！　未来からやって来たわたしを快く受け入れてくれたお母さんのことを、忘れられるはずがありません！」

「ああ、マイラちゃん！」

「獣吾さんのお母さん！」

　感かん極きわまった二人は固く抱き合う。

「え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い！　うっとおしい！」

　さすがに我が慢まんできなくなり、獣吾は叫んだ。

「三泊ぱく四日かの温おん泉せん旅行に出かけるだけだろ[image: ～][image: ～][image: ～]が!!」

　場所は梶かじ山やま家けの玄げん関かん、時は休日の昼。

　よそ行きの格かつ好こうをした獣吾の両親。傍かたわらには大きな旅行鞄かばんだってある。

　商店街がいの福ふく引びきで高級温泉旅りよ館かんのペア宿泊券けんをゲットした二人が、三泊四日の温泉旅行に出かけようとしているのだった。

「マイラちゃん、今からでも遅くないから考え直さない？　おばさん達と温泉に行くって」

　熱っぽく母親が勧かん誘ゆうする。

「旅館のことなら心配いらないよ。マイラちゃんの宿泊費ひぐらい出してあげられるんだから」

　父親まで、身を乗り出してきた。

「えらくしつこく誘うんだな。実の息子むすこのオレには一ひと言ことだってそんなこと言わなかったのに」

　皮ひ肉にくっぽく呟つぶやく獣吾に、当然とばかしに両親は言う。

「当たり前じゃない。泊まるところは超ちよう高級温泉旅館よ。すごく高いのよ」

「マイラちゃんのためには金を出しても悔くいはないけど、お前のためにあの値ね段だんを出すってのはな。正直惜おしいんだ」

　そんな答えが返ってくることは分かってたけど、さすがに少々ゲンナリとしてしまう。

　まあ、温泉旅館にさほど興きよう味みもなかったからいいのだけど。

「ありがとうございます。だけど、わたしはやっぱりお留る守す番ばんします」

　迷いなくマイラが言う。

「一人っきりになってしまう獣じゆう吾ごさんのことが心配ですし。わたしがちゃんとお世せ話わしてあげないと」

　マイラの答えに、両親の矛ほこ先さきが獣吾へと変わった。

「ねえ、獣吾。やっぱりあなたも温おん泉せん旅行に行かない？」

「さっきのはアレだ。軽い冗じよう談だんだ。お前の宿泊費ひだってちゃんと……」

　掌てのひら返がえしとはこのことだ。もちろん、マイラと一いつ緒しよに旅行に行きたいから獣吾を誘っているにすぎない。

　二人の魂こん胆たんなんて分かってたから、獣吾は断だん固ことして言ってやったのだった。

「ヤダね！」

　って。

　両親は諦あきらめたようにため息をつくと、名残なごり惜おしそうマイラを見る。

「それじゃ、お土産みやげたっくさん買ってくるからね」

「夜はちゃんと戸と締じまりをするんだぞ」

　二人が玄げん関かんを出て行く。しばらくすると、自じ家か用よう車しやが車しや庫こから出て行く音が聞こえた。どうやら無ぶ事じに旅立ってくれたようだ。

「ったく、せっかく当たった温泉旅行なんだから、もっと楽しそうに出かけりゃいいのに」

　やれやれと首を振ってから、獣吾は隣となりのマイラを見下ろす。

「だけど、マイラ。お前、本当に留る守す番ばんでいいのか？」

「いいんですよ。居い候そうろうのわたしのために大たい金きんを使わせるなんて申もうし訳わけないですもん。それに……」

　マイラが獣吾を見上げる。

「わたしがいないと、獣吾さんはエロ修しゆ行ぎようをさぼるに決まってます。プロレスのＤＶＤを見て大おお騒さわぎするかもしれません。エロトレーナーとしては常に傍かたわらで目を光らせておかないと」

　事実、自分でもそんな気がするから獣吾としては文もん句くも言えない。

「とにかく、家のことは全部わたしに任せてください。獣吾さんはエロ修行に専せん念ねんしていてくれればいいんです。三泊ぱく四日かの間、この家にはわたしと獣吾さんの二人っきりなんですから……」

　そこで、マイラはあっと小さく声を上げた。

「二人っきり……」

　急に表情を強こわ張ばらせる。

「ん、マイラ。どーかしたのか？」

「な、何でもありません。何でも。あ、わたしお洗せん濯たくして夕食の買い物に出かけます。獣吾さんはグラビア雑誌でも眺ながめててください！」

　そう叫ぶと、マイラはパタパタと廊下を駆かけて行く。

「あいつ……どうしたんだ？」

　小こ首くびを傾かしげる獣じゆう吾ご。だけど、本当にどうしたんだと思うのはこれからのことだった。
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「ぐおおおおおお！」

　自室にて、獣吾の苦く悶もんのうめき声が響ひびいた。

　どんな拷ごう問もんを受けているのかと心配になるも、やってることは大たいしたことじゃない。ただ、グラビア女優のセクシー写真集を眺ながめているだけだ。

　とは言っても、グラマラスな女性の水着姿すがた。エロ耐たい性せいのない獣吾にとっては拷問とも呼べる行為だ。

　両方の鼻に詰め込まれたティッシュは、すでに鼻はな血ぢを吸ってぽってりと太っていた。

「でいやああ！」

　獣吾は渾こん身しんの力を込めて写真集しゆうの最後のページを閉じた。

「ふう、どうやら無ぶ事じに生せい還かんできたようだぜ」

　感かん慨がい深ぶか気げに額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。一つの偉い業ぎようを成し遂とげた男の笑えみがその顔には浮かんでいた。

　実際やったことは数すう冊さつの写真集を眺めただけなのだけれども、獣吾にしては上じよう出で来きだった。エロ修しゆ行ぎようを始めたころは一冊目め半なかばにして力尽つきていたのだから。

「オレもここまでに成長したか。こりゃ、エロを克こく服ふくする日も遠くないかもしれないぞ」

　うむうむと頷うなずいてから、獣吾が目を細める。俗ぞくに言うイヤらしい目付きによく似ていた。

　むふふふふふふふふと笑うと、机の引き出しを引っ張った。詰め込まれた教科書の下に手を突っ込むと、一冊の雑誌を引っ張り出す。

　普通の青少年がこの行為をしたならば、出された雑誌はエロ系けいって相そう場ばが決まっている。だけどもちろん獣吾の場合は違っていた。

　肌はだ色いろが眩まぶしいその雑誌のタイトルは、『月刊　炎ほのおのプロレスチャンプ』　だった。

　雑誌を開く。屈くつ強きようなレスラーの熱いバトルのカラー写真に興こう奮ふんする獣吾。

「さすが、マッスル鳩はと宗むねだな。この大だい胸きよう筋きん、ハンパじゃないぜ」

　ご満まん悦えつの表情でプロレス雑誌を眺めている時だった。一階からマイラの声が聞こえてくる。

「獣吾さ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　晩ごはんですよ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「人がせっかく楽しんでたとこなのに」

　唇くちびるを尖とがらせる獣吾だったけど、そろそろお腹が空すいていたのも事実だった。適当に返事をすると、プロレス雑誌を隠かくし獣吾は一階へと下りる。

　すでにテーブルには夕食の支し度たくが整っていた。未来服ふくの上にエプロンという奇き妙みような格かつ好こうのマイラが得とく意い気げに胸を張っている。

「今こん晩ばんのメニューは、ホウレンソウのシチューにレバニラ炒いためですよ」

　貧ひん血けつに良さそうな取り合わせだ。

（どんだけオレに鼻はな血ぢを流させるつもりなんだよ）

　辟へき易えきする獣じゆう吾ごだけど、シチューもレバニラ炒めも好こう物ぶつだから文もん句くも言わず席に着く。

　改めて料理を眺ながめるが、いい出来だった。獣吾は感かん心しんしたように息を吐き出す。

「マイラ、お前、料理できたんだな」

「当たり前ですよ。だってわたしは28世紀のセクシロイドですよ。寂しい男の人を満足させる機き能のうで満まん載さいなんです。料理ぐらいできて当然です」

　マイラが得意気に胸を張る。

「さあさあ、獣吾さん。食べてくださいよ」

　キラキラと輝く瞳ひとみを獣吾へと向ける。早くおいしいという感想が欲しくてたまらないようだ。

「いただきます」

　両手を合わせ手て短みじかに言うと、スプーンを握りシチューをすくう。それを口へと運ぶけど……。

「ぐっ！」

　獣吾は顔をしかめた。

　猛もう獣じゆうと呼ばれ恐れられる獣吾だけど、決して無む神しん経けいというわけではない。少しぐらい味に問題があったとしても、何も言わず食べるぐらいの礼れい儀ぎは持ち合わせている。

　だけど、そのシチューの問題は少しなんてものじゃなかった。

「ま、マイラ！　お前、このシチュー。とんでもなく塩しお辛からいぞ！　塩がジャリジャリ言うぐらいに」

「え、本当ですか？　ちゃんとわたしのメモリーにあるレシピどおりに分ぶん量りようを入れたはずなのに。確か、塩一キロって、えええっ!?　一キロ!?　それは多すぎますよ」

　一人で呟つぶやいて一人でツッコミを入れている。

「すみませんすみません獣吾さん。レバニラ炒めの方を食べてください」

「ああ、そうさせてもらうよ」

　レバニラ炒めへと箸はしをつけるけど、こちらもやっぱり少しなんてもんじゃない問題があった。

「おい、マイラ。このレバニラ炒め、尋じん常じようじゃないぐらい甘いんだけどよ」

「そんなあ、隠かくし味に砂糖とハチミツとガムシロップをどさどさ入れただけですよ」

　そんだけ入れたら甘くなって当然だ。喋しやべっていたマイラも間違いに気付いたようだ。

「あああ、わたしどうしてそんなものを入れちゃったんだろう？　バカバカバカ」

　ポカポカと頭を叩たたくマイラに、獣吾が声をかける。

「いいよ、誰だれにだって失敗はあるんだし。ご飯はんだけくれよ。卵でもかけて食べるから」

「はい、ご飯ですね。大だい丈じよう夫ぶです。炊たけてますから！」

　炊すい飯はん器きへと向かい蓋ふたを開けるマイラだったけど、

「ああああ、ご飯はんが入ってません。お米を入れ忘れちゃいました！」

　泣きそうな顔で獣じゆう吾ごに言った。

「大だい至し急きゆうご飯を炊たくので、獣吾さんは先にお風ふ呂ろに入っててください！　さっきちゃんと沸かしておきました！」

　マイラに言われた獣吾は、風呂へと向かった。

　脱だつ衣い場じようで服を脱ぎ浴室へと入る。風呂の蓋を開ける。

（マイラがあそこまで料理下手べただったとはな。明日あしたの晩はピザの出前でも取った方がいいかもしれないぞ）

　そんなことを考えながら、洗面器きですくった浴よく槽そうのお湯を頭からかぶる獣吾。

「ひゃあああああああ！」

　思わず悲鳴が出る。お湯じゃなかったのだ。まんま水だったのだ。

「どうしたんですか!?」

　駆かけつけてくるマイラに、獣吾は叫んだ。

「マイラ！　ちっとも沸わいてないぞ！　水だぞ！　水！　こんなんじゃ風邪かぜひいちまう！」

「あああ、すみませんすみません。すぐに沸かします」

　湯ゆ船ぶねの近くにある装そう置ちの、追い炊きボタンを押すと思いきや、いきなり浴室を後にするマイラ。

　戻ってきた彼女が抱えていたのは、大きなヤカンだった。

　湯船のお湯をヤカンにくむと、台所へとかけていく。

「急いでお湯を沸かさないと、急いでお湯を沸かさないと」

　何かのジョークかと思ったけど、どうやらジョークじゃなかったようだ。

　その証しよう拠こに、マイラは待てど暮らせど戻ってこない。

「あいつ……どうしたんだ？」

　昼間の時よりも、実感のこもった口く調ちようで呟つぶやく獣吾。その背せ筋すじをゾクゾクっと悪お寒かんが走る。

　いくら初夏とは言っても、素すっ裸ぱだかで冷れい水すいをかぶったままボーっとしていたのが悪かった。

　獣吾は、特とく大だいのクシャミを響ひびかせた。

「ヘックション！」
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　そして、翌よく日じつの昼休み。

　教室の一番後うしろ、自分の席にて獣吾は腕を組み考え込んでいた。

　目の前には、弁べん当とう箱ばこが置かれている。今朝けさ、マイラに渡されたものだ。

「これ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　獣じゆう吾ごが開けるのを躊躇ためらってしまうのも仕方のないことだった。

　夕食と風ふ呂ろなんてまだ序じよの口くちだった。その後も彼女の奇き行こうの続くこと続くこと。

　濡ぬれそぼった体で風呂を出た獣吾は、着き替がえを持ってくるようマイラに頼む。だけど運ばれてきたのは何故なぜか海水パンツ。

　自力で部屋へと向かう寝ね間ま着きとして使っているジャージを着たけれど、悪お寒かんは続く。マイラに風邪かぜ薬ぐすりはないかと尋たずねると、渡されたのは下げ剤ざいだった。

　どうにか風邪薬を見つけだし、飲もうとして水がないことに気付く。今にして思えば強ごう引いんにでも水なしで飲んでおけば良かった。

　ついつい、獣吾は頼んでしまった。

「おい、マイラ。水を頼む」　って。

　とんちんかんな間違いをしないよう、『コップに水を入れて』と説明までしたのに、やって来たマイラが持っていたのは水のたっぷり入ったバケツだった。

「どうぞ、獣吾さん。水です」

　しかもそのタイミングで盛せい大だいに転んだ。バケツの水は獣吾の頭から降り注そそぐ。

　バッシャ[image: ～][image: ～][image: ～]ン！

「ああ、大変です！　タオルタオル！」

　慌あわてたマイラが持ってきたのは、カビ臭くさい雑ぞう巾きんだった。

　一いち事じが万ばん事じ、その調子なのだ。

　朝が来ればマシになっていると思いきや、そうもいかない。朝食で出された目め玉だま焼やきにはジャムと生クリームがたっぷりとかけられていたのだから。

　そんなマイラが作った弁べん当とうだ。普通であるはずがない。

「とりあえず、開けるだけ開けてみるか」

　鬼おにが出るか蛇じやが出るか？　そんな気持ちで弁当箱ばこを開く獣吾。

　中に入っていたのは、タワシだった。もはや食べ物ですらない。

「そうきたか」

　神しん妙みような顔つきで獣吾は頷うなずくと、何事もなかったかのように弁当箱に蓋ふたをした。

　それにしても、ここまで続くとさすがに心配になってくる。

　最初こそ『オレへの嫌いやがらせか？』とも思ったが、必ひつ死しに謝るマイラを見るとそうでもなさそうだ。

　となると、思い当たる原因は一つ。

（マイラの奴やつ、頭の中がポンコツになっちまったんじゃねーのか？）

　ポンコツとまでは言いすぎかもしれないけれど、可能性は高かった。

　もともと、タイムスリップ中の電でん磁じ波はの影えい響きようで機き能のうに不ふ具ぐ合あいが生じているマイラだ。

　電でん子し頭ず脳のうにだって影えい響きようが出ていてもおかしくはない。

（しかし、だとしたら大だい問題だぞ）

　獣じゆう吾ごは腕を組み考え込む。

　家に帰ってからどんな目にあわされるのかも気になるが、もっと心配なのは今後のマイラだ。

　このままポンコツ度が進行してしまったらと考えると恐ろしさすら感じる。

　とは言っても相手はセクシロイド、病院に連れて行ってどうなるものでもない。

　しかも製せい造ぞう年ねんははるか未来の28世紀。この時代の技術でどうにかできるとは思えない。

（放っておくしか……ないか）

　諦あきらめかける獣吾だったけど、マイラの顔が頭に浮かんだ。自分の失敗に気付き、泣きそうな顔で獣吾に何度も謝るマイラの顔。

　自分の電子頭脳の不ふ具ぐ合あいでそうなっていると自覚していたら、マイラにとっては本当につらいことだろう。

（ダメ元もとで、相談してみるか）

　獣吾は立ち上がると、教室を後にした。

　その直後、一部のクラスメイト達が集まり興こう奮ふんした口く調ちようで話し始める。

「おい、見たか？　梶かじ山やまの弁べん当とう箱ばこの中身」

「見たわ。毛むくじゃらの何かよ！」

「ネズミ？　いや、あれはそんなもんじゃない。しいて言うなら……」

「ハリネズミよ！」

　女じよ子し生徒が悲鳴にも似た声を上げる。

「さすがは猛もう獣じゆうだ。ハリネズミを昼ひる飯めしにするなんて」

「さっきは食べなかったみたいだけど、きっと後で頭からバリバリと齧かじるに違いない」

「うう、何て人なの」

　噂うわさ好ずきなクラスメイト達によって、また新たな獣吾伝でん説せつが作られたのだった（困ったことに）。
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　薄うす暗ぐらい廊下を獣吾は歩いていた。教室のある校舎から渡り廊下で繫つながった古い旧きゆう校舎だ。本来だったら取とり壊こわされるはずだったけど、一部が残され部室や資し料りよう倉庫として残されているのだった。

「運動部ぶじゃねーから、あるならここのどこかのはずだよな。コン研けんの部室」

　コン研というのは、『コンピュータ研究部』の略りやくである。

（マイラの頭の中もきっとコンピュータみたいなもんだからな。もしかしたら、何かいい方法があるかもしれないぞ）

　あんまり期待はできないものの、じっとしているよりはマシとここまで足を運んできたのだった。

　丁ちよう度ど、将しよう棋ぎ部ぶと書かれた部室から出てきた男だん子し生徒に、獣じゆう吾ごは声をかける。

「なあ、ちょっといいか」

　後こう輩はいと思われる男子生徒は、獣吾の姿すがたに全身を強こわ張ばらせた。

「か、梶かじ山やま先せん輩ぱい……」

　学校一の問題児じ、雲うん南なんの猛もう獣じゆう、梶山獣吾。彼がこんな文ぶん科か系けいの部室しかない場所へ来るなんて予想もしていなかったのだろう。

　男子生徒は大いに驚き、そして大いに怯おびえた。

「す、すみません。自分、財さい布ふは教室に、すぐに取ってきます！」

「いやいやいや、別にカツアゲしようなんて思っちゃいねーよ」

　いまだ蔓まん延えんする自分の不ふ良りようイメージに苦く笑しようしつつ、獣吾は尋たずねる。

「コン研けんの部室を探してるんだ。知ってたら教えて欲しいんだけどよ」

「は、はい。それなら、一番上うえの階の廊下の突き当たりです」

　男子生徒は早はや口くちに答えると、逃げるように去っていく。

「そんな逃げるこたねーのにな」

　やれやれと首を振ってから、獣吾は教えられたように最上階かいへと向かった。廊下を歩き突き当たりまでやって来る。

　そこには一枚の扉とびらがあった。どうやらここで間違いないようだ。

　一いち応おうノックしてから、獣吾は引ひき戸どに手をかけた。

「邪じや魔まするぞ」

　ガラガラと引き戸を開ける。

　理り系けいで知ち的てきな男子生徒達たちを想そう像ぞうしてたのに、部室内ないには女じよ子し生徒が二名しかいない。

「あ、あなたは、Ｃ組の梶山君」

「梶山先輩が、どうしてこんなところに……」

　片方は、獣吾の同どう学年。もう一人は後こう輩はいのようだ。

　突然の猛獣の襲しゆう来らいに二人は大いに驚き、そして青ざめた。

「う、噂うわさは本当だったのかも？　梶山君が退たい屈くつしのぎに学校中の女の子をモノにしてるってのは」

「えええ、それじゃ私達も!?」

　襲おそわれるとでも勘かん違ちがいしたのか、部室の隅すみへと逃げてしまう。

　誤ご解かいもいいとこだ。どうモノにするかを想像しただけで鼻はな血ぢ出して倒れるような男なのに。

「そんなんじゃね～って。オレは、ちょっと相談したいことがあって来たんだよ」

　叫ぶ獣じゆう吾ごに、二人の様よう子すが変わる。

「相談？」

「私達に？」

　二人は手を取り合い感かん激げきした。

「次々と部員が辞やめてしまって、廃はい部ぶ寸すん前ぜんのこの部に、相談に来てくれる人がいたなんて」

「しかも、それがあの有名な梶かじ山やま君だなんて。これってすごいことでしょ。一いち大だいセンセーションですよ！」

　大だい興こう奮ふんする。

「もし、うちの部が梶山君の悩みを解決したなんてことになったら！」

「新しん入にゆう部員が押しかけて、それはもうすごいことに」

　うっとりと夢む想そうしたりもする。

（こいつら、大だい丈じよう夫ぶなのか？）

　ダメ元もとで来たものの、早くも期待が打ち砕くだかれそうだった。

　それに、部室の様よう子すだってどうにも頼りない。所せましとパソコンでも置かれて、ブインブインと作さ動どう音おんを響ひびかせてくれてればまだ安心なのに、机と椅い子すと本ほん棚だなしかないのだ。

　しかも、本棚に並べられているのはどう見ても少女漫まん画がだった。

「パソコン、置いてないんだな。意い外がいだったぜ」

　獣吾の素そ朴ぼくな質問に、片方の女じよ子し生徒が逆に不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

「おかしいですか？」

「だって、なきゃ部ぶ活かつにならないだろ？」

　とんでもないと女子生徒二人は首を振る。

「パソコンがなくなって、立りつ派ぱに活動はできます！」

「そうです、この恋れん愛あい研究部ぶには、たくさんの恋愛の手て引びき書しよと、それらを読み込んだ私達がいます！　パソコンなんて必要ありません！」

　強く主張する女子生徒に、獣吾は待ったをかけた。

「ちょっと待て、今何なに部ぶって言った？　恋愛がどーとかこーとか」

「恋愛研究部ですけど、それが何か？」

「親しみを込めて、コイ研けんって呼ばれてます。どうぞよろしく」

　この時になって、獣吾は理解した。先ほどの男だん子し生徒が、コン研とコイ研を聞き間違えたってことにだ。

「悪い、ちょっとした間違いだった。じゃあな」

　さっさと部室を後にしようとする獣吾だったけど、その両腕うでを女子生徒二人に摑つかまれる。

「行かないでください！　私達に相談してってください！」

「恋愛研究部復ふつ活かつのチャンスなんです！　このままでは定員不ぶ足そくで部から同どう好こう会かいに降こう格かくさせられてしまうんです！　部室も部ぶ費ひもなくなってしまうんです！」

　二人の必ひつ死しさは伝わってくるものの、獣じゆう吾ごとしても困ってしまう。

　だって、マイラの電でん子し頭ず脳のうの不ふ調ちようをどうにかする方法を求めているのだ。恋れん愛あい研究部ぶなんて畑はたけ違ちがいもいいとこなのだ。

「大変なのは分かるけどよ、お前らに相談したってどうにもならないことなんだよ」

　獣じゆう吾ごの言葉に、女じよ子し生徒が愕がく然ぜんとした顔になる。

「相談って、女の子のことじゃないんですか？」

「まあ、女の子のことって言やあ女の子のことなんだが」

「だったらうちの専せん門もん分ぶん野やじゃないですか！」

　女子生徒が元気を取り戻してしまう。

「そーじゃないんだよ。女の子は女の子だが、少し特とく殊しゆなんだ。何て言うかその……」

　はるか未来から来たアンドロイドだなんてさすがに言えないから、獣吾としては口をモゴモゴさせてしまう。

　そんな獣吾の態度に、片かた方ほうの女子生徒が何かを決意した様よう子すで頷うなずいた。

「梶かじ山やま君が相談してくれるなら、私、少しだけサービスします！」

　そう言うが否いなや、いきなり制服のボタンを外し始める。

「部長がそのつもりなら、私だって」

　もう一人もそれに続いた。

　一つ一つ外されていくボタン。彼女達たちの胸むな元もとが露あらわになる。意い外がいにもその胸はボリューミーで、立りつ派ぱな谷たに間まがその姿すがたを現した。おまけに、ブラジャーまでもが顔を覗のぞかせる。

　獣吾の表情が強こわ張ばった。こういったものを突きつけられるのは、ナイフや拳けん銃じゆうやバズーカを突きつけられるよりも恐ろしい。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～]った！　相談する！　相談するから！」

　目を閉じ必死の形ぎよう相そうで両手を振り回す獣吾。

「ありがとうございます！」

「梶山先せん輩ぱい、感謝します！」

　さっさとボタンを閉じると、二人は獣吾の手を引っ張り、椅い子すへと座らせる。

「あ、自己紹しよう介かいが遅れました。私、恋愛研究部の部長、二年Ｆ組の音おと葉ば香か織おりです」

「恋愛研究部の副ふく部長、一年Ｈ組の鈴すず本もと直なお子こです」

　二人が手て短みじかに自己紹介する。

「それで、一体どんなお悩みなんですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶです。詳しいことは誰だれにも話しませんので。遠えん慮りよなく相談してください！」

　二人が迫ってくる。すごい迫はく力りよくだ。

（こりゃ、話さないことには解放してもらえないだろうな）

　やれやれとため息をつくと、獣じゆう吾ごは重い口を開いた。

「えっとだな、女の子ってのはあれだ。うちで預かってる親しん戚せきの子なんだ。そーだな、年は中学生ぐらいかな」

　アンドロイドとは言えないから、そう説明する。

「なるほどなるほど、梶かじ山やま君の家で預かっている親戚の女の子ですね」

　部長の香か織おりがこくこくと頷うなずく。

「それで、彼女がどうかしたんですか？」

「昨日きのうから、どうも様よう子すがおかしくてな。ポンコツになったって言うか、とにかくトンチンカンなことばかりしやがるんだ。料理をすればとんでもないものを作るし、ヤカンで風ふ呂ろを沸かそうとするし、薬が飲みたくて水を頼めばバケツに入れてくるし。しかも弁べん当とう箱ばこにはタワシだぞタワシ」

「突とつ然ぜん始まった奇き行こうですね。これは興きよう味み深ぶかいです」

　唯ゆい一いつの部員であり副ふく部長の直なお子こが、好こう奇き心しんの目を光らせる。

「梶山先せん輩ぱい、何かきっかけはありませんか？　大きく環かん境きようが変わったようなことは」

「別に変わりゃしないよ。まあ、しいて言うなら」

　そう前まえ置おきし、獣吾は続けた。

「親父おやじとお袋ふくろが温おん泉せん旅行に出かけたことぐらいかな」

　ピキーン！　って感じに、二人の瞳ひとみが輝く。

「ちょっと待ってください。それってつまり」

「梶山先輩は、その女の子と二人っきりになったってことなんですか!?」

　香織と直子が鼻はな息いきを荒くし獣吾に詰め寄る。

「ああ。だけど、それがどーかしたのか？」

「どーかしたじゃありません。もう答えは出てるじゃないですか。ねえ、部長」

「そうよ、直子ちゃん。これは星ほし川かわモモ先生の名作、『ときめき同どう居きよ日記』と同じシチュエーションだわ」

　二人してそうだそうだと頷き合う。もちろん、獣吾にはさっぱり分からない。

「それでは、梶山君。恋れん愛あい研究部ぶとしての見けん解かいを発表します」

　コホンと咳せき払ばらいをしもったいをつけてから、香織は自信たっぷりに言い放った。

「彼女は、高レベルの『はわわわ状態』なのです」

「はい？」

　聞いた事もない名めい称しようだった。ついでに言えば、実にふざけた響ひびきだった。

「何だよその、はわはわ状態ってのは」

「はわわわ状態です！」

　譲ゆずれないとばかしに訂正する。

「これは、緊きん張ちようしてドキドキして、半なかばパニックになってしまっている状態です。普ふ段だん元気な女の子がとくに陥おちいりやすい状態なんです」

　確かにマイラは元気な女の子であるが、だからってすぐには納なつ得とくできない。

「だけどよ、どうして緊張してドキドキして、さらにパニックまで起こすんだ？　これまでそんなことなかったんだぜ」

「だからそれは、環かん境きようが変わったからですよ」

「そうです。梶かじ山やま先せん輩ぱいと二人きりになったから、彼女ははわわわ状態になってしまったんです」

　どうだと言わんばかりに目を見開き、胸を張る恋れん愛あい研究部ぶの二人。

　だけど獣じゆう吾ごはポカンとしたままだ。

「悪いが、まだ分からんぞ。どうしてオレと二人きりだと、そのはわわわ状態になるんだ？」

　獣吾の質問に、二人は途と端たんに呆あきれ顔になる。

「梶山君、鈍どん感かんすぎです」

「本当です。これまでいかに腕わん力りよくに頼った恋愛をしてきたのかが窺うかがえますよ」

　軽けい蔑べつの眼まな差ざしすら向けられてしまう。

「つまりですね、二人きりになったことで、その女の子は梶山君を強く意識するようになってしまったんです。率そつ直ちよくに言ってしまえば」

　すうっと息を吸うと、香か織おりは高らかに宣せん言げんした。

「彼女は！　梶山君に！　恋しちゃってるのです！」

　恋しちゃってるんです！　恋しちゃってるんです！　恋しちゃってるんです！

　その言葉が、獣吾の頭の中をドップラー効こう果か付つきで駆かけ巡る。

　それが、口をあんぐりと開けて泳ぐ鯉こいのことでもなく……。花はな札ふだのこいこいのことでもなく……。人が人を好きになる恋なのだということを獣吾はたっぷりと時間をかけて認にん識しきする。

　その途と端たん、大おお声ごえを上げていた。

「な、何だって!?」

「間違いありませんよ。しかも、うっかり弁べん当とう箱ばこにタワシを入れてしまうほどのはわわわ状態。梶山先輩にぞっこんラブしてると考えるべきでしょうね」

　直なお子こもうんうんと頷うなずく。

「いや、だけどそんなはずは。だってあいつは、あいつは……」

（28世紀から来たセクシロイドってので、人間じゃないんだぞ！）

　心の中で叫ぶ。

（それが、恋だなんて……）

　だけど、少なくともこれまでのマイラを見る限り、丸っきり人間と同じだった。

　笑ったり喜んだり悲しんだり落ち込んだり。自分なんかよりもずっと情じよう緒ちよ豊かのような気さえする。

（ひょっとしたら、28世紀の電でん子し頭ず脳のうは恋ぐらいしてしまえるかもしれないぞ。ましてや、あいつは寂しい男を慰なぐさめるために作られたんだ。恋れん愛あいだって機き能のうの一つなのかもしれん）

　獣じゆう吾ごの頭に、両親が出発した直後の光こう景けいが浮かび上がる。







「とにかく、家のことは全部わたしに任せてください。獣吾さんはエロ修しゆ行ぎように専せん念ねんしていてくれればいいんです。三泊ぱく四日かの間、この家にはわたしと獣吾さんの二人っきりなんですから……」

　そこで、マイラはあっと小さく声を上げた。

「二人っきり……」







　思えば、あの時からマイラの様よう子すがおかしくなったような気がする。

（マイラが……オレに恋してる……か）

　ゴクリと獣吾は喉のどを鳴らした。

　実は獣吾、これまで女の子に恋されたなんて一度としてなかったのだ。実際のところは分からないけれど、少なくとも獣吾の記き憶おくには残っていなかった。

　女の子に恋されている。この初めての体験に、獣吾は驚き、戸と惑まどう。

「とにかく、梶山君が彼女に対してどう想っているかをちゃんと伝えてあげることが大切です。それで、はわわわ状態は治まるはずですから」

「付き合えないなら付き合えないでもいいんですよ。ただ、気持ちは嬉うれしかったってちゃんと言ってあげてくださいね」

　香か織おりと直なお子この助じよ言げんを聞く獣吾の胸は、何故なぜかドキドキと鼓こ動どうを速くしていた。

　エロを目まの当たりにしたあの暴ぼう力りよく的なドキドキじゃない。

　もっとこう暖かで、どうしていいか分からなくなるような不ふ思し議ぎなドキドキだった。
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「た、ただいま」

　いつになくぎこちない声を出し、獣吾は帰き宅たくした。辺りはすっかり薄うす暗ぐらくなっていた。

「遅いですよ！　獣吾さん！」

　エプロン姿すがたのマイラが、お玉たま片手に顔を出す。

「エロ修行が嫌いやで、道みち草くさしてたんですか!?」

「いや、そんなんじゃないよ。ちょっと……な」

　マイラと顔を合わせるのが妙みように気き恥はずかしく、近所の公園でボンヤリしていたなんて言えない。

「まあ、いいです。獣じゆう吾ごさん。お腹なか空すいてますか？」

「あ、ああ。ペコペコだ」

「だったらすぐ晩ばん御ご飯はんにしましょう。今日きようは豪ごう華かメニューなんですよ」

　マイラがキッチンへと引っ込んでいく。

　獣吾は家の中へと上がると、リビングへ。ソファーに鞄かばんを放り投げると、テーブルへとついた。

　料理をしているマイラの背中が見える。鼻はな歌うたなんぞを歌いながらフライパンで何かを焼いているようだ。ジュージューという音が聞こえてきた。

（何だ、意い外がいと大だい丈じよう夫ぶそうじゃないかよ。心配することなかったかな）

　拍ひよう子し抜ぬけしながらも、少しホッとする獣吾。しばらくして、マイラが皿を持ってやって来る。

「どうぞ、獣吾さん。マイラ特とく製せいのスペシャルビーフステーキですよ」

　どんと置かれた皿の上には、ホカホカと湯ゆ気げを立てる物体が置かれていた。

　かつて牛だったものには違いないが、ビーフではなかった。

（親父おやじの、革かわ靴ぐつじゃねーか）

　たっぷりとソースがかけられていた香こうばしい匂においもしているのだが、いかんせん革靴だ。どんなに焼いても食えるとは思えない。

「あのよ、マイラ。これ、食えそうもないんだが」

「え、どうしてですか!?」

　心しん底そこ不ふ思し議ぎそうにマイラが尋たずねる。

[image: ]

「どうしてもこうしても、靴くつだから」

「もー、何言ってるんですか。ビーフステーキって言ったら、革かわ靴ぐつをこんがり焼いたものじゃないですか」

　ケラケラと笑うマイラだけど、その表情が曇くもり。

「え!?　革靴？」

　皿を見る。こんがりと焼けた革靴をじっと見つめることしばらく。

「あああ！」

　マイラは両頰ほおに手を当てて叫んだ。

「わたし、またやっちゃいました！　あああ、何やってるんだろう。こんなの食べられるはずがないじゃないですか」

　マイラはペタンとその場にへたり込む。

「わたしが、わたしが獣じゆう吾ごさんのお世せ話わをしなくちゃいけないのに、失敗ばかりするなんて」

　大きな瞳ひとみにはこんもりと涙が浮かんでいた。やがてそれはポロポロと零こぼれ落ちる。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　子供のように泣きじゃくるマイラに、獣吾の胸がズキリと痛む。

（こいつも苦しんでるんだ。ここは、オレがちゃんとハッキリさせなくちゃな）

　コホンと咳せき払ばらいをすると、獣吾は歯は切ぎれ悪く言った。

「その、マイラ。苦しい思いをさせて……悪かったな」

「え？」

「お前の気持ちにも気付いてやれなかった、オレの責任だ。男として情なさけないよな」

　獣吾はふうと息を吐く。

「もちろん、気持ちは嬉うれしいぞ。嬉しいけど、お前は人間じゃないし、それに今はオレのエロトレーナーだ。だから、しばらくは今の関係のままでいよーじゃないか。それが一番だと、オレは思うんだ」

　獣吾は、慣れない笑顔を作って見せる。

　だけど、マイラは不ふ思し議ぎそうな顔で獣吾を見つめる。口をポカンと開け、目をパチクリさせて。

「あの、獣吾さん。一いつ体たい何を言ってるんですか？」

「照れるなよ。全部こっちは分かってるんだから。オレと二人っきりになったから、はわわわ状態になったんだろ？」

　そっぽを向き、獣吾はぶっきら棒に言った。一いち応おう、補ほ足そく説明もしておく。

「ちなみに、はわわわ状態ってのは、緊きん張ちようしてドキドキして、半なかばパニックになってる状態のことだ」

　マイラは相変わらずの不ふ可か解かいな顔つきで小こ首くびを傾かしげる。

「どうして獣じゆう吾ごさんと二人っきりになると、わたしは、はわわわ状態になるんですか？」

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]もう、だから照れるなって言ってるだろ」

　照れ臭くさそうに頭をボリボリ搔かきながら、獣吾はぶっちゃけた。

「お前が、オレに恋しちゃってることはもう分かってるんだからな。って、そんなことオレに言わせんなよ」

　よほど恥はずかしかったのだろう。顔を赤くしメチャクチャに手を振り回す。

「わたしが、獣吾さんに恋しちゃってる…ですか…」

　他人ひと事ごとのような顔付きで呟つぶやいてから、マイラは軽く微笑ほほえんだ。

「わたし、獣吾さんのこと好きですよ。危ないところだったわたしを助けに来てくれたし。こんな体になったわたしとも一いつ緒しよにエロ修しゆ行ぎようしてくれるって言ってくれたし。もしわたしが人間だったら、きっと獣吾さんに恋しちゃってたと思います。だけど……」

　マイラはゆっくりと首を振る。

「だけど、わたしは人間じゃありません。セクシロイドです。わたしを含めて、すべてのアンドロイドは恋をしないんです。どんなに人間に近い思し考こうプラグラムを持っていても、恋れん愛あい感情の部分にはプロテクトがかかるようにできているんです。アンドロイド法で決められているんです。だってそれは、人間にのみ許された感情ですから」

「そう……なのか」

　しんみりと声を出す獣吾だけど、いやいやと首を振る。

「だけど二人っきりになった途と端たん、お前、おかしくなったじゃないかよ!?」

「調子が悪かったのは何日も前からです。ただ、大人おとなしくしてたから分からなかっただけです」

　確かに、いつもなら獣吾の母親が家か事じ全ぜん般ぱんをこなしている。マイラの不ふ調ちようが目立たなくても不ふ思し議ぎはない。

「親父おやじとおふくろが出発した後、二人っきりだって呟いてえらく深しん刻こくな顔してたじゃないかよ！　あれは何なんだよ!?」

「二人っきりってことは、昼間はわたし一人で家でお留る守す番ばんしなくちゃならないんだなって思っただけです。ちょっと、心こころ細ぼそいかなって」

　ただそれだけのことだった。

（つまり、マイラは別にオレに恋しちゃってなかったってことで。オレが勘かん違ちがいして先さき走ばしっちまったってことなんだな）

　スーパーミラクルに恥ずかしかった。獣吾の顔が見る見る真まっ赤かに染そまる。

「うがああああああああ！」

　獣じゆう吾ごは叫び声を上げると、立ち上がる。そのまま玄げん関かんへとダッシュ。靴くつ下したのまま外へと飛び出した。

　機き関かん車しやのような勢いで突っ走り、少し離れた河か川せん敷しきへとやって来る。よくケンカに使っている場所だ。だだっ広く辺りに民みん家かも少ないから多た少しよう声を出しても大だい丈じよう夫ぶだ。

　川の向こう岸に向かって、獣吾は力いっぱい叫んだ。

「オレのバカヤロ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　思う存ぞん分ぶん吠ほえてから、獣吾は自宅へと帰ってきた。何事もなかったかのように椅い子すに座る。

「マイラ。さっきオレの言ったことは忘れてくれ。親父おやじやおふくろにも内ない緒しよだ。もしバレたらオレは旅に出るからな！」

　困ったことに獣吾の瞳ひとみは真剣そのものだった。

「分かりました。誰だれにも言いません。なかったことにします。そう簡単にメモリー消しよう去きよはできないんですけど、努力しますから」

　コクコクと頷うなずくマイラに、獣吾は少し安心した様よう子すで息を吐き出す。

　それから、鋭い視線をマイラへと向けた。

「あれこれ考えるのは止やめだ。単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くぞ。マイラ、お前、一体どーしたんだ？　昨日きのうからの失敗は少々ぶっ飛びすぎてるぞ。頭の中が故こ障しようしてたりするんじゃないのか？」

「そうですよね。ここまで迷めい惑わくをかけてしまってるんですから、説明しないわけにはいきませんよね」

　しおらしくマイラは頷いた。

「最初にことわっておきます。決して故障じゃありません。わたしの電でん子し頭ず脳のうはいたって正常です。にもかかわらず、わたしが度を超えた失敗ばかりしている原因。それは……」

　たっぷりと間まを空あけてから、マイラは深しん刻こく度ど３００パーセントで叫んだ。

「睡すい眠みん不足です！」
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　しばらくが経けい過かした。

　マイラの叫んだ言葉が、『スイミーブソック』とか言う獣吾の知らないコンピュータ用語かとか思ったけれど、何なん度ど思い返してもそれは睡眠不足に他ならない。

「睡眠不足……か」

　あまりに想そう定ていしていなかった答えに、獣吾は不ふ可か解かいそうに眉まゆをひそめる。

「しかし、マイラ。お前は、ロボットみたいなものなんだろ？　眠らなくたって問題ないんじゃないか？」

「そこが大きな間違いなんです！」

　マイラが声を大きくする。

「確かに、単純なプログラムを実行するだけのロボットであれば睡すい眠みんなんて必要ありません。だけどアンドロイドは基本的に人ひと型がたに作られて人間と同どう等とうの思し考こうを可能とする電でん子し頭ず脳のうを搭とう載さいしています。何かを考えるというのは、もっとも複雑なプログラムが必要となる機き能のうなんです。それを維い持じするためには、定期的にスリープ状態に入る必要があるんです」

　そこで、マイラは補ほ足そくする。

「スリープ状態の間に、不要な情報を捨てたり必要な情報を固定させたりと電子頭脳の中を整理するんです。ちなみに、これは人間の脳でも行われていることなんですよ」

　ちょっとした豆まめ知識を披ひ露ろうした。

「つまり、お前はちゃんと眠っていないから、その思考プログラムってのに問題が発はつ生せいしたと」

「しつこいようですけど、故障ってほどのことじゃないんですよ。ただ、思考プログラムの処しよ理り速度が遅くなり、データベースへのアクセスに時たまエラーが発生するようになってるんです。疑ぎ似じニューロンの活かつ性せい化かプログラムで補ほ正せいをかけてはいるのですが……」

　チンプンカンプンな話になってきたから、勘かん弁べんしてくれと獣じゆう吾ごは手を振る。

「分かったよ。とにかく、ちゃんと眠れば解決するってことなんだろ？　だったら今すぐ寝ろよ。オレの夕ゆう飯めしのことは心配いらないから」

　マイラは、困ったような顔になった。

「それが、そうもいかないんです」

「どうしてだ？　何かやることでもあるのか？」

　違いますと首を振ってから、マイラは泣きそうな顔でこう言った。

「わたし、眠れないんです！　不ふ眠みん症しようになっちゃったんです！」

　アンドロイドの言葉とは思えなかった。

「いつからなんだ？　一昨日おとといか？　もっと前からか？」

　マイラが首を振る。

「28世紀で再さい起き動どうさせられてからだから、時間にして５００時間。ざっと三週間ぐらいですね」

　これには獣吾も驚く。

「三週間!?　お前そんなに眠ってないのか!?」

　獣吾の家に来てからも、一いつ睡すいもしていないということだ。

　夜は普通に部屋に入っていたから、てっきり眠っているものだとばかし獣吾は思っていたのだ。

「よくこれまで平へい気きでいられたよな!?」

「そこはほら、人間じゃありませんから。定期的な睡眠が必要って言ったって、一週間に一度程てい度どでいいんです」

　こともなげにそう答える。

「だけど、さすがに三週間ともなると……限界です」

　ふうとため息をつく。

「人間みたいに、眠くはならないのか？」

「普通は、思し考こうプログラムに影えい響きようが出始めたら自動的に眠くなるはずなんです。それ以前に、いつでもスリープモードに入れるようにもできてます。それなのに、ダメなんです」

　嘆なげくマイラに、獣じゆう吾ごは何かを思いついた様よう子すで言う。

「マイラ、原因はやっぱりタイムスリップなんじゃないか？」

「それはわたしも考えました。時じ空くう間かん転てん送そう中に浴びた電でん磁じ波はによってモードチェンジ機き能のうと同じようにスリープ機能にもエラーが発生してるんじゃないかって」

　マイラは首を横に振る。

「だけど違います。エラーチェックをかけたりもしたんですけど、スリープ機能は正常なんです。ただ、何故なぜか不ふ思し議ぎと眠れないんです」

「何故か不思議と眠れない……ね」

　腕を組み獣吾は考える。それでも、少し気は楽だった。電でん子し頭ず脳のうの故こ障しようなんて言われた日にはもはやどうしようもないけれど、相手は不ふ眠みん症しようだ。マイラを眠らせてしまえばそれで解決するのだ。

「よし分かった。いつまでもあんな失敗し続けられてもまいっちまうし、ずっと眠れないってのも気きの毒どくだ。マイラ、お前が眠れるようにオレが力を貸してやるよ」

　獣吾は、固めた拳こぶしを振り上げ叫んだ。

「名付けて、マイラおやすみプロジェクトだぜ！」
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　獣吾の部屋の隣となりがマイラの部屋だった。娘むすめができたと大喜びする獣吾の両親によって、学習机づくえだの洋服ダンスだのベッドだと一通りのものはそろえられている。

　可愛かわいらしいベッドの上に、マイラが座っている。肌はだはほんのりと赤く染そまっていた。お風ふ呂ろ上がりなのだ。

「よし、マイラ。こいつを飲め」

　獣吾は、持ってきたマグカップをマイラに渡した。中には温めた牛乳が入っている。

「ぬるま湯にたっぷりつかったあとでホットミルクを飲んでリラックスする。これで大たい抵ていは眠れるんだよ」

　ホットミルクを飲み干ほしたマイラを、ベッドに寝かせる。上から布ふ団とんをかけた。

「あとは、瞳ひとみを閉じて羊ひつじでも数えてりゃいいんだ。気が付いたら眠ってるはずだぜ」

「なるほど、羊ですね。やってみます」

　マイラはこっくりと頷うなずくと、瞳を閉じる。

「羊が１匹ぴき、羊が２匹、羊が３匹」

（別に口に出さなくてもいいんだがな）

　苦にが笑わらいを浮かべながらも、これでもう大だい丈じよう夫ぶだろうと獣じゆう吾ごが思った時だった。

　ぱらりらぱらりらぱらりらぱらりら！

　そんなラッパの音が聞こえてくる。暴ぼう走そう族ぞくのみなさまがハッスルしているようだ。

　どこかへ走り去ってくれると思いきや、この辺りを周しゆう回かいしているのかなかなか音は止まってくれない。

「オレ、ちょっと出かけてくるから。お前はここで羊の数を数えてるんだぜ」

　獣吾はそう告げると、プイっと部屋から出て行った。

「羊が38匹、羊が39匹、羊が40匹、羊が……」

　マイラが羊を数える声だけが、暗い部屋の中に響ひびいた。




　それから、しばらくの後。




「思ったより時間を食っちまったぜ」

　そんなことを呟つぶやきながら、獣吾が帰き宅たくする。

　暴走族を自転車で追いかけ、軽くケンカを売りいつもの河か川せん敷しきへと連れて行った。そこで全員ぶちのめして向こう二、三週間はバイクに乗れないようにしてやったのだ。

　自分からケンカを売るのはモットーに反するけれど、今は非常事じ態たいだから仕方がない。

　獣吾のおかげで、辺りは静けさに包まれている。

（ま、さすがにもう眠ってるだろうな）

　そう思い、マイラの部屋の前までやって来る獣吾。

　その耳に聞こえてきたのは、相変わらず羊の数を数えているマイラの声だった。

「羊が４９９６匹、羊が４９９７匹。羊が４９９９匹。羊が５０００匹」

　どこぞの大だい牧ぼく場じようなみになってきた。

「え!?」

　驚いた獣吾はマイラの部屋へと入る。

「あ、獣吾さん」

　マイラがむっくりと顔を上げた。

「すみません。いくら羊を数えてもちっとも眠くならないんです」

　獣吾は、この作戦が失敗に終わったことを悟さとった。

「ええい、なら次だ！」

　切り替えも早く、獣じゆう吾ごは次の作戦を開始した。







　リビングのテーブルには、大きなピザがどかんと置かれていた。配達ピザに電話して特とく大だいサイズを届けてもらったのだ。

「腹はらが一いつ杯ぱいになれば眠くなるのが普通だからな。マイラ、こいつを食べるんだ」

「はあ、分かりました」

　マイラは特大ピザを食べ始めた。

（ま、こいつの体だからな。よく食べても三切れか四切れだろ。うっぷ、もう食べられないってなってゴロンと横になれば、もう眠るしかないってもんだぜ）

　と、予よ測そくする獣吾だったけど、意い外がいにもマイラの食は太かった。あっと言う間に特大ピザをたいらげてしまう。

「マイラ、腹一杯になったか？」

　獣吾の質問に、マイラは答える。

「いいえ、まだまだですけど」

　何だか、挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけられたような気分になった。

　ムキになった獣吾は、携けい帯たい電話を引っ張り出すとさらに追つい加か注ちゆう文もんする。

「すんません！　さっき注文した梶かじ山やまですけど、同じ物をあと五枚追加します！」




　そして、しばらくが経けい過かした。




　テーブルの上には、空からになったピザの箱が山やま積づみになっていた。それだけじゃない。さらに宅たく配はいを頼んだフライドチキンの箱や、寿す司しのたらいなんかも置かれている。もちろん両方とも空っぽだ。ガリすら残っちゃいない。

　もちろんここまでくると、自分の小こ遣づかいだけじゃ足りなかった。台所の引き出しに入っていた食費用ようの財さい布ふにまで手を手をつけていた。

「おふくろ、ぶち切れるんだろうな」

　費用は、台所にあった食費用の財布から全部出だした。温おん泉せん旅行から戻ってきた母親がゲキドする姿すがたが目に浮かぶ。

（いや、でもマイラのためだからな。おふくろだって分かってくれるに違いない）

　そう願いながら、獣吾はマイラへと顔を向ける。

「で、どうだ？　マイラ。さすがに満まん腹ぷくになっただろ？」

「いいえ」

　プルプルと首を振ってから、マイラはとんでもないことをのたまった。

「そもそも、わたしに満まん腹ぷくなんてないんです。食べたものはお腹なかの中で原げん子し分ぶん解かいされてしまいますから、いくらでも食べられるんです」

「そいつを早く言ええええええ！」

　獣じゆう吾ごが吠ほえた。

「あああ、こっちは家の金にまで手をつけたのに」

　頭を抱えてから、獣吾は妙みようにすわった目で言った。

「よし、こうなったらあの手だな」

　キッチンへ飛び込むと、戸と棚だなの奥から瓶びんを引っ張りだした。高級そうなウイスキーの瓶だった。

　実際それは高級だった。お値ね段だんもアルコール度ど数すうもかなり強い一級品ひん。父親の秘ひ蔵ぞうの一いつ品ぴんだ。

「酔よっぱらったら、グースカ鼾いびきをかいて眠るに違いない」

　マイラの元に戻った獣吾は、グラスにちびちびって注つぐと突き出す。

「さあ、こいつを飲むんだ」

　マイラは渡されたウイスキーをちびちびっと飲んだ。

「辛からいですね。あんまり好きな味じゃありません」

　顔をしかめるマイラ。残念ながら反応はそれだけだった。目がトロンとしたり呂ろ律れつが回ったりはしない。

「くそっ、まだまだか」

　さらにグラスにウイスキーを注いで飲ませるも、やっぱりマイラに変化はない。

　ええいとばかしにありったけのウイスキーをグラスに注いだ。マイラはゴクゴクとそれを飲み干ほした。

「本当にこれで眠れるんでしょうか？」

　相変わらず平へい然ぜんとした顔で尋たずねてくる。

「何故なぜだ！　ウイスキーを一ひと瓶びんも空あけて、どうしてそんな平然としてられるんだよ!?」

　納なつ得とくいかないと叫ぶ獣吾に、マイラがあって顔をする。

「それ、お酒だったんですか？　28世紀の入れ物とはまるで違ってたから分かりませんでした」

　申もうし訳わけなさそうに続けた。

「あの、今いま更さらなんですけど、わたしはお酒で酔ったりはしませんよ。さすがにそんな機き能のうはついてません」

「そいつを早く言ええええええ！」

　今回も獣吾は吠ほえた。父親の秘蔵のウイスキーを空からっぽにしてしまったのだ。

（親父おやじ、さすがに怒るんだろうな）

　ぐったりとする獣じゆう吾ごだけど、持もち前まえの闘とう争そう心しんで復ふつ活かつする。

　売られたケンカは借しやつ金きんしてでも買う。それが獣吾のモットーだった。

　マイラの不ふ眠みん症しようは、今や獣吾にとって倒すべき敵だった。興こう奮ふんで血が騒さわぎ活かつ力りよくがみなぎってくる。

「マイラ！　すぐに着き替がえろ！　出かけるぞ！」

「えっ!?　どこにですか？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をするマイラに、勢いよく告げる。

「ゲーセンにボーリングにバッティングセンターに最後はカラオケでオールだ！　一晩中じゆう遊び倒して、お前をヘロヘロにしてつぶしてやるぜ！」
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　そして、翌よく日じつ。

　教室へとやって来た獣吾は、自分の机の上にぐったりと突つっ伏ぷした。

　保ほ証しよう書しよをつけたっていいぐらいのヘロヘロっぷりだった。

「ど、どうしてだ？　どうして起きてられるんだよ」

　宣せん言げんした通り、獣吾はマイラを連れて一晩中遊あそび倒した。獣吾ですらこんな状態になってしまうぐらいのハイペースで。

　にもかかわらず、マイラはちっとも眠ってくれなかった。獣吾の方がカラオケボックスで何度も意識が飛びそうになってしまったほどだった。

　最後の最後には、ダメ元もととばかしに糸をつけた五円玉だまをマイラの目の前でプラプラさせたりもしたけれど、もちろんそんなものが成功するはずもなかった。

「なあ、福ふく西にし」

　近くにいたクラスメイトに、獣吾は声をかけた。

「ちょっと聞くんだけどよ、女の子を眠らせるいい方法ってないもんかな？」

「えっ!?」

　福西は驚いたように目を大きくした。

「女の子を……眠らせる？」

「そーなんだよ。なかなか眠ってくれないヤツがいて困ってんだ。こっちもいろいろ試したんだぞ。飯めし食わせて酒飲ませてさらに一晩中連つれ回して。しまいには催さい眠みん術じゆつまで試したんだぜ」

　ふうとため息をつく。

「なあ、何かいい方法があったら」

「か、梶かじ山やま君！　それはダメだ！」

　福西が真剣な顔で詰め寄ってくる。話を聞いていたのだろう。辺りにいた男子や女子も集まってくる。

「眠らせてからだなんて、そんなの犯はん罪ざいだよ！」

「そうよ！　梶かじ山やま君！　それだけはやっちゃいけないことなのよ！」

「梶山！　頼むから考え直してくれ！　そんなことしなくたってお前なら大だい丈じよう夫ぶだ！」

「オレ達がリスペクトする梶山獣じゆう吾ごは、そんな人間じゃないはずだ！　そうだろ!?」

　必ひつ死しさはジンジンと伝わってくるけれど、獣吾には何が何だか分からない。

「お前ら、何を言ってんだ？」

　獣吾が小こ首くびを傾かしげた直後だった。教室の扉とびらが開く。穏おだやかな雰ふん囲い気きの年ねん配ぱい教きよう師しが現れた。

「コラコラ、何してるんだ。さっさと席につけ」

　まだ獣吾に何か言いたげな顔をしながらも、クラスメイト達は自分の席へと戻っていく。

「よ～し、それじゃこの前の続きから始めるぞ」

　授業が始まった。科目は古こ文ぶんだった。

（ぐっ、よりにもよって一いち時じ限げん目めから片かた町まちの古文かよ……）

　獣吾は歯は嚙がみする。

　ただでさえよく分からない古文。それに加えて、ボソボソと聞き取れないような声で喋しやべるからたまらない。

　学校でも五本の指に数えられる『睡すい眠みん誘ゆう発はつ教師』だった。

　たっぷりと眠ってきた日でさえ、気が付くと意識が飛んでいることがあるのだ。徹てつ夜やで遊び倒していた獣吾が太刀たち打うちできる相手じゃない。

（くそっ、眠い。まるで底なし沼ぬまに沈んでいくようだ）

　薄れゆく意識の中、獣吾は思う。

（居い眠ねむりするなって言われたって、どだい無む理りな話だぜ。この授業で眠らない奴やつなんているはずが……）

　そこで獣吾の眠ねむ気けが吹っ飛んだ。瞳ひとみが見開かれ、鼻はな息いきが荒くなる。

　机をバシンと叩たたき勢いよく立ち上がる獣吾。教師、そしてクラスメイトが何事かと見守る中、目をギラつかせ叫んだ。

「こ、これだあああああ!!」







　いつぞやと同じように、マイラは落ち込んでいた。お酒で酔よう機き能のうはついていないのに、落ち込むって機能は人にん間げん以上の性せい能のうのようだ。

「ああ、一晩中じゆう獣吾さんにがんばってもらったのに、それでも眠れないなんて……」

　しばし落ち込んでいたけれど、こんなんじゃダメだと首を振る。

「嘆なげいてばかりいても仕方ありません。とにかく、わたしは自分のなすべきことをしなくっちゃ」

　家か事じで失敗するのは目に見えていたから、マイラは別のことをすることにした。

「わたしの存在意い義ぎは、獣じゆう吾ごさんのエロトレーナーです。それさえできていれば、他が多た少しよう問題があったってかまいません」

　自分自じ身しんに言い聞かせるように呟つぶやくと、テーブルの上で雑誌の切り抜きを始めた。獣吾のエロ修しゆ行ぎように使えそうなグラビアなんかをこまめにファィリングするのがマイラの最近の日につ課かだった。

「できました！」

　完成したファイルを誇らしげに見直すマイラ。

「ちょっと獣吾さんには刺し激げきが強すぎるかもしれませんね。こんなにふくよかな裸ら体たい」

　うふふふと笑う。

「やっぱり、横よこ綱づなの体は違いますよね」

　たっぷりと時間をかけてから、マイラはハッとした。自分が切り抜いていたのがお相撲すもうさんの写真だってことに。

「ああああ、睡すい眠みん不足の影えい響きようがここまで出ているなんて」

　マイラがその場に崩くずれ落ちる。

「こんなんじゃ、獣吾さんのエロ修行を手伝うことだって無む理りです！　ただのお荷物のセクシロイドです！」

　マイラが激しく落ち込んでいる時だった。荒々しい音を立てて誰だれかが家に飛び込んでくる。

「マイラ！」

　獣吾だった。

「獣吾さん。学校は？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をするマイラに、獣吾は手に持っていたそれを突き出した。

「マイラ、今すぐこいつに着き替がえるんだ！」

　私立、雲うん南なん高校の女子の制服だった。マイラ用にと、サイズもかなり小さ目のものだった。

「これを、着る？」

　キョトンとしてから、マイラが感かん激げきの瞳ひとみで獣吾を見る。

「分かりました！　制服プレイですね！　獣吾さん、わたしでエロ修行をしてくれるんですね!?」

「バッカ、そんなんじゃねーよ！」

　顔を赤くし獣吾が叫ぶ。

「いいからこいつを着ろ！　そしたらオレと一いつ緒しよに学校に行くんだよ！」

「学校にですか？」

　ポカンとするマイラの肩をバシンと叩たたき、獣吾は意い気き揚よう々ようと言った。

「ああ、マイラおやすみプロジェクト、最後の作戦だ。今度こそ、お前を眠らせてみせるぜ！」
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　時刻は、二に時じ限げん目めの授業が始まる少し前。

　雲うん南なん高校一年Ａ組の教室、一番後うしろの席に、ちょこんと座る小こ柄がらな女じよ子し生徒の姿すがたがあった。

　その髪かみの毛は豪ごう奢しやな金きん髪ぱつだ。目立つなって言う方が無む理りだろう。

　言うまでもなく、獣じゆう吾ごに連れてこられたマイラに他ならない。

　向けられる好こう奇き心しんいっぱいの瞳ひとみに、マイラは居い心地ごこちが悪そうに体をもじもじとさせる。

（わたしなんかが学校に来ちゃって、本当にいいのかな？）

　獣吾にはこう説明されていた。

『大だい丈じよう夫ぶだ。理り事じ長ちようには電話して、ちゃんと話は通してもらったから。留りゆう学がく生せいの体験入学ってことになってるから、遠えん慮りよせず授業を受ければいい』

　だけど、マイラにはまだ分からないことがある。どうして授業を受けることが不ふ眠みん症しようの解かい消しようになるのかってことだ。

　マイラが小こ首くびを傾かしげていると、チャイムが鳴る。少し遅れて教きよう師しがやって来た。白い口くち髭ひげが目立つ教師だ。

「ダ、ダンディー久ひさ島じま！」

「ど、どうして？　うちの現げん国こくは大おお村むら先生じゃ？」

　生徒達たちから驚きの声が漏もれる。

「え[image: ～][image: ～][image: ～]、シフトが変わりまして。大村先生の代わりに私が来ました」

　教師が手て身み近ぢかに説明する。実に渋しぶい美声だった。

　授業が始まった。教師が教科書の文章を情じよう感かんたっぷりに読み上げる。まるで役やく者しやの朗ろう読どくを聞かされているようだ。

　生徒達が、一人、また一人と机に突つっ伏ぷしていく。

　まるで、魔ま法ほうでも見ているかのようだった。







（ふっふっふ、今いま頃ごろマイラの奴やつ。久島の渋い声の餌え食じきになっているだろうな）

　自分の教室にて、獣吾がほくそ笑えむ。

「万まん一いち、久島を突とつ破ぱしたとしてもだ。次には、生物の平ひら出いでの授業が待っている。さらに古こ文ぶんの片かた町まち、世界史しの坂さか下したと続き、最後は帝てい王おう、英語の渡わた辺なべだ！」

　理事長に無む茶ちやを言って、雲南高が誇る『睡すい眠みん誘ゆう発はつ教師』の授業を無む理りやりに組ませたのだ。

　他の生徒達にはいい迷めい惑わくだけど、そこはマイラを眠らせるためだ。我が慢まんしてもらうしかない。

（マイラの席は窓まど際ぎわのポカポカした席にしてもらったし、体の大きい生徒の後ろにして自由に眠れる環かん境きよう作づくりもした）

　確信を込めて、獣じゆう吾ごは頷うなずいた。

（断だん言げんしたっていい！　あいつは必ずどこかでオチる！）




　そして、放課後ご。




　本ほん日じつ最後の授業が終わり、教きよう師しが出て行った一年Ａ組の教室。

　生徒達たちが、苦にが笑わらいしながら話し会う。

「一体何なんなんだよ、今日きようの時間割わり。拷ごう問もんかよ!?」

「俺おれ、昨日きのうはたっぷり眠ってきたんだぜ。だけど、結局全ぜん滅めつ。ほとんどの授業で居い眠ねむりしちゃったよ」

「仕方ないわ。あの授業で居眠りしない人なんていないもの。私も、四よ時じ限げん目めまでは頑がん張ばったけどとうとう五時限目でダウンよ」

「誰だれか最後まで眠らなかった奴やつっているのか？」

「さすがにいないだろ？　もしいたとしたら王おう者じやだよ」

　生徒達はそれぞれの記き憶おくを頼りに誰がいつ眠っていたかを報告し合う。

　そして、気付いてしまった。たった一人だけ、すべての授業で眠っていなかった人物の存在に。

「留りゆう学がく生せいの……彼女だ」

「人間業わざじゃないぞ！」

　生徒達がマイラに駆かけ寄った。羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける。

「君、すごいよ！　あの布ふ陣じんを完全突とつ破ぱするなんて!?」

「私、あなたを見てたの。みんな必ひつ死しに睡すい魔まと闘たたかってるのに、一人だけちゃんと先生の話に集中してたでしょ？」

「そうか、だからどの先生も機き嫌げん良く宿題も少なかったのか」

「頼むよ。ぜひこの学校、ううん、このクラスに来てくれ！」

　熱心に詰め寄られ、マイラは困ったように笑うことしかできなかった。

「は、はあ」







　実際、教師達の評ひよう判ばんも良かった。

「あの体たい験けん入学の女の子。いいね」

「あ、久ひさ島じま先生もそう思いました？　自分も、ちょっと難しい話で眠くさせちゃうかなって思ったんですけど、パッチリ目を開けてくれてて嬉うれしかったです」

「おや、平ひら出いで先生もですか。私もなんですよ」

　教きよう師し達だって、別に生徒を眠らせたくて授業をやっているわけじゃない。

　その不ふ運うんな才能（？）によって、生徒達をついつい眠くさせてしまう教師達だからこそ、マイラの存在をありがたく感じてしまうのだ。

「理り事じ長ちように提てい案あんしてみましょうか？　少々、学がく費ひを安くしてでもうちに来てもらうようにしませんかって」

「ああ、それはいい考えだな。是ぜ非ひそうしよう」

　こうして、マイラおやすみプロジェクト、最後の作戦は失敗に終わったのだった。
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「オレの負けだ」

　自宅のソファーに座り込み、獣じゆう吾ごは敗北宣せん言げんを呟つぶやいた。

「完全敗北だぜ」

　おまけにそう付け加える。雲うん南なんの猛もう獣じゆうらしからぬ台詞せりふだ。

　実じつ際さい完全敗北だった。理事長から、生徒や教師からも是非にという声が上がっているからこのままうちの学校にどうだろうか？　なんて打だ診しんが獣吾の元にくるぐらいなのだから。

　学生服姿すがたのマイラが、心の底から申もうし訳わけなさそうに言う。

「すみません。せっかく獣吾さんがいろいろ手配してくれたのに、ちっとも眠れなくて」

「いや、別にお前が悪いんじゃない。悪いのはあいつさ」

　親の仇かたきの名前でも口にするように、獣吾は吐き出す。

「憎にくたらしい、不ふ眠みん症しようって奴やつさ」

　マイラの中から不眠症が実じつ体たいを伴って現れてくれないものかと獣吾は本ほん気きで願った。もしそうなったら、大だい好こう物ぶつのケンカで決けつ着ちやくをつけられるのに。

　だけど、いくら願ったってそんなことは不ふ可能だ。

（未来の世界から来た猫ねこ型がたロボットでもいれば、それぐらいのことはやってくれるかもしれんが……）

　獣吾はまじまじとマイラを見る。猫型じゃないけれど、未来の世界から来たロボット（アンドロイド）だ。

　ダメ元もとで、獣吾は尋たずねた。

「なあ、マイラ。お前の不眠症、未来の不ふ思し議ぎなテクノロジーか何かで外に出したりできないか？　どんな姿すがたで出てこようがオレがぶっ倒してやるから」

「あ、それなら可能ですよ」

「何、本当か!?」

「はい、それじゃ行きますよ。せ[image: ～][image: ～][image: ～]の」

　ボワワワワワン！

「おおおっ、この怪かい獣じゆうが不ふ眠みん症しようなのか！」

「獣じゆう吾ごさん！　気を付けてください！　不眠症怪獣フーミンです！」

「フーミンか！　よし、オレが相手だぜ！」

　ドカ！　バキ！　ゴキ！　ドッゴ[image: ～][image: ～][image: ～]ン！

「ああ、獣吾さんスゴイです！　フーミンをパンチとキックでやっつけちゃいました！」

「フン、これぐらい楽らく勝しようだぜ」

「ああ、わたし急に眠くなってきました。ああ、もう立っていられません。獣吾さんお休みなさい」

　グ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!

　なんて展開になるはずもなく……。

「獣吾さん、さすがにそんな漫まん画がみたいなことは無む理りですよ」

　って呆あきれられてしまうから獣吾としても苦く笑しようすることしかできない。

「ま、そーだろーな」

　今度こそ完全にお手上げとばかしに、獣吾はゴロンとソファーに寝ねっ転ころがった。

　と、背中に何か硬い物が当たる。手を突っ込んでみると、それは一冊さつのクリアファイルだった。開いたファイルには、肌はだ色いろの切り抜きがたっぷりと収められている。しかも、水みず着ぎ姿すがたじゃない。トップレスだ。

「ぐっ!!」

　慌あわてて鼻を押さえる獣吾だったけど、すぐに気付く。それがお相撲すもうさんだってことに。

「どうして力りき士しの切り抜きなんかを……」

　青ざめたマイラが、慌ててファイルを奪うばう。

「違うんです！　これは違うんです！　何かの間違いなんです！」

　わめくも、力なく座り込んだ。

「すみません、獣吾さん。本当のことを言います。わたしは、とうとうエロの判はん別べつもできなくなってしまったんです。こんなわたし、もうお払はらい箱ばこですよね」

　がっくしと頭を垂たれる。

「燃えないゴミの日に、出されちゃいますよね」

「バカか。お前なんかゴミの日に出してたら速そつ攻こうで警察に通つう報ほうされるに決まってるだろ」

　獣吾はマイラの頭を軽くゲンコツで叩たたいた。

「それに、心配すんな。少々とんちんかんなことをしてたって、お前はここにいればいいんだ。オレも、もちろんおふくろも親父おやじも、お前のこと捨てたりなんかしねーよ」

「獣吾さん……」

　感かん激げきに瞳ひとみを潤うるませるマイラ。

　獣じゆう吾ごは、女の子の涙が苦にが手てだった。例えそれが嬉うれし涙だったとしても。

「ま、それはともかくだ」

　コホンと咳せき払ばらいをし話題を切り替える。

「お前の不ふ眠みん症しよう。ホント原因は何なんだろうな？」

「何が原因なんでしょうかね」

　マイラがしみじみと呟つぶやく。

「いくらスリープモードを実じつ行こうしても、機き能のうがそれに応じてくれないんですよね。何故なぜかエマージェンシー感かん知ちプログラムが微び細さい起き動どうしてしまってそちらが優ゆう先せんされてしまって」

「悪い、もうちょっとオレに分かるように話してくれないか？」

「あ、失礼しました」

　マイラが言い直す。

「分かりやすく言えば、いくら寝ようとしても、眠れないんです。何故か、怖こわいような気がして」

「怖い？」

　獣吾が身を乗り出す。

「あ、はい。ですけど、該がい当とうする根こん拠きよも何もない恐きよう怖ふ心しんですからそれこそ意味のないエラーだと思います。そんな、眠るのが怖いだなんておかしいですから」

　マイラの説明に、獣吾は大おお袈げ裟さに息を吐き出した。

「おい、マイラ。お前、それをもっと早く言えよな」

「え？」

「お前の不眠症の原因、オレには分かったぞ。どうすれば眠れるようになるのかもな」

　半はん信しん半はん疑ぎのマイラに、獣吾はこう言った。

「さっさとベッドに入れ。今度こそオレが何とかしてやっから」







　獣吾に言われたとおり、マイラが自分のベッドに潜もぐり込む。少し遅れて、部屋着ぎのジャージうに着き替がえた獣吾がやって来た。ベッドの脇わきに豪ごう快かいにあぐらをかく。

「あの、獣吾さん。それで、わたしの不眠症の原因って」

「ああ、それか。教えてやるよ」

　安っぽい探たん偵ていドラマの名めい探偵っぽく、もったいをつけてから言った。

「マイラ、お前は自分でも知らないうちに眠ることを拒こばんでるんだ。眠るのが怖いんだよ。過去のトラウマってのがあるからな」

「トラウマですか？」

「ああ、そうだ。前に話してくれただろ？　開かい発はつ中止が決まって、一度は電でん源げんを落とされたって」

　マイラがハッとする。

　ずっとずっと昔、いやこの時代からすればはるか未来の出来事にあたるけど、マイラは高こう性能すぎたがゆえにその影えい響きようが危き険けん視しされ、本社の資料室しつで永久保ほ管かんされることになった。

　電源が落とされ、意い識しきが薄れていく感かん触しよくをマイラはハッキリと思い出す。

「わたしはあの時、一人ぼっちで消えていくような気がして、すごく悲しい気持ちでした。何もしないまま眠りたくないって強く思いました。あの時の強い思し考こうが、プログラムに焼き付いていたんですね。そしてそれが、わたしの不眠の原因になってたんですね。眠ったら、二度と目覚められないんじゃないか？　無む意識のうちにそんな恐きよう怖ふを抱いていたんですね」

　ようやく謎なぞが解けたと、マイラは大きく頷うなずいた。

「だけど、獣じゆう吾ごさん。原因が分かったからって不ふ眠みん症しようが治るわけじゃないですよ。今のわたしは、ただのスリープモードに入るだけだって分かってます。分かってるのに、眠れないんですから」

「大だい丈じよう夫ぶだ。とりあえず手を出せよ」

「え？」

「いいから、右手を出せって」

　不ふ思し議ぎそうな顔で、マイラは布ふ団とんから右手を出す。獣吾は躊躇ためらうことなくその手を握った。

「これで終わりだ」

「あの、獣吾さん。これは？」

　獣吾は軽く天てん井じようを見上げてから、のんびりとした口く調ちようで話し出した。

「オレさ。実は小さい頃、苦にが手てなもんがあったんだよ。お化ばけとか幽ゆう霊れいとか、そういったのな」

　最強の名をほしいままにしている獣吾にしては意い外がいな真実だった。

「で、ある夜。すっげー怖こわい夢ゆめ見たんだよ。お化けに追いかけられるっていう、今にしてみれば笑ちまうような夢なんだが、ガキだったオレはとてつもなく怖くてな。で、それから眠るのが怖くなった。眠ったらまたお化けに追いかけられるんじゃないかって考えると、心しん臓ぞうがバクバクして背中にじっとりイヤ～な汗あせをかいて、眠れなくなったんだ。で、そのことをおふくろに話したら、こうしてくれたんだよ」

　照れくさそうに続ける。

「不思議なもんでな。たったこれだけで、安心して眠れたんだ。これなら、もしお化けに追いかけられても、助けてもらえるんじゃないか。そんな気がしてな」

　獣吾は、握る手に力を込めた。

「朝までずっとこうしててやるよ。お前は一人ぼっちじゃない。こうやってオレが一いつ緒しよにいる。朝が来たらひっぱたいてでも起こしてやる。お前を眠ったままにはさせない。だからマイラ、安心しろよな」

「ありがとうございます。獣じゆう吾ごさん」

　ゴツゴツして、不ぶ器き用ようそうな獣吾の手。だけど最高に温かい手だった。

「ありがとうございます、獣吾さん」

　マイラが微笑ほほえむ。

「わたし、何だか今度こそ眠れるような気がします」

　静かに瞳ひとみを閉じると、マイラはスリープモード機き能のうをＯＮにした。

「おやすみなさい………獣吾……さん」
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　ゆっくりと、マイラの意識が覚かく醒せいする。

　カーテンからは明るい日の光が差し込んでいた。もう朝のようだ。

　しばしぼんやりとしていたマイラだったけど、やがて思し考こう回かい路ろの動きもクリアになる。

「わたし、眠れたんだ」

　信じられないって様よう子すで、マイラは呟つぶやいた。

　ただ獣吾に手を握ってもらえただけであっさりとスリープモードに入ることができたのだ。

「わたし、眠れたんだ！」

　嬉うれしそうにもう一度呟いたマイラは、そこで自分の右手に気付く。そこには、まだ獣吾の手があった。

　ベッド脇わきにつっぷすようになって、獣吾がグースカと眠りこけていた。

「獣吾さん、本当にずっと手を握っててくれたんですね」

　マイラの小さな胸に、奇き妙みような感覚が宿る。暖かいような、こそばゆいような不ふ思し議ぎな感覚だ。

「あれれ、おかしいです」

　マイラは、ほんのりと赤く染そまった頰ほおを両手で押さえる。

「わたし、どうしちゃったんだろ？　ちゃんと眠ったはずなのに何だかおかしいです」

　ふわふわして、ドキドキして、嬉うれしいような、恥はずかしいような。

　と、その時だった。獣吾がむっくりと頭を持ち上げる。寝ぼけ眼まなこをしょぼしょぼさせてから、大きく伸びをした。

「すっかり寝ね入いっちまったようだな」

　マイラへと顔を向けると、ニッカリと笑って見せた。

「おっす、マイラ。よく眠れたか？」

　牙きばを剝むき出し、まるで威い嚇かくしているかのような個性的な獣吾の笑い顔。子供が見たらまず間違いなく泣き出すような迫はく力りよく。お世せ辞じにも素す敵てきな笑えみとは言いがたい。

　だけど、それを見た途と端たん、マイラの胸がドキンとした。

　マイラの心しん臓ぞう部分に当たるメインコアが、何故なぜか振しん動どうしたのだった。

[image: ]

「あ、あの、その……」

　マイラは顔を真まっ赤かにして、しどろもどろに答える。

「わ、わたし、朝ごはん作りますね！」

　それだけ叫ぶと、マイラはベッドから飛び出し部屋を後にする。

　一人残のこされた獣じゆう吾ごが、首をひねった。

「あいつ、どーしたんだろ？」







　階段を駆かけ下たマイラは、そこで大きく深しん呼吸した。

「おかしいですよね。わたし」

　データベースでこの感覚を検けん索さくする。導き出された答えは一つだった。

「ひょっとして、ひょっとしてわたし、獣吾さんに恋しちゃったとか？」

　しばし驚きの表情をしてから、マイラは強く首を振った。

「そんなはずありません。だって、恋れん愛あい感情の部分にはプロテクトがかかるようにできてるんですから。セクシロイドであるわたしが恋だなんてありえませんよ。きっと何かの勘かん違ちがいです」

　マイラはそう納なつ得とくすると、気を取り直すようにパチンと手を叩たたく。

「さ、ぐっすり眠って思し考こう回かい路ろもバッチリです！　腕によりをかけて獣じゆう吾ごさんの朝ご飯はんを作っちゃいますよ！　とびきりおいしいのを！」




　そして、しばらくの後……。




「なあ、マイラ。こいつは何だ？」

　ぐしゃぐしゃになった黄色い物体を前に、獣吾は尋たずねる。

「お、オムレツです！　ちょっと形は崩くずれてしまったんですけど、味はバッチリです！　きっと!!」

「きっと!!」にこれでもかってくらい力が籠こもっているのが不安なとこだった。

　獣吾はフォークでオムレツをすくうと口へと入れる。なかなか個性的すぎる味がした。ぶっちゃけマズかった。

「うっ」

　猛もう烈れつに渋しぶい顔になってしまう獣吾。

「違うんです！　本当ならわたしはどんな料理も上じよう手ずにできるはずなんです！　ぐっすり眠って思考回路もクリアになってますし問題ないはずなんです！　だけど、だけど、だけど」

　マイラは、不ふ条じよう理りをこれでもかってくらい込めて叫んだ。

「未み成せい熟じゆくモードのオプション設定が、お料理下手べたになってたんです！　タイムスリップの弊へい害がいです。これはもう変へん更こうしようがありません！」

　不ふ眠みん症しようが治っても、料理の腕は改かい善ぜんされないようだった。


おわり















　　　　　あとがき










　新作を書くにあたり、担たん当とう様からアドバイスがありました。

『これまでにない、元気で豪ごう快かいな主人公こうにしないかい？』

　元気で豪快な主人公。実は僕が最も苦にが手てとするタイプだった。

　何せ、僕自じ身しんの性格と丸っきり真ま逆ぎやくなのだ。どう書いていいか分からない。

　書き始めたものの、なかなか勝かつ手てが分からず戸と惑まどいの連れん発ぱつ。

『やっぱり、一いち人にん称しようは僕にした方がいいのでは？』

『やっぱり、ケンカが大だい好こう物ぶつって設定は止やめるべきなのでは？』

　何て悩んでいたのも今は昔むかし。

　書き進めていくにつれて、獣じゆう吾ごを書くのがどんどん楽しくなってきました。

　ああ、食わず嫌ぎらいだったんだなってしみじみと思ったりもしている今日きようこの頃です。




　そんなこんなで、『獣吾ドキドキプロジェクト！』です。

　コンセプトは二つ。




　★これまでにない元気で豪快な主人公。

　★これまでにないエロ展開。




　元気で豪快な主人公の方は何とかなったような気がしますが、エロ展開に関してはまだまだぬるいかもしれません（精せい一いつ杯ぱいがんばったつもりなのですが）。

　こちらも、今後の課か題だいとしてがんばっていこうと思います。




　それではでは。







　追つい伸しん




　第２話の『肉まんとボインの関係』。獣吾が突き出された肉まんがボインに見えて気き絶ぜつしてしまうシーン。

　単たん品ぴんで出されるボインがそんなにもエロいものなのか？　むしろエロいのではなく気き味みが悪いのではないか？

　そんな疑問を感じたものの、強ごう引いんにエロいってことで押し通しました。

　獣じゆう吾ごにとっては十分すぎるぐらい刺し激げき的だってことで、納なつ得とくしていただけることを祈っています。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年生まれ。

出身地は長野県の南にある阿智村。

いろいろあって今はゲーム会社勤務。

よくタイムカードを押し忘れてしまう。
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イラスト／天てん杉すぎ貴たか志し

ゲーム『ワンダと巨像』が好きな漫画家兼イラストレーター。芳文社まんがタイムきららフォワードでコミカライズ「魔法少女かずみ☆マギカ～The innocent malice～」連載中。
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獣じゅう吾ごドキドキプロジェクト!
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